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閑話Ⅳ








『四月二十五日




　今日は雪ゆきちゃんと一緒に、先日お世話になった吸きゆう血けつ鬼きのお兄にいさんに会いに行った。骨折していたはずの腕うではもう治っていて、改めて吸血鬼という種が通常の人間とは異なることを思い知ることが出来た。驚くことは大事で貴重なので、色々なことを教えて貰もらったこと以上に感謝しようと思う。

　お兄さんとの会話の中では多くの情報があったけど、それよりも雪ちゃんの質問に対してお兄さんが答えた言葉に少し興味を持った。




「うーん……普通の人間として生まれたかったか、ねぇ……

　正直、僕には普通の人間っていうのがよく分からないから、答えるのが難しいな。それにさ、自分が普通かどうかなんて判断はしにくいだろう？　とりあえず、僕は吸血鬼として生まれて、吸きゆう血けつ鬼きとして過ごした経験しかないから、普通の人間っていうのは想像もつかないよ。

　──まあでも、大差はないんだろうけどね。

　人間は千せん差さ万ばん別べつで、貧富や容姿に才能と生まれた段階でいくつもの差がある。大金持ちの資産家の子に生まれるのも、平々凡々とした家庭に生まれるのも、戦時下の難民として生まれるのも、そして吸血鬼に生まれるのも──自分で選べない以上、どう受け取るかという各人の気持ち一つということになるんじゃないかな。

　僕は吸血鬼なんて普通の人間とはちょっとだけ違う存在として生まれたけれど、それなりに楽しく、窮きゆう屈くつに生きているよ。一応は人間の振りをしているけど、人ひと様さまに言えない秘密の一つや二つ、あるのは普通だろう？」




　一字一句同じではないかもしれないけど、大体の発言内容はあっていると思う。

　──確かに、どう生まれるかは天に任せるしかないし、持ち合わせた才能を活いかすも殺すも自分次第だと思う。そして環境と容姿と才能と運といういくつもの要素を重ねて生きていくことになるけど、結局のところ、全すべては受信機である自分の心の持ちよう次第なのだろう。

　過去は、振り返ることは出来ても、あったことは変えられない。

　起きてしまったことは、もう取り返しが利かない。

　だから、どう受け止めるか。

　自分がどう生まれてきたか、どんな経験をしてきたか──それを感じ、成長の糧かてにする自分の心次第で幸福にも不幸にもなるのだろう。




　でも、僕はよく考えてしまう。

　もしもあの時、ああならなければ、と……

　後悔はしたことがない。自分の行動は良くも悪くも肯定している。

　それでも、どうしようもなく考えてしまう。




　もし、あの時リールゥが魂たましいを要求してきたら──？

　もし、雪ゆきちゃんが怪け我がをしなかったら──？

　もし、雪ちゃんと出会わなければ──？

　もし、僕が生まれて来なければ──？




　本来ならば、意味のない思し索さくだと思う。

　それでも気がつくと考えてしまう、その理由もちゃんと分かっている。

　人生に取り返しは利かない。

　ｉｆの先は存在しない。

　──本来ならば。

　けれど、僕はどうにも出来ないはずのいくつもの「もしも」を実現させる奇き跡せきの存在を知ってしまっている。

　人の業わざでは不可能な事象を、あっさりと可能にしてしまう奇跡の存在を。

　魔法という名の奇跡を知っている僕は、つい考えてしまう。

　有り得ないはずの「もしも」を実現させた世界のことを』















五章　代わり映えのない冬の一日







　私立風かざ見み野の高校は自由を売りとした、実際はかなり放任でいい加減な学校だ。

　七年前に創立されて以来、『来るなら来い』のキャッチフレーズに偽いつわり無く、入学希望者は全すべて受け入れるという無茶なシステムと細部まで行き届いた過ごしやすい施設の数々、娯楽の多さと新設校らしい期待感が絶ぜつ妙みように一致した結果、毎年千人近い生徒が入学している。

　服装も髪かみ型も自由、校則も少なく、かといって無法地帯になるわけではなく、生徒による自治が成り立っている。生徒の殆ほとんどが寮りよう生せいの為か、上下関係や規則や暗黙のルールなどの基盤はしっかりとしていて、少数の仕切りたがる者と反発する者が対立しつつも、基本的には気楽なムードが漂ただよっていた。

　生徒数が多いのでクラスの数も多いが、その中にはいくつかの特別クラスも存在する。芸能界に属する者やスポーツ特待生だけを集めたクラスがあり、既すでに業界で注目株の生徒も少なくない。

　しかし人数が多ければ当然のように、芸能人でもないのに注目される者が現れる。学外に出れば誰も知らないが、学内では知らぬ者はいないという存在が。

　風見野高校でナンバーワンの人気を誇るのは芸能人でもスポーツ特待生でもなく、どこにも所属をしていない生徒で、それでいてどちらに属してもトップクラスは間違いないと誰にも思わせる女の子だった。




　その女生徒──白しろ銀がね雪ゆき子こは今、走っていた。

　理由は簡単。遅刻しそうだからだ。

　五つある校門のうち、南西に位置する門を通り校舎へと続く坂を駆かけ上がる姿はしなやかで、同じく遅刻ギリギリで慌あわてていた生徒が見み惚とれる程に魅力がある。

　ポニーテールにした長い髪を跳はねさせながら走り、右肩かたに鞄かばんを、左腕うでにはダッフルコートを引っかけている。メーカーロゴの入った白いトレーナーにバーバリーチェックの短めのスカートを穿はき、膝ひざ上まで届く黒いタイツにスニーカーと、登校するというよりはスポーツ観戦に行くという方がしっくりくる出いで立ちは、雪子の活発さをよく表していた。

　坂道にも拘かかわらずペースを落とさず走っていた雪子は、しかし見慣れた後ろ姿を見つけ、速度を落とすと共にコースを少しずらした。近づく誰かの気配を感じたのか、クリーム色の厚手のカーディガンを着た相手の方も振り返り、足を止めて笑顔を見せる。

　ボブカットにした髪に大きな黄色のリボンを付けた、やや気の弱そうで見る者に兎うさぎのような印象を与える彼女は高たか嶺みね美み樹きという名の小柄な少女で、高校に入ってから出来た雪ゆき子この親友でクラスメイトでもある。

　雪子も美樹の横に並び、一呼吸を置いて、明るい笑顔で声をかけた。

「おはよっ。ミキがいるってことは、遅刻せずに済む時間だよね？」

「ゆっこちゃん、おはよう。……うん、ゆっくりでも平気だと思うけど、寝坊したの？」

「あはは、ちょっとね。慌あわてて出てきたから髪かみを弄いじる時間もなくってね、ろくに鏡も見ないでまとめただけなんだけど……変じゃないかな？」

　言いながら、雪子はポニーテールのゴムで縛しばった先を手櫛ぐしで軽く梳すいて整える。癖くせの少ない質たちなので、これで充分とまではいかないが見られない程に酷ひどくはないはずだった。

「どう？　変じゃないかな？」

「……うん、素す敵てき。ゆっこちゃんは元が良いから」

　はにかむような笑みを浮かべた美樹の言葉はやや熱っぽい響きがあり、お世辞ではないと雪子にも分かり、素直に嬉うれしく思う。セットするのに十分とかからないお手軽感の割によく似合うと自分でも思っていたポニーテールだが、親友のこの反応からすると強あながち間違いでもなさそうだ。

　そんなことを考えながら髪を弄るのを止やめて、美樹と並んで歩みを再開する。

　なだらか、というにはやや勾こう配ばいがきつい坂道を上り終えると、隣を歩いていた美樹は大きく息を吐はいた。額ひたいにじわりと浮かぶ汗を見るに、少し疲れたらしい。雪子からは薄ら寒く感じる服装でも、雪国育ちな上に体力の無い読書家の少女の体温と心拍数はどうしようもなく上昇してしまうようだった。

　遅刻という危険な単語が直前まで頭の中を占めていたせいで早足になっていたのかもしれないと反省し、雪子は歩みを遅くする。美樹は始業五分前には着くように寮りようを出ているはずなので、少しくらい速度を緩ゆるめても遅刻にはならないはずだ。

　のんびりと、十二月の寒風が追い立てるように吹くのも気にせず、雪子は美樹と並んで歩く。

　当然のように次々と後続の生徒に抜かされていくのだが、遅刻しないのならば慌てる必要もないので、焦しよう燥そう感はない。

　そんな自分の感覚を、年寄り臭くさいかな、と雪子が思っていると、やや早足で追い抜いて行こうとした一人の女生徒がこちらを向き、目が合った。

　何となく見覚えのある彼女は驚いたように小さく口を開け、すぐに恥ずかしさを隠すようにはにかんだ笑みを浮かべて、

「白しろ銀がねさんおはよーっ」

「うん、おはよう」

　短い挨あい拶さつを交わし、彼女はそそくさとそれまで以上の早足で去って行く。

　だが、それで終わらなかった。

「あ、白しろ銀がねさんおはようー」

「おはよ、今日も元気そうでなによりだねぇ」

「おはよう、白銀さん」

「おはよう」

「おはよっ」

　すぐに他ほかの女生徒が雪ゆき子こへと声を掛け、去り、また次が声を掛けては先へと行く。

　雪子はその都つ度ど挨あい拶さつを返し、時には会え釈しやくもする。挨拶をして来る殆ほとんどの相手は名前も知らないが、見慣れた顔は何人かいた。

　こんな朝を過ごすのも慣れたもので、いつものことといってもいい。ただ、雪子は遅刻のピンチを何度となく切り抜けてきており、その時は吞のん気きに挨拶を交わしている場合ではなく一いち陣じんの風となって教室まで向かうので、『いつも』というにはちょっと頻ひん度どが少ないかもしれない。

　だがこの光景は他の生徒にとってもそこそこ見慣れたものなので、隣を歩く美み樹きはやや控えめな雰囲気を醸かもし出しつつも、平然としている。

　次々と発せられる挨拶の声は一年校舎の昇降口に入るまで止やまず、ようやく途と切ぎれた『おはよう攻め』に、美樹は下げ駄た箱ばこの前でくすりと笑った。

「ゆっこちゃんは相変わらず人気ね。アイドルみたい」

「そんな、大げさだってば」

　雪子だって声を掛けられて悪い気はしないが、自うぬ惚ぼれるまでにはいかない。

　あくまでもあれは挨拶で、顔が知られているから物珍しい気持ちが手伝っての軽いコミュニケーションで……と判断することが出来る程度には慣れている。

　だから顔はにやけていなかったはずだし、靴くつ箱ばこを開ける手にも無む駄だな力は入っていないはずだった。……だったのだが、靴箱はパガンと音を立てて勢いよく開いた。

　どうやら浮かれているらしい自分を恥ずかしく思いながら、上うわ履ばきを取り出そうとし……ざらついた靴とは違う感触を指先に感じ、手を引っ込めて中を覗のぞき見る。

「……あら、まー」

　上履きの上に、白い封筒らしきもの。それが複数。

「…………」

　手に取ってみると、封筒はどれも女の子のセンスからすれば『可愛かわいい』とは絶対に言えない、どちらかといえば機能が果たせればそれでいいやといった具合のものだった。

　共通しているのは見た目や造りだけでなく、表に宛あて名な、裏に差出人の名前が書いてあるということもだ。

　言うまでもないが──表には、『白銀雪子』という名前。『様』とか『殿どの』とか敬称はそれぞれだが。

「……いや、殿って」

「……個性的、だね」

　靴くつを履はき替えたらしく、横からひょっこり顔を出した美み樹きが何とも言えない表情でコメントをした。



　隠す気はないので見られるのは別に構わないし、自分が書いたわけではないので美樹の言葉も自分へ向けられたものではない。それでも妙みように恥ずかしくなってしまい、雪ゆき子こはそそくさと封筒をまとめ、ささっと靴を履き替えた。素早い作業の中で封筒が四通あることを確認し、それから鞄かばんの中に迅じん速そくかつ丁てい寧ねいに仕し舞まい込む。

　コホン、と少しわざとらしく咳せき払ばらいをして、

「……さ、いい加減のんびりしてると遅刻しちゃうし、行こっか」

　にこやかな笑顔をみせて、雪子は颯さつ爽そうと教室目指して歩き始める。

「ぁっ、ゆっこちゃん待って。そんなに急がなくて平気だから」

　慌あわてた様子の声が後ろから追いかけて来るが、やや早めのペースは落とさない。

　しかし美樹はしっかりくっついてきて、

「相変わらずモテモテね、放課後はラブレターの対応になるの？」

　速度につられたようにやや早口で、弾はずんだ声で訊たずねてくる。

　大人おとなしい美樹だが、花の女子高生であることには変わらず、色恋沙ざ汰たの話題には目がない。

　雪子はどちらかというと恋愛方面には疎うといので、辟へき易えきはしないまでも、やはり口は滑なめらかに動かない。どう言えばいいのか、困ってしまう。

　苦笑気味の半笑いが自然と浮かぶのを感じながら、雪ゆき子こは今日の予定を思い浮かべて、

「放課後は……埋うまってるのよね。少しくらいなら遅れても平気だろうけど……」

「……あ、そっかぁ。明日あしたはバスケット部のお手伝いだったよね」

「そーそー。だから今日も、ちょっとね。いきなり本番はさすがにキツイし」

　言いながらシュートフォームを決めてみようと思ったのだが、あいにく両腕うではコートと鞄かばんで塞ふさがっており、断念する。

　差し掛かった階段を上りながら雪子は、放課後の過ごし方について少し考える。

　明日の祝日、バスケットボール部から頼まれて対外試合に出ることになっている。同時期に出来た都内の高校で、何やら因いん縁ねんの仲らしく、どうしても負けたくない相手らしい。なので、雪子の元に助すけっ人との依頼が来たのだ。

　体育系の競技なら大抵は超高校級の活躍をすることが出来る雪子だが、特定の部に所属しているわけではなかった。熾し烈れつすぎるスカウト合がつ戦せんの挙げ句に怪け我が人にんまで出てしまう事態になり、色々と困った挙げ句、生徒会長の助言に従い『どの部にも入らない』と明言したことでとりあえずの収拾はついた──のだが、それでも貴重な戦力が喉のどから手が出るほど欲しいという状況に陥った部が、試合当日だけの一日部員として助っ人を頼んで来ることが何度もあり、今回のバスケ部もそれに当たる。

　これが県大会とかインターハイ予選とかになるとさすがにどの部も助っ人依頼はしてこないのだが、意味深い交流試合となると我われ先さきにと申し出て来るのだ。

　今日の放課後は明日を控えた身なので、少し練習をしてボールに慣れて、チームメイトと多少の連れん携けいは取れるようにしておかないといけない。出る以上は勝つ、その為に。

　……だが、本気の想いを伝えて来た恋文の返答も、かなり大事だ。

　そしてラブレターというのは、大抵『好きです』とか『付き合ってください』とかの想いと共に、返事をする場の指定までしている場合が多い。たまに電話やメールでという根性の無い手段を提示してくる者もいるが、大たい概がいは面と向かっての応こたえを要求して来る。

　となると、バスケの練習というこちらの都合で冬の寒空の下で待ち惚ぼうけさせてしまう結果になるかもしれない。それは少しまずい……というか、可か哀わい相そうだ。

　──と、そこまで考えて。

　手紙の中身がラブレターだと決めつけている自分は少し厚かましいのではないかと思い、雪子は少し顔を赤らめた。

　一歩遅れて階段を上っている美み樹きの位置からは自分の顔色を見ることが出来ないことに一安心しつつ、これ以上の勝手な想像は止やめておくことにする。

　教室のある二階に着くと、やはり始業直前で廊下にはあまり人がいない。普通なら遅刻確定の時間に起きて、それを覆くつがえし余よ裕ゆうの登校になるという脅威の速度で走り──しかしその後にロスがあったので、結局は教室に着くと同時にチャイムがなるというギリギリの登校になってしまった。

　席に着いた雪ゆき子こはコートをイスに、鞄かばんを机の横に掛けて、それから担たん任にんが来るまでの残り僅わずかな時間を有効利用すべく隣の席に座った美み樹きに話しかける。

「ね、今日って確か、昼休みに久く世ぜさんとご飯はんの日よね？」

「うん、そうだけど……ゆっこちゃんはお弁当じゃないのよね」

「ミキもでしょ？　久世さんは自分で作って来るみたいだけど」

　雪子は料理が苦手で、朝に早起きするのも苦手だ。何の自じ慢まんにもならないが。

　一方、美樹は寮りように住んでいるので、台所がない。事前に申請すれば使わせてもらえるらしいのだが、毎日のように使わせてもらうのは気が引けるので月に一、二回申請しているとのこと。そして今日は弁当の日ではない。

　三人共弁当なしなら学食で食べようということになるのだが、一人弁当を持っている以上、適当に購こう買ばいでパンか弁当を買ってどこか別の場所で食べる、というのがいいかもしれない。

　そんなことを考えているうちに、前の入り口からドアを開けて担任の教師が入って来たので、お喋しやべりの時間は終了となった。

　ホームルームと授業の開始の短い時間でポニーテールを見み栄ばえ良く仕立て直すことが出来るかどうかを真剣に考えて、担任の告げる事務的な連絡事項を聞き流す。

　不意に眠ねむ気けが過よぎり、欠伸あくびをかみ殺して。

　そんな、いつもの朝。

　いつも通りの朝を、雪子は過ごす。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　三時間目と四時間目の間の休み時間に購買でパンを買った雪子と美樹は、昼休みになると同時に教室を出た。談笑しながら、久世律りつ乃のとの待ち合わせ場所である特別校舎前の自動販売機とベンチが並んでいる、ちょっとした休息所として使われている所まで歩く。

　そこでは既すでに律乃が待っていて、美樹と同じく小柄な彼女は二人の姿を見つけると遠えん慮りよ気味に小さく手を上げた。

　柔やわらかな栗くり毛げの髪かみがよく似合っている久世律乃は二年生で、図書室の常連ということで二学期に入ってから図書委員である美樹と仲良くなり、その繫つながりで雪子も何度か会って親しくなった。とはいっても、二人きりだと互いに少し緊張してしまうという、まだまだ発展途上の仲ではあるが。

「こんにちはー。あたし達も割と早く出たのに、ずいぶんと早かったですね」

「うちのクラス、四時間目の授業が理科実験室だったから。降りて来ただけだもの、そりゃあ早いわよ」

「あー、なるほど」

　当たり障さわりのない会話を交わしつつ、それぞれ好きな飲み物をすぐ近くにあった自動販売機で購こう入にゆうする。

　雪ゆき子こは熱あつ々あつのホットミルクティーの缶かんをお手玉しながら、近くにあるベンチを見て自分達の座れそうなスペースがないかを探してみる。……が、残念ながら見当たらない。三人で座るには丸々一つ空いていなければ厳しいが、どれも二人ないし三人でベンチを占領されてしまっている状態だった。

「……空いてませんねー」

「そう……ね。わたしが場所取りしていれば良かったのだけれど。うっかりしていたわ」

　少し悔くやしそうに、そして若じやつ干かんの気まずさを感じているように軽く唇くちびるを嚙かむ律りつ乃のの表情に、雪子は慌あわてて、

「それじゃ、どこか行って食べましょうか？　えーと、屋上とか！」

「……うん、いいかも。律乃さんも、それでいいですか？」

　雪子の案に美み樹きが賛同し、律乃も異論は無いようで表情を緩ゆるめる。

　そうと決まればのんびりしてはいられない。ベンチがあり景色の良い場所はそれなりに競争率が高いのだ。屋上まで上がっておいて座る場所がありませんでした、というのはちょっぴりきつい。いざとなればコンクリートの床ゆかに直接座ってもいいのだが、そうすると尻しりが冷えるので、出来れば遠えん慮りよしたいところだ。

　それは共通見解のようで、口に出して確認し合うまでもなく三人は比較的早足で正面玄げん関かんから特別校舎へと入り、とりあえず靴くつを外そと履ばきからスリッパへと履き替える。

　……ところで、五階建ての特別校舎の屋上ということは、辿たどり着くまでには六階分の階段を上らなければならない。

　ただでさえ普通の建物より一階ごとの高さが大きくとられている特別校舎で、上るのは女の子でしかもインドア派とくれば、早足でクリアするのは体力的にかなり厳しい。

　──ということで。

「…………ふっ……ぅー……」

「………………ゆっこちゃん……もう、少し……ゆっくり……」

　雪子以外の二人は三階を過ぎた辺りで失速し、五階に着いた時にはへろへろになっていた。

　対して、雪子は息切れどころか呼吸の乱れすらなく、平然と上っていた。尤もつとも、この程度でへばっているような体力では運動部に助すけっ人とで駆かり出されることもないので、当たり前と言えば当たり前なのだが。

　五階と屋上の間の踊り場で足を止めて、雪子は後続の二人を待つ。美樹も律乃もあからさまに『もう階段なんて一段も上りたくない』と言わんばかりの顔で、それでも手て摺すりを持ちながら懸けん命めいに足を動かしている。

　冨ふ士じ山やま登山でもしているかのような様子の二人に、雪ゆき子こは苦笑混じりに応援の言葉をかけた。

「頑がん張ばってー。ほら、もう少しだから」

「………………うん……」

「……………………し、ん、ど……ぃ……」

　よたよたの二人はよれよれの声でしか答えられず、残り十数段を息も絶え絶えといった感じで上りきった。

　しかし、まだ半階分残っている。風かざ見み野の高校に『十三段目の階段』というよく耳にする怪談が無い最大理由である、半階分でも二十段以上という数が残っているのだ。

　どう見てもボロボロの二人だが、あと少しなので上れないことはないだろう──そう判断した雪子は、少しでも負担を軽くしてあげようと思い、

「えーと、あたしが引っぱってあげよっか？　少しは楽だと思うけど」

　申し訳程度の提案ではあったが、美み樹きは微かすかな希望を見つけたかのように瞳を輝かせた。

　一方、律りつ乃のは──

「…………いい、必要ない、わ……」

　上級生の意地か、はたまたただの負けず嫌ぎらいなのか、キッと階段を睨にらみ付けた。

　そして呼吸が整わないうちに、突っ立っていた雪子を抜かして階段を上り始め、

「…………」

　ピタ──と足を止めた。

　進もうとしない律乃の足を見て、雪子はやや迷いながらも遠えん慮りよがちにその背に向かって声を掛けた。

「久く世ぜさん、やっぱりあたしが押すか引っ張るかする？　ご飯はんの前に無理は、あんまり──」

　止よした方がいいよ、と繫つなげる前に。律乃はくるりと振り返った。

　その表情は曇っていて、しかしただ疲れているだけには見えない。少なくとも雪子の目には、やや神しん妙みような感じに見えた。

　どうしたのだろうと思った矢先、律乃は口を開いた。

「やっぱり、他ほかの所にしましょう」

「……え？　ここまで来たのに？」

　ゴールを目前にしてのこの発言に、雪子は驚いて目をパチクリさせてしまう。自分はともかく、美樹と、言い出した当人である律乃はかなり疲れている。冬なのに汗で濡ぬれた髪かみの毛が額ひたいにへばりついているくらいだ。

　そうまでして上って来たというのに、そんなあっさり立ち去る理由が分からず、雪子はまじまじと律乃の顔を見つめてしまう。

　疲れを隠しきれず苦しげに喉のどを震わせた律乃は一呼吸置いて、やれやれといった具合にため息を吐ついた。

「……肝かん心じんなことに気がついたの。たった今」

「肝心なこと……？」

「ええ。肝心で、とても致命的なこと」

　何やら深刻な雰囲気を醸かもし出す言葉に、雪ゆき子こは背筋を伸ばし、次の言葉を待つ。

　そして、開かれた律りつ乃のの唇くちびるが紡つむぎ出した言葉は──

「真冬の屋上は──とても寒いわ」

「…………………………………………あー」

　確かに、肝心で致命的なことだった。

　ただ外で食べるというだけでも若じやつ干かん辛つらいこの季節。しかも屋上ともなれば、風は容よう赦しやなく吹くし、障害物となる建物も少ない。階段へと繫つながるドアを覆おおう壁と貯水塔とうくらいしかない。

　そんな吹き曝さらしの所に汗を搔かいた二人が十数分留とどまれば……ほぼ間違いなく、風邪かぜを引くだろう。

　五階を過ぎて、ここまで上って来たのは確かに勿もつ体たいない。雪子一人ならば風も寒さも瘦やせ我慢で切り抜けることが出来る──が、生あい憎にくと一人ではないのだ。

　ハァ、とため息を一つ漏もらし、雪子は同意を示す頷うなずきをした。

「……じゃ、戻ろっか？」

「……うん」

「……そうね」

　それぞれにやり切れなさを表しつつ。

　苦笑して、懸けん命めいに上って来た階段を下り始めた。




　体力の減少以上に疲れた顔をした二人と共に一階まで下り『それじゃあどこで食べよう？』と相談し直そうとした矢先、雪子は中庭のベンチが一つ空いているのを発見した。

　即座にダッシュして貴き重ちような場を確保することに成功し、体力の無い二人はゆっくりとベンチに向かい安あん堵どしたように腰こし掛けた。

　ちなみに特別校舎は正方形の四角柱の中心部を、二回りほど小さな同型の四角柱を抜き取ったような造りになっている。なので中庭といっても周りを校舎で囲まれていて殆ほとんど陽ひの光が差し込んでこない灰色な空間となり、若い女の子が集まってランチタイムを過ごすにはちょっとどうかというロケーションなのだが、風が吹き込んでこない分でプラマイゼロと雪子は思っている。

　雪子、美み樹き、律乃の並びでベンチに座り、静かに、そしてゆっくりと食事は進められた。階段昇降による影響も濃いだろうが、元より美樹も律乃も賑にぎやかなタイプでも健けん啖たん家かでもないので、普段と大差はない。なので一人、雪子だけは女の子にしては多い量を、女の子としてはそれはちょっとどうなんだという速さで消化する。

　しかしそんな水族館の海底トンネルのような暗めでしっとりとした空気が流れていたのも途中まで。流石さすがに昼休みも残り半分になった頃になると、食事もほぼ終わり二人の体も落ち着いたようで、話もそれなりに盛り上がる。

　話題の中心は、当然のように今朝けさ靴くつ箱ばこから発見された手紙。

　ちなみに四通ともラブレターで、話を切り出したのは目を輝かせた美み樹きだった。

「同級生が三人に上級生が一人、かぁ……下級生がいたらちょっと面白かったかも」

「へ？　どういう意味？」

「白しろ銀がねさんは上級生よりも下級生に慕したわれそう、って高たか嶺みねさんは言いたいのよね」

　弁当箱を包みながらフォローを入れた律りつ乃のに、美樹は二度頷うなずいて、

「律乃さんもそう思います？」

「そう、ね。特に下級生の女の子に人気出そうだわ」

　太たい鼓こ判ばんを押され、雪ゆき子こは少し驚いて目を丸くする。

「え～、あたしってそんな風ふうに見えます？　いつもスカート穿はいてるのに」

「別に男っぽい、って意味じゃないのよ。頼り甲が斐いのある同性って、男らしい女の人と同じかそれ以上にモテるの。それにほら、白銀さんは入学早々に教師のセクハラに反抗したじゃない？　ああいうの、年下の子は『素す敵てき』って思うものよ」

　律乃の尤もつともらしい言葉に、雪子は頭の後ろで手を組み、唸うなる。そんなものなんだろうかと、同じ女性であるはずの自分には理解出来ない。ついでにいえば、見かけだけなら上級生どころか中学生の律乃が言うのだから、余計に納得が出来ないような気もする。

　これが演劇部の元部長、大人おとなびた魅力に溢あふれる西さい苑えんまどかの口から出た言葉ならばすんなりと受け止められるのだが。

「うーん……見かけって大事だと思う……」

「それだけじゃないってことね。……まあ、そんなことより」

　本当に今までの話など些さ事じだと言わんばかりに身を乗り出して、律乃は雪子へと顔を寄せた。

「返事、どうするの？　誰か良さそうな感じの人とかいた？」

「あー……とりあえず早急に返事を求められているのが放課後に一人いるから……」

「…………から？」

「なんとか上手うまいこと、断って……」

「付き合わないの？　会ってから考えるでもなくて？」

　半ば予想はしていたらしく、美樹の声は疑問をぶつけるというよりも確認を取るという感触に近いものだった。

　高校入学以来、雪子が何人もの男子から告白をされていることを美樹は知っているはずだ。それを全すべて断っていることも。

　だから雪ゆき子この方も、何度か言ったはずの言葉を繰り返す。

「……あんまりね、そういう気分じゃないの。彼氏が出来てデートしたり電話したり、楽しそうだなー……とは思うんだけど、ね」

「実際に付き合うのは面倒、とか？」

　身も蓋ふたもない律りつ乃のの言葉に、雪子は半笑いで首を横に振った。

「やっぱり付き合うなら好きな人がいいかなー、って。とりあえず付き合ってみて──っていうのはあんまり性しように合わなくて、だから性急なのは、ちょっと」

「お友達から、っていうのは交際の前提が恋人の場合、断ることになるわけね」

「そうですねー。……あーでも、向こうがこっちを好きだって知っちゃっている状態で普通に友達するのは厳しいかも」

「……うん、ちょっと分かるかな」

　同意を示す美み樹きだったが、それに対して律乃は含みのある笑みを浮かべ、

「あら？　高たか嶺みねさんってば告白された経験あるの？」

「……………………ないです……分かる気がするだけです～」

「素直なのはいいことよねぇ」

　心底から楽しそうな意地の悪いその声に、久く世ぜ律乃という上級生がただの文系で内向的な少女ではなく、嗜し虐ぎやく的な面もあるのだと雪子は初めて知った。正直、少し引きそうになる。そういうのが楽しいという気持ちは分からないでもないが。

　対して、被ひ弾だんした美樹は珍しく反抗的で訴えるような目を律乃へと向けて、

「そういう律乃さんこそ、告白されたことあるんですかっ？」

「うっ…………それ、は……あの……」

　あからさまに口籠ごもり目を逸そらすその姿を見れば、痛いところを突かれたと判断するに易やすい。

　雪子は、自分ならば──と考えてみた。

　やられたらやり返す。弱肉強食の世界では大事なことだ。隙すきを見せればやられてしまうこの世の中で、攻撃のチャンスを逃せばやられっ放しとなってしまう。ただ、やりすぎると友達を失う結果になってしまうので、匙さじ加減が難しいところでもある。

　そして美樹が選択した行動はというと、何も言わず、ただじっと律乃を見つめるだけだった。

　何も言わない、しかし物言う視線に、律乃は気まずさを感じているのかそわそわするように視線を右左へと彷徨さまよわせ──

「…………ごめんなさい」

　耐えきれなくなったのか、謝罪した。

　それで満足したらしく、美樹は表情を和やわらげ、笑みへと変える。

　律乃もほっとしたのか苦笑をし、どうやら小さなバトルは終了したようだった。

　それを見計らって、雪子は会話の流れを戻し、少し恥ずかしくはあるが続きを口にする。

「まあそんな訳で、一人は今日の放課後に返事が欲しいって書いてあったから、部活が終わってから断って来るね」

「女バスの練習の後でいいの？」

「えぇ、それでいいみたいですよ。手紙に書いてありましたから」

　何気ない質問に答えた……つもりだったのだが、何故なぜか質問を投げて来た律りつ乃のは腕うで組みをして、深く頷うなずく。

　その様子が気になり、逆に雪子が律乃へと問いかけた。

「久く世ぜさん、どうかしたんですか？　というか、何か知ってるんですか？」

「少し、ね。他愛たわいもない噂うわさ話ばなしだと思っていたのだけれど、意外に事実なのかもしれないわ」

「何がですか……？」

　興味津しん々しんというよりは内容が見えないことを不安がるような美み樹きの様子に、律乃は安心させるように笑みを浮かべた。

「うちのクラスの男子がね、話していたことがあるのよ。白しろ銀がねさんにはファンクラブみたいなものがあって、アタックする男子は紳しん士し協定を守らなければならない、って」

「そ、そんなのあるんですか?!」

　自分のことなのに初耳な雪子としては驚く他ほかはなく、ついでに赤面しそうなくらい恥ずかしくなった。

　ファンクラブなどという存在が芸能界と漫画の中以外にあるなど、これっぽっちも思っていなかった。しかもそれに自分の名が冠されていて、御み輿こしの上に祭り上げられているのが自分という事態になるとは。

　大体にして、ファンというのは何なのか。確か意味は『支持者』とか『愛好者』のはずだ。一般人で一生徒に過ぎない雪子は、当然ながら特別なことなどしない。部活の助すけっ人とをする程度ならば、単なる部活動の延長と見なせるだろうから、それほど特別なことではないはずだ。そんなものを支持してどうするというのか。

　もし愛好者の方の意味だとすれば、自分が知らないところでそんなグループが結成されているという気持ちの悪さが前面に出てくる。

　そして彼等が何をしたいのか、雪子にはまるで想像出来ない。芸能人のようにグッズを作って売り捌さばけばいいのだろうか？　ブロマイド撮影でもしろというのか？　握手会やコンサートでも開けと？

「……ゆ、ゆっこちゃん、大丈夫？」

　気遣づかうような美樹の声に、雪子はハッと我に返った。衝しよう撃げきの事実に軽い目眩めまいを感じていたが、おどおどしている友人の顔を見て、自分が相当にダメージを受けているように見えるのだと再認識する。

　雪子は乾いた笑みを溢こぼし、

「……へーき、平気よ。でも……本当にそんな、恥ずかしすぎて気持ち悪くてこの世から跡形もなく消し去りたくなるような集団が存在するんですか？」

　一いち縷るの望みというか、全すべて目の前にいる上級生の戯ざれ言ごとだという可能性に縋すがり付くようにして訊たずねるが、律りつ乃のは楽しそうな瞳のままで、首を横には振ってくれなかった。

「まあ、ほぼ間違いなくあるわね。大体にして、手紙が入っていたのは四通とも靴くつ箱ばこだったんですって？」

「ええ、そうですけど……？」

「自分がラブレターを出そうとして靴箱を開けたら、既すでに他ほかの手紙が入っていました──普通なら他の場所にするか、入れるとしても強硬手段で自分以外の手紙は捨てようって思うわよ、きっと。あまり褒ほめられた行為ではないけれど、かっこうの卵は他の卵より早く孵かえって生存本能に従い他の卵を巣から落とす、あれに近いわね」

「うっわ……それ、かなり最低じゃ……」

「必死ならそれくらいする奴やつもいるってこと。でも、そんなことはなかったでしょう？」

「ええ、まあ……」

　本当は四通以上あった可能性も捨てきれないが、恐らくは無かっただろう。程度の差は分からないが、自分を好いてくれる人がそんな卑ひ劣れつな行為をしたとは思いたくないので、雪ゆき子こはそう信じることにする。

「わたしが聞いた情報によると、男子の間にはファンクラブからの警告文が回っているらしいわよ。その中の一つに『手紙による告白を行う場合、提出先は靴箱に限定。その際に他の手紙があった場合、紳しん士し協定により触さわることは不可とする』、っていうのがあるらしいのよ。それを聞いた時は面白い話を捏ねつ造ぞうする奴もいると思ったものだけれど、ここにきて信しん憑ぴよう性が出てきたわね」

「ふぁ……本格的なのね」

「本格的……というか…………勘かん弁べんして欲しい……」

　感心する美み樹きとは逆にがっくりと項うな垂だれて、雪子は手の中にあった紅茶の空き缶かんを握り潰つぶした。スチールでも容易たやすくへこませることが出来る握力なので、それはもう景気良く、紙コップのようにくしゃりと潰れる。

　それから、ため息を一つ。深く長めに息を吐はいて、それで自分なりに区切りをつける。

　やれやれという沈んだ思いを払い除のけつつ顔を上げれば、心配そうな美樹と楽しげな律乃の顔が並んでいて……何となくおかしくなり、雪子は自然と口元を綻ほころばせた。

「──まあ、どんな経けい緯いを辿たどってかは知らないけど、全員仲良く平等に断らせてもらうから。それで解決、ってことで」

「しかし勿もつ体たいないわね、そんな簡単に断るなんて。しかもクリスマス前で、独り身の人達が目を血走らせて悲しい聖夜を迎えないように頑がん張ばっている最中に」

　神しん妙みような顔でしみじみと呟つぶやかれた言葉は、少なくとも非難の響きではなかったので、雪ゆき子こは曖あい昧まいに笑みを作る。

　それをどう取ったのか、律りつ乃のはぷっくりと唇くちびるを尖とがらせた。

「まあ、モテる人は一々気にしなくてもいいことよね。あの凄すごく目立つ一年の男の子も、特定の彼女はいないって噂うわさだし」

「井い沢ざわくんの場合は……ゆっこちゃんとは、少し違うと思うけど」

「あいつは節せつ操そうが無いだけよね」

　苦笑混じりにバッサリと切り捨てて、脳裏に浮かぶ軽薄な笑みの男の姿を吹き払う。それ程嫌いやな奴やつとは思わないが、口と態度が軽すぎるので、あんまり好きになれない相手だった。しかし向こうからよく絡からんでくるので、無視出来ない相手でもある。

　そしてもう一つ、無視出来ない要素があるのだ。

　ちら、と隣に座る美み樹きへと視線を移すと、タイミングよく目が合った。偶ぐう然ぜんか、それとも嫌な予感を覚えたのか、どちらかは分からないが。

　とりあえず雪子は都つ合ごう良く解釈し、にんまり笑ってみせた。そして美樹の笑顔は、見事に引きつった。

「そうそう、井沢君といえばさ、ミキぃ」

「な……何かな……？」

「前にあいつのことが気になるみたいな発言あったけど、その後どうなの？　十二月に入った頃から編み物始めたみたいだけど、あれ──」

　全すべてを言い終わる前に、美樹の白い顔は林りん檎ごさながらに真まっ赤かに染まり、彼女にしては珍しいことにぶんぶんと手を振って興奮して立ち上がって、

「やあっ、違うのよ!?　あああれはその、そういうことじゃなくてね、暇だからね、田舎いなかのお祖父じいちゃんにねっ！」

「なになに、興味深いわねその話。詳しく聞かせて頂ちよう戴だい」

「律りつ乃のさんっ、そんな面白い話じゃなくてねただの勘かん違いでね、」

「それがねぇ、ミキってば夏休みに──」

「ゆっこちゃん!?　だ、だめだよっ?!」

　珍しく慌あわてた様子の美樹が雪子の口を塞ふさぎにかかり、雪子はそれをはね除のける力がありながらもじゃれるように防戦し、そんなやり取りを律乃が楽しげに微笑ほほえみながら見つめ──

　そうして和なごやかに、二学期最後の昼休みは過ぎていった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　季節が冬ということで、暖房器具の恩恵が届いていない場所は校舎の中とはいえ身震いしそうな寒さが満ち、人の歩みを足早にさせていた。

　しかし例外といえる場所もある。

　特別校舎に隣接する第一体育館がその一つで、中の空気は動き回る生徒が発する熱と活気で暖まり、ジャージを脱いでいる者もいるくらいだった。

　今日この体育館を使用する部は男女バスケットボール部と卓球部で、卓球部は倉庫の上の二階部分に作られた特設スペースを陣じん取どり、カンコンと軽く耳に心地良い音をリズム良く打ち出していた──が、よく磨みがかれた床ゆかをバスケットボールが跳はね、靴くつが擦こすれる重低音と鼓こ膜まくを刺激する高音が入り混ざったハーモニーに加え、男女バスケ部員の威勢のいいかけ声が、卓球部の存在を遠くに吹き飛ばすように彼等の生み出す音を搔かき消していた。

　普通の学校の体育館では一面しか取れないバスケットコートだが、風かざ見み野の高校第一体育館は通常の倍以上の広さを誇り、二面展開が出来る。その為、男女で分かれて練習の際も、それぞれで試合形式の練習が出来た。

　バスケ部の女子部員は十三人と、生徒総数が三千人を超える風見野では少数に属する部員数で構成されている。対して、男子は五十人超。これは偏ひとえに運動部は多数の部員がいる場合、熾し烈れつなレギュラー争いとなって練習もままならない生徒が出てくる。なのでさっさと辞やめるかどれだけ増えても関係の無い部に入るか、少数しかいない部に入るか、もしくは新たに部を作るか……或いは部活動そのものを諦あきらめるか、その中のどれかを選択する場合が多いのだ。部に残る生徒は何割か……多くとも半数に足らないのが実情だ。

　なので女子部はバスケットが好きな人間で根性もある人間だけが残り、順当といえる数が所属している。対して男子部員が四倍近い人数の理由は、『女子部と同じ場所で練習を行う数少ない運動部』という噂うわさがある。事実、練習に身を入れずに隣のコートの女子部員を目で追う男子は少なからず存在していた。

　女子部と男子部を合わせて七十人近い人数がいて動き回っていれば、確かに冬の体育館でもそれなりに熱が籠こもる。しかし二箇所あるドアを開放し、窓を開けるか迷う程に熱気が立ちこめている理由が他ほかにもあった。

　それは五十人を軽く超える、部員では無いギャラリーの存在だ。

　男女分けへだてなく点在する、普段はバスケットに興味を持たない彼等がここにいる理由は共通していた。

　女子部が使っているコートで行われている、試合形式の練習。その中で一ひと際きわ目立つ活躍をする、ポニーテールの女生徒を見る為に集まっているのだ。

　注目と歓声を独り占め状態の白しろ銀がね雪子は、ピンク色のハーフパンツに白い長袖そでのティーシャツを着て、その上から青のビプスを装着していた。

　ボールを持っていない雪子だが、敵チームを示す黄色のビプスを着た女子二人にマークされていて、ゴール前には近付けずにいる。腰こしをしっかりと落とした二人の敵に対し、雪子はやや腰こしが高く、どちらかというとボールを持つ味方に意識を集中していて、フットワークを駆く使しして目の前の二人をかわそうという気配は薄い。

　しかし、雪ゆき子この前でディフェンスをしている二人の顔つきは真剣そのもので、焦あせりを感じていると見て取れる程に余よ裕ゆうが無かった。

　絶え間なく靴くつ音とドリブル音が響き渡るコートで、雪子は視界の中に必死な彼女達と共に、ボールをキープし低い姿勢でドリブルをする青のビプスを着た部長の姿を捉とらえていた。自分に二人を宛あてがっている為、ディフェンス側はボールを持つ部長に一人しか割り当てることが出来ず、慎しん重ちようかつ巧こう妙みようにボール運びをする部長に手を出しあぐねていることもしっかり見て取れている。

　と、コート上で動きがあった。力強く、ボールを叩たたきつけるようにしてドリブルしさらに体勢を低くして内に切り込む姿勢を見せた部長に対し、ディフェンス陣じんの意識が集中する。

　その瞬間、雪子と部長の目が合い──

「白しろ銀がねっ！」

　部長の声が耳に届いた時、雪子は既すでに動いていた。

　ゴール前への直線コースを塞ふさいでいた二人の、意識が外れて僅わずかに出来た隙すき間まを突破し、一瞬でフリーになる。

　その時にはもう部長の手元にボールは無く、雪子がディフェンスを抜き去ると確信していたかのように、敵も味方もいないツーポイントエリア内に出来た空白地点にボールは投げられていた。

　出されていたパスは強く、普通ならそのまま誰も触ふれないままサイドラインを割りそうな勢い──それを雪子はあっさりとキャッチする。一歩手前の場所にずっといたかのように滑なめらかで余よ裕ゆうのある、それでいて抜き去りにされた二人が姿を見失ってしまう程の速さで。

　ゴール前に控えていた敵チームの一人が慌あわてて対応しようと動く。が、もう遅い。

　ボールを手にした雪子はドリブルすることなく、そのままフリースローラインより手前の位置から跳とび──ざわめきと歓声の中、宙を舞った。

　相対的に急速に迫るリングへと両手に持ったボールを叩たたきつけ、ダンクシュートを決めた手応ごたえと爽そう快かい感を得て着地する。

　そして一段と騒がしく歓声が飛び交う中、ゲーム終了を告げるホイッスルの音が鳴り響いて……雪子は大きく息を吐はいた。

　これで今日の練習は終わりだった。明日あしたの本番、対抗試合を控えてまずまずの成果に、少しだけ安心する。助すけっ人となんて仰ぎよう々ぎようしい役割の癖くせに使えない……なんて結果になったら恥ずかしすぎて堪たまったもんじゃない。

　皆に顔向け出来ないような無ぶ様ざまな姿は見せずに済んだ、と気が楽になったところに、わいわいと部員達が集まってきた。

「もー、最っ高！　白しろ銀がねさんってば凄すごすぎ！」

「あたし、女がダンク決めるの初めて見たわー」

「ていうかなんで？　どうして二メートル近く跳とんだり出来るの？　足に噴ふん射しや口こうかスプリングでも付いてる？」

「速いしねぇ。目にも止まらぬって感じ？」

「人間ってあんな動き出来るんだねー」

　動き回っていた直後ということもあり興奮を抑おさえきれない様子の彼女等に、雪ゆき子こはどう反応していいのか迷う。一対一ならともかく、多数を相手に場を収しゆう束そくする術すべなど持ち合わせていないので、曖あい昧まいに笑みを浮かべるしかない。

　どうしたものかと困っていると、それを見み透すかしたかのように「はい、注目！」と部長が手を叩たたきながら皆の意識を雪子から切り離してくれた。

「今日はこれで終わりだから、皆はクールダウンしてから後片付けね！　それと、白銀は打ち合わせするからちょっと来てくれる？」

「あ、はい」

「それじゃー、さっさと取りかかる！　解散はいつも通り体育館前だから、終わっても帰ったりしないように。以上！」

『ハイ！』

　一いつ糸し乱れぬ呼吸の良さで応じた部員達は、各々ストレッチを始めるべく移動する。

　彼女達とは別行動をすることになった雪子は、手招きする部長について体育館を出て、特別校舎の脇わきにある自動販売機が並ぶ一角へと辿たどり着いた。

「スポーツドリンクでいいよね？」

　そう言った部長は返事を待たずに硬貨を自販機に投入し、青い缶かんの清涼飲料水を二本買うと、一つを雪子へと投げて寄越した。

　投げるとは予想していたものの、キャッチする際に感じた缶の冷たさに、雪子は思わずお手玉をしてしまう。

「わっ……と、ありがとうございます」

「うい。まあ飲んで。お疲れさまってことで」

　言いながらさっさとプルタブを開けた部長はぐいっと缶を傾け、一気飲みするような勢いで喉のどを鳴らして飲み始める。

　雪子も缶を開けてドリンクを一口飲む。運動して火ほ照てっていた体が内側から冷やされ、乾いていた喉が潤うるおう感覚が頗すこぶる気持ちいい。が、同時に感じていなかった寒さも舞い戻って来る。

　体育館の中と違い、外気に晒さらされたこの場は冬の低気温そのままで、薄着の上に運動して汗を搔かいた状態では肌寒い。五分十分なら大丈夫だろうが、一時間もこうしていれば確実に風邪かぜをひいてしまう程に。

　しかしそんなことは連れて来た部長が織り込み済みだろうと考え、口に出すのは止やめておくことにした。目の前で美味おいしそうにスポーツドリンクを飲んでいる女子バスケット部部長の古ふる池いけ杏あん奈なは、練習が始まる前から細かな気配りを見せ、ギャラリーの連中に「練習の邪じや魔まだけはしないように」と注意を促うながし、臨時メンバーの雪ゆき子こが純正部員と上手うまくやれるようさりげなく笑いを誘ったり声を掛けたりしと、今日一日だけでも充分に分かるくらいリーダーシップに長たけた人物だった。

　だからわざわざ自分だけを連れ出したのにも意味があるのだろうと、漠ばく然ぜんとだが、雪子は感じ取っていた。

　運動後の潤うるおいの一ひと時ときに浸るように目を細めていた古池部長は幸せそうな表情のまま口から缶を離し、アルミのそれを両手で潰つぶしてゴミ箱に投げ捨てた。そして口元を軽く手で拭ぬぐうと、ちびちびと飲んでいた雪子へと振り返る。

「とりあえず、明日あしたの確認ね。さっきのゲームで大体の感触は摑つかんだと思うけど、オフェンスの時はトラベリングとチャージングに気をつけて。んで、ディフェンスの時は自じ陣じんに戻って適当に突っ立っていてくれればいいから」

「本当にそれで平気なんですか？」

「ん、平気平気。というか、いくら身体面では凄すごい白しろ銀がねでも素人しろうとには変わりないから、下手へたにディフェンスしようとすると、ファウル連発する羽目になるから。こりゃーもう確実に。ボールを弾はじくつもりが相手の手を叩たたいちゃうから」

　明るい口調と表情で言われた言葉の裏に『余計なことはしないでね』とあるように感じられ、雪子は素直に頷うなずいた。確かに、今日の試合形式の練習中で形だけでもディフェンスに参加しようとしたら、よく分からないうちに三つもファウルを取られてしまった。慣れないことを無理にしようとすれば、良くない結果に終わるのは明白だ。

　助すけっ人ととして真しん摯しに務めを果たすつもりの雪子は明日の本番に熱くなりすぎないように気をつけようと心に刻む。

　と、古池は真剣な雪子の顔を見ながら、ふっと力を抜くように笑みを溢こぼした。

「いやいやしかし、噂うわさ以上に凄すごいわあなた」

「へ……？　そ、そうですか？」

「そうよ凄いわよ。というか、自覚あるでしょう？　わたしと似たような体格で悠ゆう々ゆうとダンク決めてくれちゃって。うちで一番大きい嶋しま村むらでも無理なことを、うちで一番速くて身軽な木き谷たによりも速く動けるあなたがするんだから、相手からすれば詐さ欺ぎだわよ。同情したくなるね。竜りん校の桂かつらは鼻持ちならない女だからしないけど」

　対戦校に余程好かない相手がいるらしく、『同情したくなる』と言った矢先に邪じや悪あくな笑みを浮かべる古池に、雪子はとりあえず愛あい想そ笑いをしておく。因いん縁ねんの相手とは聞いていたが、学校間だけでなく生徒間にもそれはあるらしい。

　ひょっとしたら物凄すごく個人的な問題に巻き込まれたのではないかという懸け念ねんが雪ゆき子この頭を過よぎった時、

「……まあでも、同情したくなる相手はいくらでもいるしね」

　何故なぜか寂しそうな、それでいて憐あわれみを感じさせる声で、古ふる池いけは言った。

「例えば。白しろ銀がねの動きを見たうちの部員の一部は、自分の限界って奴やつを思い知らされてやる気が無くなったかもしれない」

「…………え？」

　思いも寄らぬ言葉に、雪子は硬直してしまう。

　どうしてそんな、自分を引き合いにしての話になったのかよく分からないままに、古池は続けた。

「白銀がその気になれば、ちょっと練習すれば、どんな競技でも頂点に立てるだろうね。それ程までに、あなたの能力は、才能はずば抜けている。天才なんて言葉じゃ済まされない程の規格外だわ」

「あたしは……そんな、」

「自覚、あるっしょ？　こと運動に関して、あなたの右に出る者は男女関わりなく殆ほとんどいないはずだから。例外は……あの井い沢ざわ玲れいくらい？　そう考えるとうちの学校って凄いわ。次のオリンピックに競技の垣かき根ね無く出たら金メダルを指の数くらい余よ裕ゆうで取れそうな人間が二人もいるなんて、尋じん常じようじゃない」

　それは静かながらも否定を許さない口調で、反論しても無む駄だと思わせるだけの力を持った声でもあった。

　そして……事実雪子は、彼女の言葉を否定しようにも否定しきれない自分がいることに気づいてしまい、何も言えなくなっている。

　古池杏あん奈なは視線を体育館に移し、戸と惑まどう雪子の方を見ることなく、ぽつりと言った。

「どう足あ搔がいても並び立つことが不可能な才能を見せつけられて──それでも楽しく青春を過ごせる人間と環境は、そう多くない」

「…………でも、あたしは……」

「ん、白銀は悪くないよ。でもね、これは事実。助すけっ人とでいくつかの部に混じって分かっているとは思うけど、あなたの才能は二年や三年の努力を……いんや、十年二十年の積み重ねを、あっさりと跳とび越えてしまうレベルにある。しかも、本気にならなくても」

　ただでさえ胸にちくちくと刺さる古池の話だったが、最後の言葉は特に強烈に突き刺さった。

　確かに、本気を出す場面なんて殆ど訪れることはない。古池が『うちで一番大きな子でも出来ない』と言っていたダンクシュートも、七分の力で行った。全力で跳べばボードに体をぶつけたりリングに入れづらかったりと弊へい害がいがあるのでしないのだが、セーブしても他ほかの人には真似まね出来ないことを容易にやれてしまうという点と、何よりも授業の一環でしかバスケットをしたことがない自分が、本気で取り組む人間が望んでも出来ないことを簡単にやれてしまうという事実が、嫌いやな軋きしみを胸に与えている。

　それを知ってか知らずか、女子バスケ部を担になう二年生部長は雪ゆき子この肩かたをポンと叩たたき、

「ま、そこまで深く考えないで。助すけっ人とを頼んだのはこっちだし、白しろ銀がねのような人間に憧れたり励まされたりするのも少なからずいるんだしさ」

「……そうかも知れないですけど……」

「わたしが今、このタイミングでこんなこと言ったのは、明日あしたの前にプレッシャーをかける為だから。かなり調子悪いくらいで丁ちよう度ど良いいわ。じゃないと試合にならないし」

「…………はあ」

　確かに古ふる池いけが浮かべている笑みは意地の悪い、してやったりと言わんばかりのものだ。これで彼女の目もく論ろ見み通り、雪子が精神面に重りを感じたまま不調で臨めば、圧勝にはならないかもしれない。

　だがそれだけではないはずだ。助っ人の不要を他ほかの部員に見せつける為でもあり、同時に雪子が良かれと思ってしていることへの厳しい意見でもある。

「──さて、そろそろ戻ろうかね」

　促うながされ、雪子は残っていたドリンクを飲み干し、空き缶かんをゴミ箱に捨てて、古池の後に続く。

　彼女の、自分とそう違わない広さの背中を見ながら、雪子は口の中で「やられたな……」と呟つぶやいた。

　他の人から自分がどう映るか──考えようにも『他の人』はたくさんいて、それぞれがそれぞれの感想を抱いているのだろう……、と雪子は漠ばく然ぜんと思い、そこで考えるのを止やめていた。

　しかし今、古池杏あん奈なという上級生から告げられた『他の人の想い』は考えざるを得ない重みがあり、寝て起きたら綺き麗れいさっぱり消えてしまうような軽く薄い存在ではなく雪子の中に植え付けられた。

　これなら確かに彼女の思おも惑わく通り、明日あしたの試合にも響くだろう。雑念は残り、プレイは荒くなるだろう。

　そこまで計算して、憎まれ役になるのも厭いとわず、それでいて相手のことを考えたアドバイスをする──そんなことをやってのけるバスケ部部長の方が自分よりもよっぽど優れた人物だと思うが、雪子はそれを口にしなかった。

　少なからず気落ちしたし傷つきもしたので、せめてもの仕返しとして。
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　本日最後のイベントである告白の返事はバスケ部の練習のあった体育館とは別の、第二体育館の裏にて、頭を下げ拒否の言葉を告げたことで終了した。

　告白してきた、焦こげ茶色に染めた髪かみをリーゼントにまとめた少し不良っぽい上級生は、断られたことに対して何か言いたげに口をもごもごさせていたが、結局その言葉は出されず……寂しそうに感謝と詫わびと別れを口にして、雪子の前から去って行った。

　北きた岡おかという名前の三年生は口下手べたのようではあったが、それでも真剣に想いを伝えてきてくれた。それだけに断るのにも躊躇ためらいはあったが、どうしても誰かと付き合うという選択肢しを選ぶことに抵抗がある雪子が告げる言葉は変わらなかった。

　しばらくの間体育館裏で取り残されたように一人佇たたずんでいた雪子は、すっかり暗くなり冷たさを増した空気に押し出されるようにその場を離れ、のろのろと歩き始めた。

　今日は散さん々ざんな一日だった気がした。今にして思えば朝一番の起床から既すでにそれは始まっていたのだ。

　普段より三十分近く寝坊をし朝っぱらからダッシュする羽は目めになり、授業は難しくて理解が及ばず、昼食を摂とろうとすればなかなか場所は見つからず、楽しい食事の最中にファンクラブなどという奇き天て烈れつな存在が自分の背後にいたと知り、バスケット部の手助けをするはずがそこの部長に鋭い切っ先を突きつけられ──終しまいには告白されてそれを断るという、多大な負ふ荷かを精神に与える苦難まであった。

　勿もち論ろん、寝坊したのは自分が悪い。授業が難しいのは、その前段階をちゃんと理解しておらず予習もしていなかったからで、食事の場所が見つからないのは仕方のないことだ。

　そしてファンクラブに古ふる池いけ部長に告白の連れん鎖さは……どれも、悪意はないのだ。

　自分以外の誰が悪いわけでもない、というのは当たることの出来る相手がいる場合よりもストレスの向けどころに困る分だけ厄やつ介かいだ。物に当たり散らすことで多少の軽減は出来るかもしれないが、雪子が本気で殴なぐったり蹴けったりすればコンクリートの壁にだって穴が開くし、鉄柱だって折れ曲がる。そうなると器物破損で訴えられるか弁べん償しようする羽目になるので、却きやつ下か。バレなければいいかというと、殴った手や足は痛くなってしまうのでやっぱり却下。

　一番安価で手っ取り早い解消手段が選べず、覇は気きなく歩き続けていると……校門の傍そばに見慣れた人物を見つけた。

　今日は図書委員の当番だったはずの美み樹きが、灯あかりのついた門の横でびくびくしながら立っていた。役目を終えてそのまま帰らず、寒さと暗がりの怖さに震えながらも、自分のことを待っていてくれた──

　単純と言われるかもしれないが、そう思うだけで心は軽く、温かになっていく。

「…………っし！」

　頰ほおが笑みに緩ゆるむのを感じながら、雪子は早足で親元からはぐれた子こ鹿じかのような怯おびえっぷりを見せている親友の元へと早足で向かう。

　恐怖で周囲の気配に敏感になっていたらしく、美樹はすぐに雪子の存在に気づいて、あからさまにほっとしたような柔やわらかい顔つきになった。

　街灯に照らされている美み樹きのすぐ傍そばまで行くと、雪ゆき子こも何だかほっとして、それが少し照れ臭くさくもある。

　頼られるのには慣れているが、誰かに寄りかかることには慣れていない──

「っ…………？」

　何故なぜだか、胸の奥が痛むような、何かが抜け落ちるような感覚が走り、雪子は足を止めてしまった。

　原因も要因も分からず首を傾げていると、

「ゆっこちゃん、どうかしたの？」

　友人の行動に不審を覚えたのか、美樹はただでさえ気の弱そうな顔を心配そうに顰しかめて声を掛けてきた。

　その一言で、雪子は原因不明の感覚を何かの気のせいだと切り捨てることが出来、取り繕つくろうのではなく素直に微笑を浮かべ、首を横に振った。

「ん、なんでもない。それより、待っていてくれてありがと」

「ううん、大したことじゃないから。……ちょっと怖かったけど」

　まだ僅わずかに堅かたい空気を和なごませるように、やや恥ずかしい本音を言う美樹の背をポンと優しく叩たたき、二人で暗く沈んだ夜道を歩き始める。

　だが、アパートに一人住まいの雪子と寮りように住む美樹では、五分もすれば違う道を行くことになる。そして一人になればアパートに隣人はおらず親しい者も無く、携帯電話以外に友達との接触手段はなくなり、孤独を味わうことになる。

　普段ならばそれ程気にせず、電話やメールを少しすれば一人でいる寂しさも感じない。しかし今日は、今ばかりは誰もいない部屋に帰ることが無む性しように切なかった。

「あーあ……やっぱりあたしも寮に住めば良かったな」

　雪子が大きなため息を吐ついてそうぼやくと、美樹は苦笑混じりに、

「確か、うっかりして応募するのを忘れちゃったんだよね？」

「そう……親子揃そろって忘れて……でもあの時に慌あわてて申し込みをすれば、きっと入寮させてくれていたのよ。どうせだからアパート借りて一人暮らしを、なんて考えたのが大間違いだったんだわ」

　しかも借りたアパートは一年毎ごとの契約なので、肌に合わないからといってすぐさま寮生活に切り替えることも出来なかった。

　元はといえば自分が悪い。普通なら有り得ないミスをして、それを『発想の転換よ！』と良いいように受け入れようとして、結果がスーパーの惣そう菜ざいやらコンビニ弁当で侘わびしい夕食をとる日々だ。きちんと家事をこなしていればまだ救いがあるが、ポジティヴシンキングだけで上手うまく転がる程世の中は甘くなかった。

　後悔先に立たずとはよく言ったものだと思いながら、雪子はしみじみと呟つぶやく。

「はー……やっぱり一年の間は我が慢まんするとして、二年の春からは寮りように移ろうかな。いい加減、栄養バランスの為に野菜ジュース飲むのにも飽きたし」

「わあ、本当に!?　ゆっこちゃんと一緒に寮生活出来るかもしれないの？」

　嬉うれしそうにそう言った美み樹きの表情は暗い夜道でもそうとハッキリ分かる程に喜色で満ちていて、それを見た雪ゆき子こは殆ほとんど思いつきで言ってみただけの新生活を本気で検討し始めた。

　やはり環境は大事だ。傍そばに気の置けない友人がいる生活はそれだけで魅力的で、しかも寮での集団生活など今以外に行う機会はもうないかもしれない。一人暮らしよりもずっと希少価値がある気もする。

「……ん、いいかもね。どうせなら久く世ぜさんも寮に入れば面白いな」

「うん。でも、律りつ乃のさんはお父さんと二人で暮らしているからちょっと難しいかも」

「あー、それはキツいわね。久世さん、何となく情が厚そうな感じがするし」

　小柄で童顔でしかし上級生と精一杯のアピールをするかのように取り澄している律乃だが、言葉の端はし々ばしや表情からは相手を気遣づかう意識も同時に感じられる。そんな彼女が父親を放り一人にしてまで寮生活をするとは、雪子には思えなかった。

　夢色プランは提案直後に速攻で潰つぶれたが、気落ちする程でもない。むしろ具体性が増して、来年の春に寮に住まうことが現実になるかもと身近に感じた。

　冬休みに帰省するので両親に話をしてみるのもいいかもしれないと考えていると、美樹は静かな夜道だからこそ聞き取れるくらいの小さな声で「あっ」と呟つぶやき、晴れやかな笑顔を雪子へと向けた。

「そういえばね、律乃さんで思い出したんだけどね。律乃さんの友達が、クリスマスイヴの日にパーティーをやるらしいの。それにわたしとゆっこちゃんも来ないかって」

「クリスマスパーティーかぁ……誰からも誘われなかったから、そういうの無いのかと思ってたわ」

「……それは、ほら……皆、彼氏いるし……」

　言いにくそうに話す美樹の言葉に、雪子は納得して、ついでに肩かたを落とした。美樹と共通の友人は何人かいるし、そうでない友人もたくさんいる。しかし思い返せば、確かにここ数日は色めき立って、何やら桃もも色な雰囲気を醸かもし出していた。

　ついさっき告白されて、しかも断って、それで言っていい言葉ではないかもしれない。かもしれない、が──

「……独り身は寂しいものねー……」

　こういう時は、どうしても疎そ外がい感かんを味わってしまう。かといって本当に、イベントだけの一時凌しのぎで彼氏が欲しいかと問われれば、頷うなずきはしないのだが。

　なんて贅ぜい沢たくな、と我わが儘ままな自分に苦笑してから、雪子はぐっと背筋を伸ばした。

「──うん。折せつ角かくだし、久世さんのお誘いに甘えて参加させてもらおうかな」

「良かったぁ。それじゃ、わたしから律りつ乃のさんに伝えておくね」

「ん、お願いするわ」

「楽しいクリスマスイヴになりそうね」

　興奮を隠しきれないように微かすかに弾はずむ美み樹きの声に、雪ゆき子こは微笑ほほえみながら頷うなずいた。
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「ふー……って、仕事帰りの疲れたＯＬみたいねー……」

　家に帰り着くとつい出てしまう深い吐と息いきに、雪子は自分で突っ込みを入れつつ、靴くつを脱いで中へと上がる。一人暮らしを始めてから明らかに独り言は多くなり、ぼーっとする時間も増えてしまっていた。

　このままだとすぐに老け込んでしまいそうだと懸け念ねんしてどうにか止やめようと思っているのだが、これがなかなか思うようにいかない。テレビか音楽でもつけていれば別なのだから一人きりの空間に静寂が満ちるのを無意識に嫌きらっているんだろうと分析するが、それが出来たからといって根本的解決にはならなかった。

　とりあえず上着を脱ぐ前にエアコンのスイッチを入れ、テーブルに帰りに買ってきた夕飯のメンチカツと餃子ぎようざを置く。洗った後放置していたカップに紅茶のティーバッグを放り込んで電気ポットからお湯を注ぎ、良いい具合に染み出るまでの間にコートを脱いでハンガーに掛けて吊つるして、また息を吐はいた。

　ルーチンワークに近い、いつもの作業。慣れてしまえばいちいち考えずともこれくらい出来るのだが、その分作業としての色が濃くなり、潤うるおいはなくなる。

　一人暮らしとは夢見る間が一番幸せで充実していると肌で知ってしまった雪子は、頃合いになった紅茶のカップを手にし、ティーバッグを捨ててスティックの砂糖を入れスプーンで軽く搔かき混ぜる。気分的にはミルクティーにしたいところだったが、冷蔵庫を開けてみれば、牛乳が切れていた。ミルクのポーションも無い。

　というか、食材や調味料が殆ほとんど無かった。

「…………あたしによく一人暮らしが務まってるわね……いやホントに」

　心からそう言って冷蔵庫を閉じ、諦あきらめて紅茶に口を付ける。渋しぶみがあったが、それ以上に温かさが身に染みた。

「はー…………疲れたぁ」

　今日も色々とあった。楽しいことも、辛つらいことも、物憂げになるようなことも。

　まだ七時過ぎだが、気分的には早く寝たい。もしくはゆっくりと風ふ呂ろに入りたい。アパートの浴室は狭く足が伸ばせないので、出来れば温泉がいい。銭せん湯とうでもいい。

　自分の願望を仕事に喘あえぐサラリーマンのようだと苦笑しつつ、雪子はエアコンの暖かい風を受けながらベッドに座り、そのまま倒れるように横になった。

　自分以外に誰もいない部屋は、大して広くもないのに閑かん散さんとした感覚で満ちているように思えた。テレビをつければそれは紛まぎれるが、今は他人の声を聞きたくない気分なので静寂のままでやり過ごすしかない。

　しばらくの間、雪ゆき子こは何も考えることなく、時間の流れに身を委ゆだねてぷかぷかと浮かぶようにしてぼぅっと寝転がっていた。

　だがそのうちに胃が空腹を訴え自己主張を始めたので、のそりと体を起こす。寂しくても気が晴れなくとも、運動して普段以上にカロリーを消費した体はエネルギー補給を求めていた。朝食をまともに食べることが出来なかったのも要因だろう。あと、年頃の女の子だということを加味しても、雪子が大食らいに属することも。

「よっ……と」

　炊すい飯はん器きにご飯はんが残っているだろうかと心配しながら雪子はベッドから降り、あまり使っていない台所へと行こうとし、

　──その時、ちらりと視界に入ったタンスの横に、デパートの紙袋を見つけた。

「……そういえば」

　朝、家を出る直前に発見したその紙袋に注意がいく。

　ここ最近、デパートで服以外を買った記き憶おくはなく、服を買えばすぐに開封してタンスかクローゼットに仕し舞まう。そして当然のように紙袋は乱雑に畳たたんで、捨てる。

　だからデパートの紙袋があるということは珍しく、おまけに膨ふくらんでいるその形を見れば、何かが入っているのは明確だ。

「…………何か衝しよう動どう買いしたか、貰もらったかしたっけ……？」

　正体の摑つかめないそれを不思議に思いながら、雪子は紙袋を手に取った。重くはない。洗剤よりは軽いくらいだろう。どうやら四角張っていて、サイズは辞書よりやや大きいといったところか。

　何だろうと思い紙袋を開けて中身を取り出そうとしてみれば、手にはやや堅かたい、ボール紙の感触が伝わってきた。

　その時点で、何となく正体は分かった。箱形のボール紙に入った、辞書よりもやや大きく、しかし辞書よりはずっと軽い物品。

　紙袋から出したダンボールの箱には、やはりというか、とあるメーカーのロゴが印字されていた。

「やっぱり靴くつね。でも……？」

　正体は判明したが、雪子は首を捻ひねらざるを得ない。

　靴を買ってその存在を忘れるとは、服を仕舞い忘れる以上に有り得ない。雪子の場合、靴は履はき潰つぶして次を買うというパターンで、余所よそ行きの靴はお洒落しやれなミュールくらいで、それだけで満足していたはずだ。

　不思議というより最も早はや不審に思いながら、ダンボール箱を開けて中を確認する。

　入っていたのは、紺こん色のウォーキングシューズだった。しっかりとした造りで、触さわってみると内部は柔やわらかく、履はき心地はかなり良さそうだった。

　雪ゆき子こは試しに右足だけ靴くつ紐ひもを通さないままで履き、室内を歩いてみようと──

「…………あれ？」

　違和感に、声を上げる。

　まだ紐を通していないので当たり前ではあるのだが、妙みようにスカスカする。落ち着かないというか、物足りないような感触。

　まさか、と思いつつベッドに腰こし掛け、脱いだ靴の裏側や内部を調べ……すぐに目当ての数字は見つかった。

「やっぱり……少しだけど、大きい」

　自分が知っている数字よりワンサイズ大きい表記に、雪子はますます分からなくなった。

　靴を買って、そのサイズが合わないなど今までにあった試しがない。それも当然。試し履きをせずに買ったことなどないからだ。

　それにどちらかというと紺のウォーキングシューズは男向けっぽく、雪子が普段着ている服とも合わない。

　誰かへのプレゼント、という発想をしてみたが、父親の足のサイズだとこれは小さい。しかし男物の靴を上げるような相手は他ほかに思いつかず、しかも購こう入にゆうした記き憶おくがないのだ。

「ちょっとしたミステリーね……ミキやアキが喜びそう」

　あの二人なら楽しく推理して充実した時を過ごせそうだが、生あい憎にくと雪子は頭脳派ではないので、それ以上思考を巡めぐらせる気にはなれなかった。

　とりあえず靴は箱に仕し舞まい、紙袋に入れて元の位置に戻した。

　なんで、どうしてあの靴がここにあるのか、それはまるで分からない。

　しかし正直な体は『そんなことより早く飯めしを食わせろ』と要求しているので、雪子は本能に従うことにした。

　手を洗い、電子レンジで惣そう菜ざいを温め、インスタントのみそ汁を作り、茶ちや碗わんにご飯はんを盛って。

　空っぽに近かった胃が満足するまで食事をし、何となくつけたテレビで始まったドラマを見ているうちに眠ねむくなり……歯を磨いてから風ふ呂ろに入り、ドライヤーをかけて、目覚まし時計をセットして。

　ベッドに入った雪子は、毛布が温くなった頃には、すっかり眠りに落ちていた。







　靴のことを思い出すことはなく。

　──代わりに、夢を見た。













閑話Ⅴ








『四月三日




　今日は明日あしたの引っ越しの準備で一日が終わった。

　明日からは風かざ見み野の市のアパートで寝起きする生活が始まる。新しい生活が。

　どれ程の刺激となるかは分からない。けれど、期待はしていいと思う。

　少なくとも雪ゆきちゃんにとっては、全く新しい環境が新鮮で、大勢の見知らぬ人達との接触が大きな刺激となるはずだ。そのお零こぼれに預かることが出来れば、僕には充分な効果がある。

　そして、風見野高校の三千人を越える生徒の中には、まず間違いなくリールゥが紛まぎれている。教職員という可能性は捨てきれないけど、僕らと同じ目線に立ちたがるだろうから、恐らくは新入生の中にいる。その可能性が一番高い。

　リールゥを見つけるだけじゃ根本的な解決にはならない。いくつかの条件が揃そろって、初めて契約を無事に終わらせることが出来る。

　しかし、条件が揃うのは本当に難しい。奇跡的と言ってもいい。

　それに僕はまだ天使や悪魔のことをよく知らない。いくつかの重要な情報が足りない気がするから、簡単には行動に移れない。

　最低でも二つの条件が揃って、リールゥを捕つかまえて、そして契約を満了させることが叶かなうとして──それまでにどれだけの時間がかかるだろう？

　残された時間はそう多くはないはずだ。長くて三年だろうけど、正常に思考し動けるのはあと一年がいいところかもしれない。その後は、もうどうすることも出来ずに、ただ錆さび付いて行くだけだ。




　召しよう喚かんが出来るのも、恐らくはあと一回か二回。いざという時は躊躇ためらわずに行使するつもりだけど、優先事項を間違えるのだけは避けたい。

　僕がリールゥを召喚した時に願った想いを、忘れてはいけない。

　望むのは、雪ちゃんが幸せに、笑っていられる為の世界。

　例えそこに、僕の存在がないとしても。




　明日に備えて、今日はここまでにする。

　明日からは、最後の足あ搔がきを始めよう』















六章　細波揺れる







　十二月二十三日、火曜日。

　祝日の朝、珍しいことに目覚まし時計が鳴る前に目を覚ました雪ゆき子こは、自分の身に起こっている異常に気がつき、驚きよう愕がくした。

「……ぇ…………うそ、なんで……泣いて……？」

　目からぽろぽろと流れ落ちる涙の感触に、寝起きでただでさえ動かない頭がパニック寸前になる。

　狼狽うろたえながら、雪子は事態を確かめようと懸けん命めいに考えた。

　起きた理由は恐らく涙の冷たさと、泣くという睡眠時に不要な行為のせいだろう。

　そして、肝かん心じんの涙の理由は……………………分からない。

　ぼぅっとする頭で、横を向いて寝た姿勢のまま思考するが、その間も涙は止まらない。それだけでなく横おう隔かく膜まくが軽く痙けい攣れんして、普段は無意識で行っている呼吸が乱れ、喘あえぐように吐と息いきが漏もれ出てしまう。

　目を始めとして顔は熱くなっているのに、胸は凍こおり付いているかのように寒い。だが震える手をパジャマの上から胸元に置くと、体温は下がっていないと掌てのひらから伝わってくる。



「うっ……く、ふ…………っ、ぁ…………ぅ、あ……」

　何が何だか分からないままどうにか呼吸を正し制せい御ぎよしようと努め、雪ゆき子こはしばらく苦闘した。

　ようやく涙が止まり、呼吸も正常に戻り落ち着いたのは、起きてから優に五分は過ぎた後。その頃には枕まくらはすっかり濡ぬれていて、荒れた呼吸の影響で鼓こ動どうもドクドクと早鐘を打っていた。

「……何が、どうなってんの……？」

　何度も深呼吸をしてまだ若じやつ干かん酸素不足の感がある脳を助けながら、雪子は自分の身に起きた発作のような異常に思考を走らせる。

　今まで大きな病気やアレルギー、喘ぜん息そくなどの兆ちよう候こうはまるで無く、健康優良児として育ってきたというのに、ほんの一夜で内臓に故障を抱えたとは思えなかった。食生活だって、確かに出来合いのものばかり食べているが、栄養にはそれなりに気を遣つかっている。無理なダイエットをしているわけでもない。

　涙や呼吸器の異常から察するに……原因は肉体的なものではなく精神的なものかもしれないと、雪子は漠ばく然ぜんと思った。

　しかし精神面に影響を及ぼす問題も、あまり身に覚えはない。今日の試合が負担になっていたとか、告白されてそれを断ったことに罪悪感を覚えたことが思いの外深い傷になっていたとか、そういうことも有り得るといえば有り得るのだろうが……寝る前までは何の不調も感じていなかったのに、いきなり表に出るとは考えにくい。

　何かスイッチになるような切っ掛けがあったかを考えようにも、寝ていただけで、他ほかに何もしていない状態では──

「……………………そういえば」

　一つ、思い当たる節ふしがある。

　というか、それ以外には何の要因もないはずだ。

　──夢を見ていた気がする。

　何なのかはもう断片的にしか覚えていないような、明めい晰せき夢むではない、静かな夢。

　確か……夢の中で雪子は、いくつかの場所にいた気がする。

　十年以上暮らしていた実家の、近所の公園。

　通っていた小学校の教室。

　どこかの遊園地。

　蒼あおに支配された空。

　よく知る場所も見知らぬ風景も混ざった、よく分からない夢だった気がする。

　──そう、よく分からない夢だった。

　涙の理由は、直前まで見ていた夢が原因だろう。

　起きていきなり泣いていたという事態に動揺してしまったが、そうとしか考えられない。

　知った場所でも知らない場所でも、そこに自分はいた。そして場所によっては他ほかの人もいて、遊園地には多くの人やマスコットキャラがいたと覚えている。

　しかし……どこの場面でも、雪ゆき子こは一人きりだったような気もする。

　自分の周りにだけは、人がいない。遠くで話している楽しげな人々の声も届かない。誰もこちらを見ようとしない。

　周囲に誰もおらず何の異変もなく、音が抜け落ちたような静寂だけがそこにはあって……

　ちくりとまた胸が痛み、雪子は顔をしかめた。

　寝起きの気分は最悪で、テンションも最低だ。

　重くだるい体を捩よじって俯うつぶせになり、ベッドに備え付けられた小さな棚の上に置いてある目覚まし時計の針を見る。

　只ただ今いまの時刻──午前五時四十一分。

　ちなみに、目覚ましが鳴るようにセットしておいたのは、午前八時。集合時間は九時で、集合場所で試合会場でもある風かざ見み野の市立スポーツ会館はアパートから徒歩二十分足らずという距離にある。

　即ち、時間は余りまくっていた。

「……どーしよ…………二度寝なんて出来そうもないし……」

　滅めつ多たにしない早起きだが、清すが々すがしい気分には程遠かった。

　いつもならたっぷりと味わいたい布団に包まれたオアシスも、今は枯かれ果て砂すな埃ぼこりが舞う悲ひ惨さんな地と変わり果ててしまったかのように、少しも居心地良く感じられない。

　もぞもぞとベッドの上で身を起こしながら、雪子はそっと瞼まぶたの上から右の目に指先を触ふれさせた。

　きっと充血しているそこは、少し熱いような気がした。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　私立風見野高校対私立竜りん胆どう学園の男女バスケットボール部対抗戦は、一勝一敗の引き分けで幕を閉じた。女子部は七十二対四十六という大差で勝ち、雪子は五十得点近い大活躍で、見事に助すけっ人ととしての役目を果たせた。

　僅きん差さで敗れた男子部は悲嘆に忙しく、大勝した女子部は歓喜するのに大忙しで、これから反省会と祝勝会に出向くとのこと。

　それを知りながら雪子は体調不良を理由に同行を断り、心配の声をやんわりと受け流して、一人スポーツ会館に残っていた。

　純正部員でないことが幸いしたと思う。そうでなければ、「慣れないことをして少し疲れたから、ちょっと休んでから家に帰るのであたしのことは気にせずに」などと言えない。不調の原因を見抜かれたかもしれない。

　たっぷり時間をかけて着替えを済ませ、別れ際に部長から振る舞われた缶かんジュースをちびちびと飲み、試合の熱も、それに影響されたかもしれない応援してくれた観客も退しりぞいた頃合いを見計らって、更衣室を出た。

　タオルやら替えのシャツやらを詰めたドラムバッグを右肩かたに引っかけ、祝日を利用して運動をしに来た市民達に逆行するようにロビーを通過して玄げん関かん口に、

「あら、やっと出てきましたね」

　──通り過ぎるだけのはずのロビーから聞こえてきた声に、雪ゆき子こは足を止めて振り向いた。名前を呼ばれた訳ではないが、それは自分に対するものだという確信があった。

　暖房が効いた空気でも、お年寄りや子供の話し声があっても、何ら問題なく聞き取ることの出来る独特な透明感。そんな声の持ち主は、雪子の知る人物では一人しかいない。

　見れば思った通り、ロビーに置かれたソファーから立ち上がる西さい苑えんまどかの姿があった。臙えん脂じ色のセーターに黒いロングのタイトスカートを穿はいている大人おとなびた最上級生は、同性でも虜とりこにされそうな微笑を浮かべ、こちらへと近付いてくる。

「まどかさん、応援に来てくれてたんですか？」

「ええ、勿もち論ろん。部活も無くなって暇ひまな身ですし、可愛かわいい雪子ちゃんの活躍が見られるのですから。当然ですよ」

　何が当然なのかはよく分からないが、応援しに来てくれたこと自体はありがたい。

　演劇部に誘われたことが切っ掛けで知り合ったまどかだが、誘いを断り演劇部に入らなかった今でも親しくしてくれて、少し変なところもあるが基本的には尊敬出来る先せん輩ぱいだった。

　偶然会って喫茶店に入ったことはあっても約束をしてどこかに出かけたりしたことはないので、わざわざ自分の出る試合を観みに来てくれたというのは、純粋に嬉うれしかった。雪子もまどかの出る舞台を観に行ったことがあるのでおあいこなのかもしれないが、こうして自分が出て来るまで待ってくれていたなんて──

「……もしかして、あたしに何か用事でも？」

　流石さすがに何の理由もなく出待ちをするとは思えずに訊きくと、まどかはにこりと優しく微笑ほほえみ、

「ええ、少し気になったものですから」

「何がです？」

「試合中、雪子ちゃんの調子が悪かったので。体調はそう悪くなさそうですから、精神的な理由ですか？」

「え……?!」

　思わぬ指摘に、ぎくりと胸に動揺が走る。

　観客席からでもコート上の選手のプレイや顔は見えただろうが、雪子は助すけっ人ととはいえあくまでもバスケ初心者でミスをしても仕方がないし、その上まどかは雪ゆき子こがバスケットボールをしている場面を見るのは初めてのはずだ。

　それなのにあっさりと見破られ──余計な心配をかけたくないとも思い、つい雪子は誤ご魔ま化かすように笑って手をぱたぱたと胸の前で横に振り、

「や、そんなことないですよ。慣れないことをしたんでちょっとポカが多かったですけど、それでもあれだけ得点出来たんですから。むしろよくやれたんじゃないかなー、って……」

「でも、雪子ちゃんなら……そうですね、あの倍は得点出来たはずですよ。勿もち論ろん、本調子で周囲の協力もあればの話ですけど」

「うっ……」

「バスケット部の方々と別行動を取る理由も、不調の原因にあると予測したんですけど……違いましたか？」

「…………違いません」

　下手へたな言い訳をしても通じそうもなく、雪子は渋しぶ々しぶながら認めた。ただでさえ噓うそを吐つくのは負担になるし、こちらを想って心配してくれているのに、否定を重ねても意味がないように思えたのだ。

　それに──ほんの少しだが、まどかに話を聞いてもらいたいという気持ちもある。

　美び貌ぼうの上級生はそれらを見み透すかしたように上品な笑みを浮かべ、細く優美な指でそっと雪子の肩かたに触ふれた。

「場所を変えて話をしましょう？　お昼御ご飯はんもまだですよね？」

「……はい」

「それでは行きましょうね」

　丁てい寧ねいなのにどこか有無を言わさない響きをもって言うと、まどかはすたすたと歩き始めた。

　雪子は数秒の間、呆ほうけたように遠ざかる背中を見つめていたが、まどかは振り返ることなく、前へ進んで行く。背後に何の未み練れんも残していないような歩みで、それでいて後ろにいる雪子を強烈に惹ひきつけるのだ。

　本当に敵かなわないと思いながら、雪子は大人おとなしくまどかの背を追いかけた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　やや強引に雪子を連れ出したまどかが向かった先は、駅前の商店街だった。そこで「今日はわたしの奢おごりですから、遠慮しないでね」と太っ腹なことを言い、まどかはにこりと微笑ほほえんだ。

　……が、格好が良かったのはそこまでだった。

「雪子ちゃん雪子ちゃん、あのお店なんてどうでしょう？」

「カレー、は別にいいと思いますけど……あの店は怪しすぎです。なんですか、『インド人も抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう！』ってキャッチコピーは」

「なら、あのお店はどうです？　スカイブルーの内装が素す敵てきですよ？」

「昼間から焼き肉はちょっと。あとあの内装、焼肉の煙でところどころがえらいことに……」

「それでは向こうにあるフランス料理の専門店はどうです？」

「……フランス料理屋なのに暖簾のれんがあるようなお店はキツイですって」

　目に映った店を片っ端ぱしから選んでもここまで異様な選択はしないというくらいまどかは奇き抜ばつな店ばかりを選び、結局はそれらを尽ことごとく拒否した雪ゆき子こが強引にパスタ専門店に連れ込む形になった。

　初めて入った店ではあったが、値段はそこそこで味はかなり良く、食事という意味では大成功に終わった。

　だがしかし、食事が終わってからが本題と言わんばかりに、まどかは優ゆう雅がに食後のロイヤルミルクティーを一口飲んでから「さて」と呟つぶやいた。

「お腹なかの方も満足したことですし、よければ聞かせて貰もらえますか？　相談、といえる程のことは出来ませんが、愚ぐ痴ちや悩みは話すだけでもスッキリしますよ」

「いや、そう言われても…………どうしよう」

　最後の方は口の中で小声で呟き、雪子は何をどう話すか悩んでしまう。

　食事代はまどかが奢おごってくれるという。一人暮らしで出費の多い身なのでそれはかなり嬉うれしい申し出だし、それが無くとも、こうも気遣づかってくれている先せん輩ぱいには相談してみてもいい気がする。

　だがしかし、どう話せばいいのだろう？

　ハッキリ言って、取り留めのない話だと思う。原因といえる原因は夢くらいで、その夢がどんな内容かと問われれば、それこそ表現に困るような、どこぞの超感覚派新鋭監督が作った映画のような不思議世界だったはずだ。

　そんなものを見て、何故なぜか切なく哀かなしくなって、気がついたら泣いてました──などと話すのは、かなりどうかと思う。精神を疑われるかもしれない。病院を勧められてもおかしくない。

　どうしたもんかと悩み、向かいに座るまどかの様子を窺うかがってみると……

「～～～♪」

　雪ゆき子このことなど無かったかのように、お茶を楽しんでいた。

　上品にティーカップを傾け、完全に意識から自分を外しているまどかの態度に、雪子の肩かたから力が抜ける。



　呆あきれた……のではなく、無む駄だにしていた緊張が解けたのだ。

　まどかは言葉通り『よければ』話せ、と思っているのだ。だから無理に話を促うながそうとはせず、このまま雪子が黙ったままでいるなら、お茶を済ませて何事もなかったかのように帰るのだろう。話したくないのならそれでもいいと、口には出さないだろうが、その意図を見せて。

　押しつけがましく相談させられるよりも、ずっと心地良く、それでいて口を割りたくなるやり方だと思った。事実、もう話してしまいたくなっている。

　問題は、話の核といえる夢の内容が摑つかみ所のない点なのだが……

　──まあいいか、と雪ゆき子こは思った。

　所しよ詮せんは夢の話だ。そして話す相手は専門家ではなく、ただの先せん輩ぱい。気晴らしになれば大儲もうけ、くらいの気持ちで言ってしまえばいいのだ。

　少し恥ずかしい思いをするかもしれないが、どうにも払ふつ拭しよく出来ない重苦しいこの状態が少しでもどうにかなるのなら、代価としては安いものだ。

　当たって砕くだけろの精神ではないが、どう転んでもこれ以上マイナスにはならない。ならばぶつかっていけばいい……、はずだ。

　自分への説得が完了し、雪子は落ちていた肩かたを引き戻すように背筋を伸ばした。と、こちらが話す姿勢になったと気づいたまどかも、視線を紅茶のカップから雪子の顔へと移す。

　目が合うとやはり恥ずかしい。だがいつまでも恥ずかしがっていては埒らちがあかないので、雪子は清きよ水みずの舞台をぶち壊こわすつもりで思いきって、

「あのっ、本当に支し離り滅めつ裂れつっていうか訳わかんない内容なんですけど──」

　そう前置いて、話し始めた。

　筋立てて話すのはあまり得意ではないと自覚している。だから出来るだけ丁てい寧ねいに分かりやすいようにと心掛け、少ない語ご彙いをやり繰りして、少しでもあの意味不明でおぼろげになっている夢の一場面一場面のイメージを伝えられるように尽力した。

　──ようやくで話し終えた時には、まどかの追加注文したシナモンティーも飲み干された後で、雪ゆき子この喉のどはからからになっていた。

　少し頭がくらくらするくらい一気に喋しやべり、さすがに疲れてお冷やを飲む。冷たい水に喉が潤うるおいを取り戻す気持ち良さに人心地がついて、ふぅと息を吐はいてみる。

　すると、ほんの少しだが話し出す前に比べて、胸の奥にあった重苦しい蟠わだかまりが軽くなっているような気がした。

　すっきりした、とまではいかない。しかし深い水みな底ぞこから水面近くまで浮上した程度には、胸を圧迫していたもやもやが消えている。

　これだけで充分話した意味はあった、と成果を感じる雪子に対し、まどかは大人おとなびた微笑ほほえみを崩くずさないまま頷うなずいて、小鳥の囀さえずりにも劣らない美しい声で、こう言った。

「お奨すすめの病院がありますけど、行ってみますか？」

「……………………………………」

　とてもとてもストレートな発言に、雪子は笑顔を強こわ張ばらせる以外の反応が出来なかった。言うに事欠いてそれか、と突っ込むことすら出来ない。

　かなり酷ひどいことを真っ正面から言い放ったまどかは、そんな雪子の反応に何を思ったのか笑みを引っ込めた。

「前置きしたと思いますけど、わたしはカウンセリングが出来る程に人の精神の動きや夢診断をするのが得意ではない、ただの素人しろうとです。だから、雪子ちゃんが本当に自分の体のことを心配しているというのなら、信用の置ける医者を紹介するくらいしか出来ないんですよ」

「いや……でも、これくらいで精神科医にかかることは……」

「あらあら、少し思い違いをしているみたいですね？」

　その言葉を、それはつまり『お前の想像より遙はるかに深刻な事態なんだ』と取ってしまった雪子は頰ほおを引きつらせるが、まどかはおっとりとした口調で続けた。

「例えば、そうですね。頭が痛くて熱っぽいと思った場合、病院に行くでしょう？」

「えーと……相当酷ければ、ですけど」

「雪子ちゃんはそれを風邪かぜの症状だと思っているから、すぐに病院には行かないんですね。でももしかしたら、もっと重い病気かもしれないですよね？」

「ああ……」

　何となくまどかの言いたいことが分かってきた雪子は頷うなずいて、

「判断がつかないから行け、と？」

「それもあります。もう一つ、ただの風邪の場合、無理して頑がん張ばってしまい、肺炎になってしまったり合併症を引き起こしてしまったりする人もいます。自分では大丈夫だと思っていて我が慢まんが利いても、体の方はそうでない場合もあるんですよ」

「……なるほど」

　その例えはとても分かりやすかった。過労で倒れる人がいるのも、本人は大丈夫だと思って無理を重ねているからだ。気合いでどうにか出来る範囲を超えてしまえば、限界値を超えて頑がん張ばっていた体は倒れるしかなく、最悪の場合死に繫つながる。

　自分はそこまで症状は重くない……と思っているが、どれくらいまでいけば重いといえるのかも分からない。怪け我がや普通の病気と違い、今まで罹かかったことがなく、基準もよく分からないのだから。

　精神を病む、なんて言うと、それだけでとても重く、暗い何かがまとわりついているようなイメージがあるのが良くないのだろう。先入観や世間の目を気にする余り、処置が遅れて重症になっては元も子もない。

　他ほかの人から言われたのならば、それでも忌き避ひ感が残ったに違いない。だが、大人おとなびていて包容力を感じさせる西さい苑えんまどかの言葉なら、そうかもしれないと思えるのだ。

「……じゃあ、冬休みに入って実家に戻っても続くようなら、ちょっと病院に行ってみます」

「そうですね、それがいいと思います」

　満足げに微笑ほほえむまどかの表情から、自分の意見が受け入れられて喜んでいる──と雪ゆき子こは読み取ったが、

「──では、病院に行くことを考慮するという前提で、わたしの思ったことを言いますね」

　その口振りは、話はまだ終わらないと伝えるものだった。

　一瞬、ぽかんとしてしまった雪子だったが、すぐにまどかの意図は分かった。

　どうやら専門家ではない故の、当たり障さわりのないと言える部外者としての一意見を述べたに過ぎなかったらしい。自分の考えに自信も根拠もないので、とりあえず先に一般論を言っておいたのだろう。

　そこまで気を遣つかうこともないと雪子は思うのだが、こういうのは個人の性質なので、黙って耳を傾けることにする。

「わたしには、ホームシックの一種に思えるの」

「ホームシック……？　え、でも、この時期にですか？」

　明日あしたの終業式が終わればすぐに冬休みで、長期休暇の間、雪子は帰き省せいする予定だった。それなのに今更ホームシックというのは、どうにもおかしな気がする。

　思わず疑わしげな表情になってしまう雪子に対し、まどかは困ったように笑い、

「正確にはホームシックではないと思うのだけれど……でも大筋間違ってはいないようにも思えるんです」

「はぁ……その、よく分からないんですけど。どういう辺りが？」

「雪ゆき子こちゃんが見た夢なのだけれど──居場所が無くなってしまったことによる孤独、という解釈が出来るような気がしたものですから」

「気がしたんですか」

「ええ。あくまでも直感です。インスピレーションで、ピピッと」

　電波を受信するアンテナのつもりか、ピンと立てた人差し指を側頭部に当てるまどかの顔は、やっていることの割に真ま面じ目めなものだった。少なくとも本人は真剣なつもりらしい。

　だが、いきなり直感でものを言われた方は納得出来るはずもない。

　雪子は眉まゆを顰ひそめ、『あたし、疑ってますよ』と充分にアピールした上で、真っ正面から訊たずねた。

「その直感、当たるんですか？」

「さぁ、どうなんでしょう。でも、大外れではないと思いますよ」

　そう言われ唇くちびるに指を当てて微笑ほほえまれると、雪子としてはこれ以上反論する気にはなれない。もうどうしようもないと言わんばかりだが、マイペースな先せん輩ぱいに細かいことを突っ込んで訊きいても仕方がない。

「……とりあえず、詳くわしく説明してください」

「はい。ええと、まずホームシックについての説明ですが──」

「ホームシックくらい知ってますよ？」

「あら、そうなの？　わたし、この前シックハウスと勘違いしてしまって」

「……………………」

　マイペースなだけでなく、天然でもあった。容姿だけ見れば落ち着いて大人おとなびているのに、中身がこのボケっぷりというのは酷ひどすぎる。しかし『台風祭』における一昨年おととしのミス風かざ見み野のはこの西さい苑えんまどか嬢じようなのだから、人気は間違いなく高いはずだ。

　見た目優先なのか、浅い付き合いの人間は悟さとっていないのか、はたまたそのギャップを良しとしたのか──雪子にそこまでは分からない。

　ただ、今は相談している状況なので、なるべく難なん易い度の高いボケは控えて貰もらいたかった。天然の人間に『ボケるな』と言っても詮せん無いことなので、胸中で祈るのみだ。

　相談してきた後こう輩はいが妙みような祈りをしているとは知らないだろうまどかは、雪子の持ち得ない大きな胸をテーブルの上に載のせつつ、身を乗り出した。

「ホームシックの場合、今まで当たり前に自分を満たしていたいくつもの要素が無くなって、その隙すき間まを寂しく哀かなしく思い、満たされていた頃と場所に帰りたくなるというものですが……雪子ちゃんの場合、喪そう失しつ感と孤独感が夢に表れていたと考えられますから、ホームシックと似たような症状なのだと思ったわけです」

「はぁ……」

　何やら詳くわしく説明してくれたが、雪子には半分も理解出来なかった。

　そもそも『ホームシックくらい分かるって』と思っていたが、それは『ホームシック＝自宅が恋しくなる』くらいの認識でしかなく、『満たされていた頃と場所に～』と細かい話になると、もう脳が拒絶反応を始めてしまう。後半は自分の見た夢の内容について語ってくれていたのは理解したが、それがホームシックと結びつくと言われても、正直サッパリだ。

　腕うで組ぐみをして考え込むも、既すでに思考は迷めい宮きゆうに入り込んでしまったらしく、どこに向かえば正解という名の出口があるのかさえ分からない。

　そんな雪ゆき子こを見かねてか、まどかの諭さとすような優しい声がかけられた。

「例えば、そう──旅行に行ったとします」

「……はい」

「旅先が素す晴ばらしい所で、美味おいしいものを食べて、良い思い出がたくさん出来て……それでも家に帰り着くと、ほっとしませんか？」

「あ、しますします。気が抜けるっていうか」

「それはつまりですね、見知らぬ場所へ行くことで多少なりの緊張があって、様々な驚きに心も疲れて、そんな状態で安心出来る場所に辿たどり着いたからこそ、そうなるんです」

　丁てい寧ねいなまどかの説明に、今度は雪子も頷うなずくことが出来た。まだ肝かん心じんの部分に触ふれていないが、それでも何となく出口が見えてきた気さえする。

「気を張らなくていい場所というのはつまり、自身の領域として無意識に認知している場所のことです。大抵の場合は自分の部屋がそれに当たりますね」

「えーっと……それなら、一人暮らししているあたしの部屋も、充分に落ち着くんじゃ？」

「そうですが、雪子ちゃんがこの風かざ見み野の市に来て一人暮らしを始めてから、まだ一年も経たっていないでしょう？　何年も十数年も暮らして来た家と、その家に一緒に住んでいた家族も『安心出来る場所』なんですよ」

「────あ、なるほど」

　納得がいって、雪子はポンと膝ひざの上で手を叩たたいた。

　ホームシックという言葉から、単に実家が恋しくなるという解釈しかしていなかったが、そうではないということだ。

　同じ家で何年も暮らしていれば、ドアの一つ一つ、玄関から始まる内部の造り、壁紙や家具といった様々な要素が『自分の家』として無意識に刻み込まれて、それを見ただけで安心するようになる。パブロフの犬ではないが、一種の擦すり込みだ。

　そこに家族なりペットなりが『安心』を構成する要素として加わっていて、それら全すべてをまとめて『ホーム』とする──そういうことなのだろう。

　今は一人暮らしをしていて、安アパートの一部屋が雪子の家ではあるが、如何いかんせん年期が違う。住んでいた時間だけでなく、一緒に暮らしていた家族もいない。

　家族と暮らしていた安心出来る場所ではなくて、不安と寂しさが込み上げてきた──ホームシックとはそういう事なのだと、やっとで理解した。

　だがしかし、初めに生まれた疑問はやはり残ってしまう。

「でも、どうしてこの時期にホームシックもどきの症状が出るんです？　あと二日三日の我が慢まんだっていうのに」

「さあ、それは分かりません。それにホームシックに近いという分析も、わたしの個人的な意見でしかありませんから。本当はただの鬱うつ病びようなのかもしれませんね？」

「…………いやただの鬱病って」

　ホームシックより余程性質たちが悪いと感じるのは自分だけではないはずだと、雪ゆき子こは苦笑いを浮かべる。

　まどかがどうして一般論を先に言ったのか分かった気がした。ホームシックに近いと直感したものの、時期的に不自然だと気づいていた。だから病院行きを勧めた上で、一応思いついたことを話しておいた──そういうことなのだろう。

　人によっては後半を蛇だ足そくと取る者もいるかもしれない。自身で違和を感じた意見など不要だと、合理主義者なら言うかもしれない。

　だが、親しん身みになって考えてくれたと分かる話だったので、雪子はそれを無む駄だとは思わない。

　相談前と変わらず、疑問は晴れていない。

　胸の奥にはまだ重い何かが這はうようにして蠢うごめいている気がする。

　それでも雪子は心からの感謝を笑顔に変えて、微笑ほほえむことが出来た。

「まどかさんのおかげで少し楽になりました。ありがとうございます」

「あら、そんなお礼なんて……そういえば先日、わたしの誕生日だったのだけれど、隣町にあるアンティークショップに良品のティーカップが」

「──ありがとうございました」

「陶とう磁じ器きでね、花はな柄がらが素す敵てきなんですよ。少し値段が張るのだけれど、とても綺き麗れいで」

「あ、り、が、と、う、ご、ざ、い、ま、し、たっ！」

　一文字一文字を区切るように強調して礼を言うと、まどかは残念そうに眦まなじりを下げ──しかし瞳を見れば、落ち込んでいないのは明白だった。むしろ楽しんでいるような節ふしさえある。

　どうしても敵かなわない人がいると、つくづく思い知らされて……雪子は自分が恵まれていると、心の底から思った。
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　食事代を払ってくれたまどかに改めて礼を述べてから別れ、夕ゆう飯はんの買い出しをして帰ろうとスーパーに向かった雪子は何気なく上着のポケットから携帯電話を出して、二時間近くも店にいたことを知った。

　ランチタイムで二時間も席を占領していたとなると、店側から注意なり退店願いなりがあっても良さそうな気もしたが、それが無かったので今まで時間の経過に気づかなかったのだ。

　会話の雰囲気が決して軽くなかったのが理由か、はたまた高校生離れした気品漂ただようまどかの優ゆう雅がな態度が理由か、真相は分からない。

　とりあえず心の中でお店に謝り、ついでにきのことクリームのパスタが美味おいしかったのでまた寄らせて貰もらおうと思いつつ、商店街を行く。

　料理は出来ないのでどの惣そう菜ざいを買うか、はたまた浮いた昼食代があるので祝勝も兼ねて豪ごう華かに寿す司しでも買ってしまおうかと、まだ三時のおやつにも届いていない時刻なのだが、真剣に考えてみる。

　今日の夕食から明後日あさつての朝食まで、最大でも五食。昼前の電車で実家に戻る予定なので、長期保存が効かない食物はあまり買わない方が良いだろう。ご飯はんは三合炊たけば持つだろうし、余ったらおにぎりにして電車の中で食べればいい。

　となると、やはり惣菜を買うだけでいいかもしれない。野菜を買っても消化しきれるかどうか微び妙みようなところだし、サラダを作るにしてもトマトだけとかレタスだけだと味気ないし、キュウリはざっくりとしか切れないし、そもそも野菜より肉の方が好きだし、そういえば明日あしたの夜はクリスマスパーティーがあったから夕飯は要いらないような──

　熟練の主婦には程遠い、しかし雪子なりに、ベターな選択をするべく思考する。

　──そんな時、意外な声が飛んできた。

「お、白しろ銀がねじゃねぇか」

　横手から聞こえて来た声に、反射的に警戒心を高めた上でそちらを向く。相手が誰だか見なくとも分かったが、そこにいたのはやはり知った顔の男だった。

　街中でも目立つ灰色の髪かみ。胸元で銀色に光るチョーカー。首回りにファーが付いていて暖かそうな黒のダウンジャケットにモスグレーのデニムパンツを穿はき、編み上げのブーツで足下を固めた、モデルと紹介されたら誰もが信じてしまいそうな長い手足の均整の取れた体に、日本人離れした端たん整せいな容姿。

　風かざ見み野の高校一年生にして、雪ゆき子こと双そう璧へきを成すと言われている男──井い沢ざわ玲れい。

　素材の面では雪子も認めざるを得ない二枚目なのだが、目つきと口元に浮かぶ笑みがなんとも軽薄で、プラス要素を完全に打ち消している。しかし人によっては『それがいい』と言うので、要は雪子の好みに合っていないだけのことだろう。

　ともあれ、風見野でナンバーワンの人気を誇るとも言われる男は、商店街のメインストリートに置かれたベンチに座り、冬の寒空の下だというのにアイスクリームを食べていた。しかもチョコやミントやストロベリーが色鮮やかな五段重ねだ。

　夏場なら羨うらやましくなるところだが、季節が季節なので驚きが先行する。次いで『寒空の下でこいつはバカなのか？』という感想が浮かんだ。

　見ているだけで寒々しくなる光景に背筋を震わせた雪ゆき子こは、ツチノコもどきを見るような信じられない目つきで眺める。

　アイスにも負けない冷ややかな視線もまるで気にならないのか、玲れいは『よっこらせ』と言わんばかりの緩かん慢まんな動作で立ち上がった。

「珍しいな、休みの日に出くわすなんてよ。つーかそのスポーツバッグは……あぁそうか、バスケ部の助すけっ人とやるとか誰か言ってたっけか」

「頼まれて、ね。それより井い沢ざわ君の方こそ珍しい……女連れじゃないなんて」

　雪子の知る限り、特定の誰かと付き合っている訳ではない玲の傍かたわらには常に異性がいて、それも複数の場合も少なくない。聞けば校内だけでなく、近隣の町にまでその噂うわさは広まっているという。

　そんな井沢玲がクリスマス間近の休日に一人でいるというのは、少し意外だった。

　が、しかし、

「女、なぁ。さっきまでいたんだけどな」

「へぇ……逃げられるなんて珍しいわね」

「いんや、逃げたのはオレ。駅前歩いていたら一緒にいた女が友達とバッタリ遭あってよ。急に気まずい空気になったと思ったら、出くわした女の方がエキサイトしてな」

「な、何で……？」

「二人の口論によると、親友同士気が合うようで、揃そろってオレのことが好きだったんだと。なのに抜け駆がけしたのが許せなかったそうな」

　そう言って、玲は鼻で笑う。

「ま、そんな感じでうざったくなったんでな。激しい口論している二人を放ってきたわけよ」

「……で、こんな所でアイス食べてるってわけ？　冬なのに？」

「アイスは冬に食ってこそだろうがよ。夏場は確かに涼を求めたくなってアイスを食いたくなるが、気温が高いからすぐに溶けちまう。この五段だって、夏場にやったら全部食う前に溶けたアイスで手がべとべとになっちまうぜ」

　一番上に載のったオレンジ色のアイスに小さく齧かじり付く玲の手は、確かに自分を保てず哀れな姿となったアイスの被害を受けていない。三十度を超える夏の気温と最低気温一桁けたの冬場では溶けるスピードが段違いなのは間違いない。

　だが……

「その、手袋つけたまま食べてるのは、直接持ったらコーンを通して熱が伝わるから？」

「おうよ、その通り」

「でも革かわ製の手袋で持ったコーンを食べるのって、ちょっと抵抗が……」

「あー。でもコーンは食わねぇで捨てるし」

「うっわ、通つうぶってる癖くせにとんでもない暴挙に出るわねあんた」

　人によってはアイス本体よりもアイスの付いたコーンに真価を見出していることもあるというのに……と、雪ゆき子こは信じられない未知なるモノを見るような目で、三人掛けのベンチの前で五段アイスを堪たん能のうする玲れいを眺めた。

　──それにしても。こうしてじっくり向かい合うのは初めての気がするが……改めて思うのは、井い沢ざわ玲が無む駄だに目立つ男だということ。

　長身という程に背が高いわけでもないのに、足が長く細いことが、冬用の厚めの生き地じのパンツを穿はいているのに分かる。銀色にも似た灰色の髪かみも市販の染せん髪ぱつ剤ざいを使ったとは思えないくらい綺き麗れいな色艶つやで、これが男の髪だというのは詐さ欺ぎに近い。

　ただ突っ立っているだけ、アイスを食べているだけなのに、過ぎるだけのはずの道行く通行人は男女の別なく玲に目を奪われているようで、わざわざ足を止めて携帯電話のカメラを向けているＯＬらしき制服姿のお姉ねえさんまでいる。

　カリスマ性とはこういうものなのかもしれない──と思うのだが、何故なぜか認めたくない部分があり、雪子は少し戸と惑まどっていた。

　毎度毎度違う女を連れている軽薄を体現しているような奴やつで、そんな男に自分の親友が好意を寄せている、という事実がどこかで引っかかっているのかもしれない。

　そう考えればしっくりくる。気弱で内気だが優しくていい子の美み樹きが、下手へたをすれば『遊ばれて』しまうかもしれないのだから、危険度の高い相手に好感を抱く方がどうかしている。

　──嫌いではないが、とても好きにはなれない。

　その結論が出るまでに玲はアイスを食べ終えて、前言通りコーンの部分は躊ちゆう躇ちよせず道端ばたのゴミ箱に投げ捨てる。雪子の中でまた一つ目の前の男に対する好感度が下がった。やはり、こんな物の価値の分からない奴と長々お喋しやべりなどしていられない。

「……それじゃ、あたしは買い物があるから」

「あー？　まだ三時にもなってねぇぜ？　んなこと後回しにしてどっか遊び行かねぇ？」

「どうしてあたしが井沢君と遊びに行かなきゃいけないのよ。明日あしたはクリスマスイヴなんだから、デート相手に渡すプレゼントでも買いに行ったら？」

　つい少しきつい言い方になってしまったが、既すでに口にした後だ。まどかとの話で少しは落ち着いたと思ったが、やはりまだ平常心には遠い状態らしかった。

　自分の失敗を気まずく思う雪子だったが、ジャケットのポケットに手を突っ込んだ玲は全く気にしていないようで、

「別に、明日は何の予定も入ってねぇぜ」

「へっ？　うそ、凄すごい意外なんだけど」

「わざわざ特別な日にデートして勘かん違ちがいさせてやることもねぇだろ。ま、勘違いさせて遊ぶってのも有りっちゃ有りだが、面倒だしな」

「……………………」

　意外な返答の駄だ目め過ぎる理由に、雪ゆき子こはげんなりして肩かたを落とした。その拍ひよう子しに右肩からドラムバッグがずり落ちたのを掛け直し、ため息をついてから背筋を伸ばす。

　やはり美み樹きには説得が必要だと強く思いながら、この男には説教が必要だとも思った。

　ちょっと顔が良くてスタイルが良くて何をするでも簡単にこなすような奴やつなので、誰も叱しかってやらないのが拗ひねくれた性格の原因なのかもしれない。飄ひよう々ひようとしている時もあるので短気ではないはずだが、好戦的で刃は向むかう相手には容よう赦しやが無いとも聞く。

　だが雪子も、何の自じ慢まんにもならないが、男を相手にケンカで負けたことはない。年上の従姉妹いとこには一度も勝ったことが無いどころか手も足も出ずにボロ負けしてきたが、彼女以外には負けた経験がないので、井い沢ざわ玲れいという相手に臆おくする理由はない。

　相も変わらず何を考えているのか分からない笑みを浮かべている玲を睨にらみ付け、ついでに偉そうに腕うで組ぐみをして、雪子は『説教』を始めた。

「あのね、個人の価値観に口出しするのはどうかとも思うけど、そんな風ふうに浮わついているとろくなことになんないわよ。誰か特定の相手見つけて、さっさと落ち着いたらどう？」

「……十六でんなこと言われるとは流石さすがに思ってなかったな」

　雪子の言葉は本当に意外だったらしく、笑みは消えて驚いたような呆ぼう然ぜんとしているような感じだ。いつもは人をからかうか見下すかの二択で占められているような目が、今は虚きよを突かれて油断しきったものとなっている。

　何となく『勝った』と思いつつ、雪子は調子に乗って続きを口にする。

「遊びたい盛りだから仕方ないのかもしれないけどね、弄もてあそんでいる中には本気の子もいるわけでしょ？　そりゃあ相手が好きだからってこっちも好きになるなんてことは出来ないでしょうけど、本気の子にはそれ相応の態度で応こたえてあげなきゃ」

「オレは初めっから『遊び以上は期待すんな。無理なら付きまとうな』って言ってるぜ。それでもいいって奴が多いのが問題なんじゃねぇの？」

「それはっ……、一理あるかもしれないわよ。でもね、そんなことしてるといつか後ろから刺されるわよ？」

　あっさりと余よ裕ゆうを取り戻した玲の正論ともいえる返しに、自分でも論点が違うと自覚しつつ、まともに言い返せないのでつい口走ってしまう。

　だが玲は澄ました顔で、

「ナイフ持ち出されようが拳けん銃じゆう持ってこられようが、避よけるしな。遠距離射撃だとちっとヤバイかもしれねぇが、至近距離なら問題ねぇよ」

「そういう問題じゃなくてっ！」

「そういう問題だろ？　それに、仕方ねぇだろうよ。好きな奴がいない以上は」

「…………念の為に訊きいておくけど、あんたのタイプってどんな子よ？」

「お？　お？　何だ白しろ銀がね、オレのこと意識してんのか？」

「そういう意味じゃないわよっ!!」

　商店街の真まっ只ただ中なかだということも忘れて声を荒げてしまうが、にやついた笑みを浮かべている玲れいはまるで堪こたえた様子もない。

　誤解されても仕方ない質問だとは思うが、以前美み樹きが興味深そうにしていたので、親友の為にリサーチくらいはしてやろうという心遣づかいだったのだ。他意はないし、雪ゆき子ことしてはむしろ自分と正反対の子がタイプだと言って貰もらいたいくらいだ。

「ま、オレが好きになるとすれば、オレと同等以上の奴やつだな。最低でもその意識がある奴じゃねぇと無理だ」

　激しく否いなと訴える表情と心の中で喚わめく本音が伝わったのか、玲はそれ以上勘かん繰ぐる発言はしなかった。それどころか、右手で首から提さげたチョーカーを弄いじくりながらとはいえ、何やら真ま面じ目めに答えた気もする。

　どうせはぐらかすだろうと心のどこかで思っていた雪子は戸と惑まどうが、それは内容も関係している。

「……こう言うのもアレだけど、顔とか性格とかは？　具体性がまるでないけど、それでいいわけ？」

「構わねぇよ。本気になっちまえば、んなこと些さ事じでしかねぇ──とはいえ、良ければそれに越したことはないけどな」

「…………その、」

　当たり障さわりのない、ある意味模範解答ともいえる言葉だが……出てきたのが井い沢ざわ玲の口からだというのが意外過ぎて、雪子は二の句が継げなくなる。

　前言はともかく、『好きになれば容姿や性格は関係ない』というのは、確かにその通りだろう。細かく自分好みの性格を挙げたとしても、本当に好きになるのがそのタイプとは限らない。尤もつとも、好ましいと思っていた容姿と性格の人間を好きになることは多いだろうが、友達の体験談を聞いていると、理想の異性と現実に好きになる人ではかなりの誤差があるらしい。

　恋愛未経験の雪子には『そうなんだぁ』と頷うなずくだけしか出来ないことだが、遊びまくっている男が言うと、何故なぜだか異様に説得力がある。

　しかしどう反応すればいいのか困っていると、玲はふっと気を抜いたように笑い、

「惚ほれたら細かいことなんて気にしねぇよ。年ねん齢れいだろうが──性別だろうが」

　最後の一言で、一気に醒さめた。

「…………………………じゃ、あたしはこの辺で」

　くるりと玲に背を向けると、雪子はすたすたと歩き出す。後ろから何やら言われている気もするが、それは気のせいだと自分に言い聞かせる。

　立ち話をしていた場所から徒歩一分のスーパーに着いてから背後を確認するが、玲は追っては来なかったようだった。振り向いた先にあの軽薄な笑顔があれば、口ではなく足が出てしまいそうだったのでほっとする。何故なぜだか舌打ちもしてしまったが。

「ったく……珍しく真ま面じ目めだったと思ったのに、ふざけてんだから…………ああもうっ」

　苛いら々いらとささくれ立つ心を静めきれないまま、雪ゆき子こは店内に入って籠かごを摑つかむ。

　一直線に向かった惣そう菜ざい売り場で食費とカロリーを無視してカツ丼どんやらエビフライやら餃子ぎようざ二十個やらを買い漁あさったが、その程度で心が晴れるはずもなく。

　結局、井い沢ざわ玲れいに対する意識は変わるどころか悪化し、帰り道では親友である美み樹きをどう説得してあの男を諦あきらめさせるかだけを考え、不ふ機き嫌げんなままで家へと戻った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　帰宅した雪子がいつまでも苛いら立だちを維持し不機嫌なままでいたかというと、実はそうでもなかった。

　夕方から再放送のドラマを見て、特番のバラエティ番組に涙が滲にじむ程に笑い、買ってきた惣菜と四合炊たいた白米（その約六割）を食べて満腹になり、九時からは不ふ朽きゆうの名作と名高い映画を放映していたのでそれを見て涙し、終わった後は熱いお風ふ呂ろに入り歌を口ずさんだ。

　ベッドに入る頃にはすっかり嫌いやなことは忘れ、翌日に控えたクリスマスパーティーのことを考えて胸を弾はずませながら、それも落ち着くとすやすやと心地良い眠ねむりに就いた。

　見た夢も昨夜とは違い、賑にぎやかなものだった。

　家族がいた。友達がいた。見知った顔も、見知らぬ顔もいた。

　彼等に囲まれて何やら話し、妙みような冒ぼう険けんに出たりアイドルを目指すべくレッスンをしたり、前後の繫つながりなんて細かいことは一いつ切さい忘れたかのように、取り留とめのないちぐはぐなシーンが続いた。

　夢の中で雪子は、笑って、怒って、喜んだ。

　そして、目が覚めて──

　現実の自分は、ぽろぽろと涙が溢あふれ枕まくらを濡ぬらしていた。

　小さな胸は押し潰つぶされそうでいながら膨ふくらみすぎて破は裂れつしそうという矛む盾じゆんした感覚と痛みに占められて、切なさと息苦しさに嗚お咽えつが漏もれそうになっていた。

　起きた瞬間から夢の内容はあっという間に忘れていき、どうにか気を持ち直し顔を洗った頃には九割方を思い出せなくなっていたが、それでも楽しい夢には間違いなかったのだ。

　昨夜の夢とは違い、雪子は他ほかの人と交わっていた。会話することも出来たし、疎そ外がい感を味わうこともなかったはずだ。

　だというのに──世界にたった一人で残されたような、この虚無感はなんなのだろう？

　しかし実際には、テレビをつければ女性のアナウンサーがニュースを紹介していて、窓の外を見ればジョギングをしているおじさんがいて、世界は普段通りに動いている。

　ほっと安心したのも束つかの間ま、自分の身に起きた異常はやはり原因は不明だと気づき、胃の辺りが重くなる。相も変わらず要因は夢で、大おお本もとの原因は不明なのだ。

　──そんなわけで、二学期の終業式がある二十四日のクリスマスイヴの朝。

　雪ゆき子こは如何いかんともし難い苦悩を抱えての登校となった。

　終業式は学年毎ごとに体育館や武道館などに分かれ、そこでモニターを併用し体育館の様子が映し出されながら行われた。モニター越しではなく教員の話などを聞くことの出来る体育館組の一年生は得なのか損なのかよく分からないが、例によって校長がとんでもハプニングを起こしてくれたので、その場にいた生徒は概おおむね満足そうだった。笑えるゆとりのない雪子は別として、だが。

　一時間程度で式が終わった後はロングホームルームがあり、担たん任にん教きよう諭ゆから成績表を配られ冬休みの注意を呼びかけられてと色々あった後、それぞれのクラスに割り当てられた場所の大掃除が待っていた。

　終業式のある日に大掃除はどうなのかという意見がちらほらと出ていたが、雪子は黙って教室の前の廊下を磨みがく作業に没ぼつ頭とうした。気が重い時に何も考えないで済む単純作業というのは有り難く、雪子にしては珍しく始終真ま面じ目めに掃除を行った。

　担任のチェックが済んだ箇所から解散という形式だったので、十一時になる前に帰宅可能になった雪子は、現在ため息混じりにとぼとぼと校内を歩いていた。

　美み樹きは同じクラスではあるが掃除場所が分かれてしまった上に、図書委員は後で図書室の掃除があるという。それを手伝うという手もあるのだが、事前に申し出たところやんわりと断られてしまったので、さすがに押しかける気にはなれなかった。

　久く世ぜ律りつ乃のは幼い見た目ではあるが二年生なので、どこの掃除をしているか検討もつかない。雪子達の担当区は皆が真ま面じ目めに掃除した為かなり早くに終わったので、恐らく律乃はまだ掃除中だろう。

　親しい友人は捉つかまらず、いつもならば誰かしら声をかけてくるものの、今日に限って誰一人として名前を呼んでくれない。原因は絶不調のオーラを出している自分にあるのだと分かっているが、曇どん天てんムードはどうにも晴らすことが出来なかった。

　しかし夕方になればクリスマスパーティーだ。皆と楽しく過ごすイベントがあるのだ。それまでに何とか浮上しておきたい……が、その手段は何も思いつかない。

　こういう時はパーッと騒ぐか暴飲暴食一歩手前まで食べまくるかの二択がいいのだが、夜にパーティーがあるのに今からカラオケやボウリングに行くのは変だし、金銭的にも辛つらい。食事に関しては、まだ昼にもなっていないし、何より胃が重くてやけ食いをする気にはなれない。

　そんなわけで何もすることを思いつかず、かといって家に戻り独りになるのには抵抗があり、ぶらぶらと校内を散歩しているのだ。

　歩いていれば知り合いに出会うかもしれないし、風かざ見み野の校内にはちょっとした緑化公園並みの景観も所々にあるので、じっとしているより気が紛まぎれるのは確かだった。

　しかしどうしても考えてしまうのは、昨日きのう今日と立て続けに見ている夢と、それが引き起こしている不調のこと。

　少なくとも一昨日おとといまでは、あんな夢を見ることはなかったはずだし、寝ながら泣くなんて恥ずかしいこともなかった。断じてなかった。

　なのに、何故なぜ？　どうしてこんなことに？

　考えるも、答えは出ない。すぐに答えが出るようならここまで迷わないだろうから当たり前なのだが、どれだけ考えても、どこまで歩いても、永遠に答えと遭そう遇ぐうすることはないような気さえしていた。

　ぐるぐるぐるぐると、メビウス環かんの表面を歩き続けるように、終わりもなく、どこかに行くことも出来ず、自分がどこにいるのかも答えられないような、




「──待て、白しろ銀がね雪ゆき子こ」




　突然の背後からの声に、思考の渦うずに巻き込まれていた雪子はびくりと身を震わせて立ち止まり、弾はじかれたように後ろを見た。

　そこにいたのは、ここまで走って来たのか、やや息を荒げた──

「少々探した……が、無事に見つけることが出来て幸いだ」

　闇やみ色の深い切れ長の瞳に凜り々りしい眉まゆ、首の後ろでまとめた腰こしより長い黒髪かみで──

「単刀直入で不ぶ躾しつけではあるが、まず答えてくれ」

　白い絹きぬ地じのゆったりとした和服らしき上着を、神社などで見る巫み女こ装しよう束ぞくの上に着た──




「君は、水みな瀬せ遊ゆう矢やのことを覚えているか？」




　──見知らぬ美人は、知らない名前を口にした。















閑話Ⅵ








『八月三日




　今日は出会いがあった。たぶん「とても面白い出会い」とか「驚くべき出会い」と書くのが正しい、普通なら有り得ない出会いだった。

　セーレウスと名乗る天使に会うことが出来て、雪ゆきちゃんが引き受けたポルターガイストと思しき事件に関わることになって、これで少なくとも数週間分は彼女を退屈させずに済む。けど、それはあくまでも副産物。

　セーレから聞くことが出来た情報は、それ以上に大きな価値があった。

　一ヶ月前に風かざ見み野の周辺で召しよう喚かんが行われた──ならばそれを実行した可能性が高いのは僕で、覚えがないということは、その記き憶おくはリールゥに消されたということになる。

　勿もち論ろん、他ほかの誰かが召喚を行い、僕の知らないところで何かが行われ、終わったという可能性もある。しかしその可能性は決して高くないし、一ヶ月前といえば謎なぞの貧血による事件が起きていた時期だ。偶然にしてはタイミングが良すぎる。

　そうなると、あれはただの貧血騒ぎでなかったことになる。西さい苑えんまどかはハーフの吸きゆう血けつ鬼きで、今はもうただの人間ということだけれど、それだけでは終わらなかったはずだ。

　あれがまどかさんが引き起こした──或いはまどかさんに関わる何かが引き起こした事件だとして……ただ吸血鬼が絡からんだ程度で、僕がリールゥに記憶を消してもらうような事態になるとは思えないし、僕が天使か悪魔を召喚する程の事態になるなんて論外だ。

　可能性として高いのは、吸血鬼だけでなく、他の何か……それこそ天使か悪魔に同等の何かが関わったということ。そうでないならリールゥを見つけて修復を願えばいいだけなのだから。

　イレギュラーの、僕が覚えていない何かが現れたのかもしれない。

　それとも──玲れいが何かをしたのかもしれない。

　玲は普通の人間というには桁けたが違う。特異か特殊かは知らないけれど、少なくとも雪ちゃんと同じかそれ以上に人間離れしている。人外に関わる存在という可能性も高いはずだ。

　記憶を探れば、確かにあの事件以来、玲の興味が雪ちゃんより僕に向いている。表向きには大した変化はないが、雪ちゃんに向けていた好戦的な意識がなくなったように思える。

　ならば、やはり玲は何らかの形で関わっていたのだと考えるのが妥だ当とうだ。

　これまで以上に玲の存在には注意しないといけないけれど、僕に意識が向いているのならば、ひとまずは安心だろう。




　懸けん案あん事項はまだある。

　雪ゆきちゃんと共に僕の部屋に泊まっているセーレは、僕の体に起きている異常を知っている。雪ちゃんには黙っていて欲しいと頼んだけれど、印象通りに他者を思いやる気持ちが強い天使だった場合、僕の事情より雪ちゃんのことを優先して話してしまう可能性もある。

　やっぱりセーレには早い内に退散してもらった方がいいかもしれない。

　セーレがいれば、僕の願いは叶かなうかもしれない。

　けど、本当に僕が望む結果を導いてくれる存在かどうかは分からない。

　それに、きっとリールゥは気づいている。セーレの存在も、僕の体を元に戻す方法も。




　今はまだ、「その時」じゃないのだと思う。

　それに、「その時」が来なくても、別に構わない。

　徐々に弱っている体も、途切れそうになる意識も、苦痛ではないから。

　このまま終わりを迎えるのも穏おだやかに済んでいいかもしれない。

　この先どうなるか、どうしようと思うかは、まだ分からない。

　とりあえず今は、関わっている事態を収しゆう拾しゆうさせることだけに集中しよう。それが選択肢しを増やすことにも繫つながるから。

　出来れば明日あしたで、全部終わらせよう』















七章　偽装破綻







「さて、どこから話せばいいものか」

　謎なぞの美人巫女みこ（恐らくもどき）に連れられて喫茶店に入るという得難い経験をした雪ゆき子こは、かなり居心地の悪い思いをしていた。

　突然現れたコスプレ女に「とりあえず来て貰もらおう」と有無を言わさずに引き込まれたのは、雪子が普段から使う南西側の校門から出てすぐの喫茶店『エアーズ』だった。巫女さんもどきはメニューを見ることもなく店員にセイロン茶を注文し、雪子もあたふたとグレープフルーツジュースを頼んだ。

　それから程なくして注文の品が届き、気まずい空気の中でようやく巫女さんが話し始めた言葉が、これだった。

「まずは、そう……確認からだな。君は、私のことを理解しているか？」

　かなり微び妙みようかつ的まとから外れた質問に、当然ながら雪子は戸と惑まどう。

　一層気まずく感じ、落ち着かずにストローの入っていた袋を弄いじりながら、

「ええと……神社の娘むすめさん、とか？」

　服装からイメージしたそのままを口に出すと、巫女さんの綺き麗れいなおでこに僅わずかに皺しわが寄った。

「やはり私のことも忘れているか……予想はしていたとはいえ、困ったものだな」

「え？　いやその、初対面ですよね？」

「違う。君は何度も私と会って、話をしたこともある。残念ながら覚えていないようだが」

「──そんな、はずは」

　真まっ直すぐな視線に自信を揺るがせるも、雪子は心の中で『そんなはずはない』と言い直した。

　他ほかの誰かならば、会ったことや話したことを忘れてしまうこともあるかもしれない。しかし目の前にいる彼女は控えめにみても美人で、それ以上に服装が印象的だ。こんな服を着た人と話をして忘れるなんて、まず有り得ない──

　と、そこで雪子は自分が思い込みをしていることに気がついた。

「あの、いつもは違う服を着ているんですか？」

　もしかしたら今日の終業式に何かあって、たまたまこんな服装をしているのかもしれない。少なくとも普段着にしているというよりはずっとありそうなことだった。

　だがしかし、

「これは仕事着だが、寝る時と特別な時以外は常に着ている」

　あっさりと、雪子の困こん惑わくにまるで気づいた様子無く彼女は答えた。

　しかも何故なぜか神しん妙みように頷うなずいて前髪がみを揺らし、凜りんとした瞳で真まっ直すぐに雪ゆき子こを射抜くように見つめて、

「そうか、改めて自己紹介が必要か。私は二年の二に条じよういずみだ。学生の傍かたわら家業の祓はらい師しをやらせて貰もらっている」

「は、祓い師……？」

「うむ、祓い師だ。主に幽ゆう体たいの駆く除じよ、人外の封ふう印いんを行っている」

　その言葉に、雪子は背に嫌いやな汗を搔かいた。

　もしかしたらコスプレ趣味のちょっぴり変な人かもしれないと思ってはいたが、祓い師ときた。霊れい能力者ときた。壺つぼを買わされる危機だ。

　しかも当人は自身の怪あやしさにまるで自覚がないらしく、かなりアレなことを言っているのに芯しんの通った美しさを維持している。それだけに見ている雪子は痛々しく思うのだ。

　──それにしてもここまでインパクトの強い二条いずみという上級生とならば、会って話をしていれば必ず覚えているはずだ。雪子は記き憶おく力自体には大して自信もないが、人の顔と名前を一致させるのは得意だ。こうも突っ込みどころが多い巫女みこ服美人を忘れるはずがない。

　やはり彼女が何かの間違いか勘かん違いをしているのだと思い、雪子は気まずさに押し潰つぶされないよう目を合わさず、指で頰ほおを搔かきながらいずみに語りかけた。

「やっぱりあたし、先せん輩ぱいと会ったことないはずなんですけど……もしかして子供の頃に会ったことがあるとか、そういう話ですか？」

「いや、初対面は『台風祭』だ。そして先日、西さい苑えんまどか嬢じようの誕生パーティーの席でも会っている」

「まどかさんの、パーティー？　あたしそんなの行ってませんけど？」

　そんな催もよおしがあったこと自体が初耳の雪子は眉まゆを顰ひそめるが、いずみの方も似たような渋しぶい表情になっている。

「私の記憶では確かにパーティーはあり、そこに君の姿もあった。白しろ銀がねはラフな格好をしていたが、私は祝いの席ということで、素す晴ばらしく可愛かわいいドレスを着て行ったのだ」

「はあ……」

「白銀も可愛いと褒ほめていた」

「そうなんですか…………」

　可愛いと褒めた記憶も無ければ実物を見てもいない雪子としては、何とも言えない返事をすることしか出来ない。

　だが、刀剣や武道の型のように無む駄だを削そぎ落とした美しさを持ついずみを着飾れば、確かに見る側は褒めるしかないだろう。スタイリッシュなスーツやシンプルで大人おとなの色気漂ただようロングドレスも似合いそうだ。可愛い、というよりは綺き麗れいという感じがするが。

　しかし問題はそんなことではない。まどかの誕生日パーティーなどという催しに行った覚えもなければ褒ほめた覚えもないのに、目の前にいるいずみはすらすらと淀よどみなく、雪ゆき子この服装まで語っていた。妄もう想そうならば雪子にも派手な格好をさせるのだろうが、ラフな格好というのが妙みように引っかかる。確かに自分ならば、派手な衣い装しようより普段着に近い服装で出向くだろう。

『ただの妄想』と切って捨てるにはどうにも残る違和感に、無意識のうちに胸に手をやる。心臓の鼓こ動どうはいつもと変わらないテンポなのだろうが、妙に重く感じた。

　そんな雪子の心境にはやはり気づいていないのか、いずみはセイロン茶のカップに手を伸ばしつつ、

「ちなみに会った回数は四回だ。後は学校で一回、デパートで一回だが──重要なのは『台風祭』の時、白しろ銀がねと一緒にいた男子のことだ」

　言って、カップの中の水面に視線を落とし、セイロン茶を一口飲む。カップから口を離した際に小さく吐と息いきする様は写真に収めたくなる程素す敵てきだったが、そんなことに気を取られるのは平常心の時だけだ。

　残念ながら平常心とは言い難い状態の雪子は黙って先せん輩ぱいの言葉を待ち、その視線を受けるいずみは流りゆう麗れいな動作でカップをソーサーに戻して顔を上げた。

「私は『台風祭』の二日目、君に人を尋ねられた。その時、君の隣には水みな瀬せ遊ゆう矢やがいた」

「……その、誰なんですか？」

「白銀の、幼おさな馴な染じみだそうだ」

「…………」

　今度こそ、雪子は完全に黙り込んだ。

　会ったことのないはずの巫み女こ装しよう束ぞくの先輩。

　行かなかったどころか存在すら知らなかった誕生パーティー。

　そして極めつけなのが、幼馴染の男の子──

「……そんなの、おかしいですよ」

　気がつけば、雪子は乾いた笑みを口元に浮かべていた。

「だって、幼馴染ですよ？　あたしの幼馴染を先輩が知ってるのも、いるはずの幼馴染をあたしが覚えていないのも、どっちもおかしいですよ」

「私が知っているのは別におかしくない。君と水瀬は非常に目立つコンビで、生徒の殆ほとんどがその存在を知っていたはずだ」

「ならっ、他ほかの人に訊きいてみればいいじゃないですか！」

　つい声を大きくしてしまい、その失態に雪子は苦い表情になってグレープフルーツジュースを口にした。爽さわやかな酸味が売りのはずのジュースが、今日は少しも美味おいしく感じられない。

　原因であるいずみをキツイ目で見るも、彼女は深く澄んだ瞳を逸そらすことなく雪子へと向けていた。

「──私が白銀を訪ねる切っ掛けとなったのは、クラスメイトの佐さ倉くらと今朝けさ交わした会話が発ほつ端たんだった」

　非難の目を恐れる気配は微み塵じんも見せず、いずみは自然体のまま視線を受け止め、気負い無く言葉を発する。

「佐さ倉くら千ち恵え、演劇部の現部長だ。彼女のことは君も知っているな？」

「…………ええ、千恵先せん輩ぱいのことは」

「彼女に、君と水みな瀬せが冬休みの間はどう過ごすのかを尋ねた。私は君と会話したことはあったが、水瀬の方とはちらと顔を合わせただけなのでな、出来れば年が明ける前に一度話をしてみたかったのだ。だから二人のどちらにも顔が利く佐倉に仲ちゆう介かいを頼もうとした。

　──だが、佐倉は言った。『水瀬って誰のことっすか？』、とな」

　真ま面じ目めな表情のまま千恵の言葉をそのまま口にするいずみ、というのは平素なら吹き出してしまうくらい妙みような感じだったが、とてもそんな雰囲気ではなかった。

「以前、私は佐倉の口から君と水瀬の関係、仲なか睦むつまじさ、そして何とかまとめて演劇部に加入させたいという願望を聞いていた。その佐倉が、水瀬を知らないという。他ほかの誰に訊きいても知らないと言う。学内の噂うわさや流行に疎うとい私ですら知っていた、水瀬遊ゆう矢やという有名な一年男子のことを、だ」

　いずみの声はあくまでも穏やかで、淡々としている。

　それが雪子には妙に重く、心をざわつかせる。

　本人の知らない幼おさな馴な染じみなどという酷ひどい架か空くうの世界を見ているだけの人ならば、もう少し熱っぽく喋しやべるか、信じさせようと躍やつ起きになるか、もしくはこちらの顔色を窺うかがいながら喋るか──しかしいずみの態度はどれでもなく、ただ事実を喋っているだけと言わんばかりだ。

　あるはずもない事実に翻ほん弄ろうされるのは堪たまったものではないが、相対している自称霊れい能力者は一貫して真剣なままなのだ。マイペースで突っ走り気味ではあるが、他意がないのはよく伝わってくる。

　今も、人を騙だましたり欺あざむいたりするのに向かない真しん摯しな瞳を雪子へ向けて、

「そうだ、今朝けさの終業式で門かど倉くら橋ばし校長がまた奇き怪かいな行動に出ただろう」

「え……？　ああ、はい。なんかテンション上がって檀だん上じようから志し摩まさんに告白してましたね」

　終業式の最中訓示を垂れていた校長が、徐々に話が脱線し自分の高校時代の甘いのか淡いのか灰色なのかよく分からない思い出話となり、そのうちに頭に血が上ってしまったのか、何故なぜか体育館の壇上という目立ちまくる場所からマイクを使って保健の志摩教きよう諭ゆに告白をするという暴挙に出た。皆の注目を浴びた志摩教諭は、校長に向けて中指を立てて返答し、校長はそのままバタンと倒れて気絶、担たん架かで運ばれていった。

　近くにいた誰かが「志摩さんは手当してあげないだろうし、放置だね放置。悲ひ惨さんすぎ～」とはしゃいでいたが、雪子はとてもじゃないが珍ちん事じを楽しむ余よ裕ゆうなどなく、曖あい昧まいに頷うなずくことしか出来なかったのだが……

　どうしていずみが急にそんな話をしたのか分からずに訝いぶかしんでいると、思いも寄らぬ答えが待っていた。

「あれと似たようなことを、白しろ銀がねは『台風祭』でやったと聞いている」

「…………………………はぃ？」

「勿もち論ろん、告白した相手は水みな瀬せだ。返答がどうだかまでは聞いていないが」

「……………………………………は」

　いずみのその言葉に、雪子は気が抜けたように声を漏もらしてしまった。

　流石さすがに、馬鹿げている。

　今までの話も充分過ぎる程に脳か精神の異常を疑う内容だったが、これは酷ひどすぎだ。

「──それじゃ、なんですか？　あたしは幼おさな馴な染じみで、大勢の前で告白までした相手のことを忘れているってことですか？」

「それは、」

「というか、どう考えてもあたしが忘れているというより、先せん輩ぱいの方がどうかしているとしか思えません。他ほかの人も知らないっていうのに、一番縁えんが深いことになっているあたしが覚えていないっていうのに、じゃあどうして先輩は覚えているのかってことにもなりますし」

「それは…………」

　棘とげのある言葉に、初めていずみの表情が大きく変わった。眉み間けんに皺しわを寄せて唇くちびるを強く嚙かみ締めた、苦く渋じゆうに満ちた表情に。

　もう少し違う言い方もあったとは思う。が、雪子は今のようにしか言えなかった。

　ただでさえ重苦しかった胸の内が、ドロついた怒りに近い感情で埋うめられている。朝から沈ちん殿でんしていた鬱うつ屈くつとした何かが形を変えて、ようやく捌はけ口を見つけたかのように目の前の美少女を責め立てている。

　堪こらえようにも溢あふれ出した感情はどうしようもなく、言った雪子の方も傷つけながら、それでも留とどまる気配はない。

　また何かいずみを切り刻む言葉を吐はいてしまいそうになり、奥歯を嚙んで我が慢まんする。苛いら々いらが募つのるが、欠片かけらも悪意を感じさせない彼女をこれ以上傷つけるのは本意ではなかった。

　もう話を切り上げてこの場を離れよう──

　そう思い、実行しようとした時だった。

　二に条じよういずみが伏せ気味だった顔を持ち上げ、固い意志を感じさせる表情を見せたのは。

「これから私が話すことは、与よ太た話ばなしだと思ってくれても構わない」

　それは『今まで散さん々ざん話していた内容こそが与太話だ』ということを躊躇ためらわせる、静かな決意を内包した声だった。舌したをちらつかせていた雪子の中の毒気が引っ込んでしまう程に、いずみの覚かく悟ごが伝わって来る。

　武道家が本気の構えを取ったように、ただ向かい合うだけでピリピリと肌がちりつく感覚が走り、雪ゆき子こは唾つばを飲んで相手の出方を窺うかがう。

　とはいえ、これは戦闘ではなく会話なのだから、いずみがすることは決まっていた。

「私の家、二に条じようは平安時代から続く退たい魔ま師しの家系だ。尤もつとも当時は陰おん陽みよう師しと名乗り、祓はらい師と名乗りだしたのは室町時代になってからだそうだが」

「……由ゆい緒しよ正しいんですね」

「その発言、これから続ける話の後でも聞ければ良いのだが」

　別に本気で言った訳ではない雪子の言葉にも真ま面じ目めに返し、いずみは神しん妙みような目つきで雪子を見み据すえる。

「安あ倍べの晴せい明めいという有名な陰陽師のおかげか一般にも知れ渡っているが、当時は魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいが姿を現す世界だったという──実際は溜たまった霊れい気きが精せい霊れいとなり、そこに悪意が宿り暴走するか、形を持たないはずの霊気が凝ぎよう縮しゆくされ鬼おにという物理行使すら可能な現象となるかのどちらかが大半だったそうだが、さほど関係のない話なので今は飛ばす」

「……はぁ」

「疑わしいのは理解するが、事実として都みやこは度たび々たび奇き怪かいな現象に悩まされていたという。そしてある時から魔まを破る為に魔を宿すという手段が用いられるようになり、かつてからの祈き禱とうが精霊の憑ひよう依いという形に変化した──ついてきているか？」

「……………………なんとか」

　ややうんざりしつつ、雪子はそう答えることが出来た。流石さすがに歪ゆがんだ表情までは取り繕つくろえなかったが、それは仕方がない。話が話だ。

　与よ太た話ばなしと前置かれていたとしてもこれはあんまりじゃないかと思う雪子だったが……その見解は甘いものだったとすぐに悟さとることになった。

　語り手のいずみは淡々と、数学の公式を読み上げるかのような熱の籠こもらない調子で続ける。

「そんなある日、憑依者が堕おろした力を抑おさえきれずに暴走するという事態が起きたらしい。それは大規模な天災並みの被害を出すと予見され、しかし暴走を押さえ込むだけで当時の術者達は精一杯だったという──火急の時、ある計画が持ち上がった」

「異世界から勇者でも召しよう喚かんしようって話ですか？」

　茶ちや化かすつもりはないがつい言ってしまった雪子に、

「近い」

　事もあろうにいずみは頷うなずいた。

　思わずイスからずり落ちそうになる雪子を他所よそに、いずみの話すとんでもストーリーは進んでいく。

「彼等がやろうとしたのは、神堕ろしだ。百を優に超える都に住む全すべての陰陽師が集つどい、それぞれの秘術の結晶とも言うべき秘宝と秘法を行使し、その儀式は行われ……成功した」

「……そりゃ良かったですね」

「眩まばゆい光の中、天てん女によが現れたという。見み目め麗うるわしい、神こう々ごうしいとしか言い様ようのない美しさの女性は、事もあろうに私の祖先に願い事を尋ねたのだ」

「…………えと、事もあろうにって……それになんで苦にが々にがしい顔してるんですか？」

　物語でいえば伝説の剣つるぎを引き抜いた勇者が現れる、そんなシーンのはずだ。真実か与よ太た話ばなしかは別として、そんな栄誉ある立ち位置に自分の祖先がいたというのならば、誇らしげに語るべき場面だろう。

　だがしかし、いずみの表情はゴーヤとピーマンとセロリとドクダミをミキサーにかけてジュースにして飲んでもなかなかそうはならないくらい、苦く渋じゆうに満ちた顔となっていた。

　どうしてだろうと訝いぶかしんでいると、いずみはギュッとテーブルの上に出していた手を強く握り込み、不ふ承しよう不ぶ承しようといった風ふうに口を開いた。

「……身内の恥を晒さらすようで恥ずかしいのだが」

「はい……？」




「祖先である男は、天女の美しさに心を奪われて──求婚したのだ」




「…………………………へ？」

「都みやこの危機を救う為の計画だというのに、不ふ埒らちにも程がある。それを真まに受ける天女も天女だが、請こわれては致し方なかったのだろう……後に祖先と天女は子こ宝だからを授さずかったそうだ」

「…………………………それで、その、都の危機は？」

「求婚が成立した後で、事の重大さに気づいた祖先が天女に泣きつき、どうにか無事に済ませて貰もらえたらしい」

「…………………………………………」

　なるほど、と雪ゆき子こは重く頷うなずいた。

　いずみの言う通り、とても誇れる話ではない。仕事より女、という次元でもない。無責任もいいところで、非難されても仕方ない逸いつ話わだ。

　初めはただのファンタジーな話だったのに途中から急に見み窄すぼらしい展開になったのが妙みようにリアルで、先祖の恥ということもあり、ただのホラ話にしては妙な感じになっている。

　そしていずみは流石さすがに気まずいのか、コホンと咳せき払ばらいを一つ挟はさみ、凜りんとした表情に戻る。ただ、薄うつすらと赤くなった頰ほおだけは戻っていなかったが。

「一応は功績を認められた祖先は二に条じようの名を頂き、だが恥ずべき行動から以来第一線に立つことはなく、細々と現代まで続いた。親しん戚せきも少なく門人も数人だけと、歴史の割に大した派は閥ばつではない……いや、歴史があるからこそなのか」

「……その辺の事情はともかく──どうして、そんな話を？」

　聞かされた話は二条家の歴史であり、今の事態には何ら関係のない話に思えた雪子としては、当然出る疑問だった。

　だがいずみの表情は前にも増して引き締まり、心なしか厳げん然ぜんとした雰囲気まで醸かもし出しているようでもある。

　俄にわかの変化に自分の質問が核心を引き出すものだと悟さとった雪ゆき子こは、無意識に座り直して姿勢を正した。

　そして、いずみは滔とう々とうと話す。

「家に伝わる話の真しん偽ぎはともかく、二に条じようの血を引く人間は霊れい的素養を強く持ち、霊視能力を備えた者が多い。だがそれだけでなく、二条の血は──魔まを受け付けない」

「魔を……受け付けない？」

「科学の理ことわりでは到底説明のつかない事象がこの世には存在する」

「いやでも、そんなこと──」

　あまり幽ゆう霊れいや超常現象を信じる気になれない雪子は否定しようとするが、いずみはそれを断つように声を被かぶせた。

「これは事実だ。白しろ銀がね、君が信じる信じないは別として、確たる事実だ」

「…………事実、と言われても」

「仕方ないだろう。信じられない者に信じろと言っても詮せん無ないことではあるが、存在する以上は。そしてそれを私が知っている以上は。そして二条の血を引く人間は、そのような『有り得ない事象』を受け付けない。理解するのは難しいと思うが」

「なら、どうして……」

　いずみの口振りは自分の言葉を信じて貰もらえないと分かっているように聞こえ、雪子はつい訊きいてしまった。

　どうしてそんな、頭がおかしいと思われても仕方がないような話をするのか。

　どうして今日、出会ったばかりの自分に話すのか。

　疑問に思うなというのが無理なくらい、それは理に適かなわない行動だ。あまり頭の良くない雪子でさえそう思う。

　少なくとも自分より頭の良さそうな上級生が突飛な行動に出た理由が知りたく、雪子は答えを待つ、が──

　いずみは、それに微笑で応こたえた。

　疲れを滲にじませた、それまでの二条いずみにまるで似合わない微笑ほほえみで。

「誰に訊いても、水みな瀬せ遊ゆう矢やの事を覚えていない。白銀、君すら覚えていない。しかし私の記き憶おくには確かに君と水瀬に関する情報があり、一度すれ違っただけの不鮮明なものながら顔も覚えている。

　水瀬のことだけではない。デパートで、校門の前で、西さい苑えんまどか嬢じようの誕生パーティーの席で、君と交わした会話も覚えている。なのに君は知らないという……」

「あ、あの──」

「流石さすがに、揺らいでしまってな。人じん知ちを超えた力が働いていて、二に条じようの血故ゆえに私だけが覚えているのか？　それとも、私の頭がとち狂ったのか──正直に言ってしまえば、今も不安と疑念で混乱している」

「……………………」

「どうやら私に問題がある可能性の方が高いな。それでも私は、私の記き憶おくを信じる他ほかはないのだが」

　最後は彼女らしく毅き然ぜんとしたセリフだったが、雪ゆき子こはもう、そこに強さを感じられなかった。

　ぬるくなっているだろうセイロン茶を静かに口に運ぶいずみは、同じ高校生とは思えない落ち着きと凜り々りしさを備えているように見える。実際、自分と比べれば数段大人おとなで、揺らぎもないだろう。

　だが、雪子からは妄もう想そうとしか思えない記憶を本当にいずみが持ち合わせているとしたら──きっと別の世界に飛ばされてしまったかのような孤独と、自身の精神を疑うまでの燥しよう焦そう感を覚えているのだろう。

　そうだとした場合、いくら高校生にしては大人びて達観していたとしても、落ち着いていられるはずがない。雪子の前に現れたのも、いても立ってもいられず動いた結果だったのだ。

　その心境を思えば、同情したくなる──

　が、それは出来ない。

　いずみの言うことが真実だとは到底思えない。雪子にとっては自分の覚えていることが真実で、他の人もいずみの記憶を否定しているのなら尚なお更さらだ。

　だから、同情するような言葉は口に出来ない。生なま半なかな同情をしても傷の舐なめ合いにすらならない。

「…………」

　黙ったまま雪子は自分のグラスを手に取り、ストローを通してグレープフルーツジュースを飲む。

　すっかり溶とけた氷に薄められたジュースは水っぽくて、なのに舌が痺しびれる程酸すっぱく感じ、雪子は顔を顰しかめた。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　その後、二条いずみとは殆ほとんど言葉を交わすことなく喫茶店を出て別れ、雪子は自分の部屋に戻った。

　すぐに忘れて気にせず日常を過ごすには、いずみの話はあまりに重く、雪子はベッドに寝転んだまま何もする気になれず、飾り気のない天てん井じようを見上げ熱を測るように左手を額ひたいにあてた姿勢のまま、ぐるぐると思考を続けていた。

　どう考えてもいずみの話した内容は偽いつわりで、なのにいずみの様子に噓うそは見られず、むしろ切せつ羽ぱ詰つまっている様ようにさえ見えた。身に覚えのないことを語られ、怒ってしまってもいいはずの雪ゆき子こにすら痛々しく感じる程に。

　瞼まぶたを閉じて浮かぶのは、あれだけ印象的だった彼女の服装や研とぎ澄まされた日本刀のような芯しんの通った美しい顔ではなく、ほんの数秒しか見せなかった、憂うれい、苦く慮りよし、必死に水面に顔を出そうとしているかのような、切羽詰まった瞳だった。

　──胸が軋きしむように痛み、雪子は目を開け、ぼんやりと自分の掌てのひらを眺めた。

　こんなにもいずみの話が気になっているのは、架か空くうの人物と自分を核にした物語が印象的だっただけではない。

　この二日立て続け起こっている、夢から覚さめた後の痛いまでの寂せき寥りよう感。息が詰まるような苦しさと孤独を投げて寄越す夢という意味の分からない問題が解決していない上に、初対面の上級生から聞かされた並行世界の出来事のような話が重なった為かもしれない。

　それに──

　寝返りを打つようにして体ごと視線を移すと、視界には壁際に置かれたタンスと、

「…………」

　その横に、デパートの紙袋に入った靴くつがある。

　買った覚えも貰もらった覚えも無く、自分にはサイズの合わない靴が。

　いずみの言うような人物にはまるで心当たりがないし、そんな記き憶おくはどこにもない。

　そして同じく記憶にないのに、いつの間にか存在していた靴。

　帰る途中から気になって部屋に着いてすぐに靴を確認してみたが、やはり買った覚えはないし、見覚えもない。値札も見てみたが、一万円を超えていた。雪子にとってはかなりの大金といえる額で、そんな金額を使って忘れるなど有り得ない。

　誰かが置いていったとしか思えないのだが……そんなことをする人物には当然心当たりもなく、泥どろ棒ぼうが入って来て靴を置いて行くなど、それこそ与よ太た話ばなしだ。

　どんな経けい緯いで、どんな理由で、あの靴がこの部屋にあるのか──それが分からないことが、雪子の心を深い澱よどみに落としていた。

　再び寝返りを打って天井を見上げ、盛大にため息を吐つく。

　こんな調子では駄だ目めだと、どこかで自分が叱しつ咤たしている。折せつ角かくのクリスマスイヴを暗あん澹たんとした心境で過ごすなど冗じよう談だんじゃないと──

「…………っと、そうだ。クリスマスパーティーが……」

　美み樹きの住む女子寮りようの前で待ち合わせている時刻は、日も暮れた午後六時。まだ三時間は余よ裕ゆうがあるが、パーティーということで、参加者はクリスマスプレゼントを一つ持って行くことになっているのだ。

　プレゼントは何でもいいということだが、家の中には適当な物がない。どこかで調達しなければならない。

　いつまでも鬱うつ々うつとしていては本格的に気が滅入るので、雪ゆき子こはさっとベッドから体を起こして立ち上がった。帰宅してからコートを脱いだだけの格好だったので、脱ぎ捨てていたダッフルコートを拾い上げて袖そでを通し、タンスの上に置いておいた財さい布ふと鍵と携帯電話をジーンズのポケットに突っ込み──その拍ひよう子しに、また靴の入った紙袋が目に入る。

「……いくらなんでもこれを持って行く訳にはいかないし、ね」

　得体の知れない物を持っているのは気が進まないが、誰かにあげるというのは流石さすがに人としてどうかしている行為だと思ったので、不意に過よぎったアイデアは捨てた。

　それ以上デパートの紙袋が視界に入らぬよう意識して身み支じ度たくを調えた雪子は、自分の部屋から逃げるようにして商店街へと向かった。




　クリスマス一色に染められた商店街はとても華はなやかだった。

　学生の街である風かざ見み野のらしく高校生と思しきカップルが目立ち、商店や街路樹の飾り付けも若々しい色遣づかいで、商店街を訪れる全すべての者を祝福しているような雰囲気だった。

　店の外で売られているチキンやケーキは贅ぜい沢たくなトッピングとなり、サンタ服のコスチュームを着た女性は笑顔と「メリークリスマス！」の声を撒まき、身震いする程に寒いはずの風も熱を上げる効果しか持たず、灰色の曇り空は今にも白い結晶を舞い散らせそうになっていて……

　行き交う人々は笑顔が溢あふれ、

　はにかんだ女の子の表情はとても魅力的で、

　ぴたりと寄り添い離れない二人は堪たまらなく幸せそうで、

「………………………………っ」

　藤ふじ丸まるデパートで何か買おうと歩いていた雪子の足は、地面に吸い付けられたように止まってしまった。

　歩みを止めてしまった原因は、ギリギリと軋きしむ胸の痛みだ。

　恋と幸せで染められた空気に拒絶反応を起こしたように、堪こらえなければ涙が滲にじむくらいの寂しさが胸を締め付けている。

　遊歩道で突然止まった雪子を訝いぶかしむように遠慮のない視線を送って来る他人の目を気にする余よ裕ゆうがない程、決けつ壊かい寸前の堤防のような有様の心を押さえ込むので精一杯だった。

　苦しいというよりキツイ。

　侘わびしいというより切ない。

　寂しいというより哀かなしい──

「っ、なん、で……っ」

　喉のどの奥から悲鳴があがりかけ、力が抜け落ちて膝ひざを屈してしまいそうになる。

　それをどうにか堪こらえながら、よく考えろと自分に言い聞かせる。

　もっとよく見ればいい。一人寂しく歩いている男もいる。クリスマスなんて関係ないと言わんばかりに単語帳を手に歩く眼鏡めがねの女の子もいる。男だけで羨うらやむような目でたむろしている集団もいるし、ケーキを売っている店員は寒そうに指を擦こすり合わせて頰ほおを引きつらせているし、女サンタは笑顔と祝福の言葉だけでなくティッシュとカラオケ屋の宣伝もばら撒まいている。

　別に、自分だけが特別という訳ではない。特別に寂しいという境遇ではない。あと三時間もせずにクリスマスパーティーに参加出来るのだから、仲間内での集つどいさえ無い人に比べれば全然マシなはずだ。

　一つ一つの要素を嚙かみ締めるようにして、自分の内側に言い聞かせ……それでも、もう一人の自分は治なおらない。まるで物心のついていない子供のように、説得なんて意に介かいさず、胸を裂さいて潰つぶして無に帰すように自己主張激しく揺さぶり続け──

「おいおい、んな所に突っ立って何してやがるよ？」

　聞き慣れた──耳障ざわりな声に顔を上げれば、そこに井い沢ざわ玲れいがいた。呆あきれたような顔で、黒のライダースジャケットのポケットに両手を突っ込んで、背を丸めて両腕うでで自分の体を抱くという寒さに凍こごえているかのような体勢の雪ゆき子こを見下ろしていた。

　──いつもと変わらぬ軽けい薄はくな色の目が、異様に気に食わない。

「…………っの、放っておいて」

「別に放置してやってもいいけどよ、往来でぼけっとしてると邪じや魔まになんぜ。それともあれか、独り身の寂しさから熱あつ々あつカップルの邪じや魔ましてんのか？」

　からかうような口調はいつものことで、特別なことではない。

　が、重く沈んでいた負の感情を逆さか撫なでるには充分すぎる軽口に、雪子は自分の中に暗い焰ほのおが灯ともるのを感じ、歯を食いしばった。

「いいから、黙って……！」

「黙れって言われてもなぁ。色ボケイベント当日に薄い胸を抱いている知り合いなんて面白いもん見つけて黙っている方がどうかしてると、」

「──黙れって言ってんでしょ!!」

　カッときて怒鳴り声をあげた雪子は、声と同時に右のハイキックを繰り出していた。

「なっ──!?」

　流石さすがの玲もこれには驚きの声をあげ、それでも上半身を後ろへと撓たわませ顔面へと迫っていた靴先を紙一ひと重えで避けた。

　二人のやり取りを見ていた誰かが悲鳴をあげ、商店街が俄にわかにざわつく。

　そして驚きよう愕がくの表情で大きく一歩飛び退のいた玲は、目を大きく見開いて雪子を見る。

　だが、驚いているのは雪子も同じだった。

　いくら頭にきたからといって、いきなり蹴けりを放つなどどうかしている。相手が玲だから避けられたが、今のは当たれば頭ず蓋がいが割れるだけの威力が込められていたと思う。下手へたをすれば死んでいるかもしれない一撃だ。

　そして、怒りに任せて攻こう撃げきしてしまったというだけでもとんでもないというのに、雪ゆき子こは自分の中で疼うずくとんでもない感覚に、己の正気を疑っていた。

　反射的に右足が跳はね上がり、玲れいの顔面を薙なぐ軌き道どうで奔はしった時──胸に踊ったのは、間違いなく爽そう快かい感だった。

　人を攻撃して自分の過失に青ざめるならまだしも、快感に相そう似じした開放感を覚えるなど論外としか言い様ようがない。

　なのに──

　向かい合う二人を遠巻きに囲むようにざわつく、通行人達。

　スピーカーから流れる、空気にそぐわないクリスマスソング。

　それらがゆっくりと溶とかしたように、玲の顔からは驚きが薄れ、

「おいおいおいおい、いきなり何してくれてんだよ危ねぇなぁ。あれくらいでキレちまう程短気だとは思わなかったぜ？」

　その代わり、口元には笑みが、目には興奮に似た歓喜が浮かんでいた。

「もっと段取りとって、派手なシチュエーションで場を作ろうと思っていたが……ま、これはこれで有りだな。申し分無いとは言えないが、悪くねぇ」

　軽く爪つま先さきで地面を蹴けり、革かわ手袋に包まれた手をゆっくりと握り、構えらしき構えは取っていないまでも明らかに戦闘態勢と分かる雰囲気が全身から湧わき立つように滲にじみ出ている。

　間違いなく、玲はこの場で戦う気になっている。商店街という人ひと目めも気にしていないのか、喧けん嘩かになれば警察が出てくることも構わないのか、相手が女だという点も知ったことではないのか、戦意は増すばかりで収めるつもりは無いらしかった。

　だが──玲だけではない。

「折せつ角かく、白しろ銀がねもやる気になっていることだしなぁ？」

　楽しげな声の言う通り、雪子の方も昂たかぶりが抑おさえきれなくなっていた。

　玲のように歓喜ではなく、どこに溜とどまっていたのかという程のストレスが吹き出し、目の前の男にぶつけたくて堪たまらない。

　二日続けての夢が起こした異常も、初対面の上級生からの訳の分からない話も、覚えのない靴による困こん惑わくも、全すべてをぶつけて発散してしまいたい。

　そんな雪子の心境を見み透すかしたように、玲は口くちの端はを凶きよう悪あくに歪ゆがめて笑う。

「おら、来いよ。邪じや魔まが入ったら興きよう醒ざめだぜ？」

「────っ！」

　その言葉にトリガーを引かれたように、雪子はアスファルトの地面を蹴った。

　自分の身体能力がどれだけ優れているか、雪子は理解している。昨日きのうのバスケットの試合、素人しろうとでしかも絶不調だったにも拘かかわらず、本職を一いつ蹴しゆうしたのがいい例だ。

　殴なぐり合いだって、全力を出せば相手がプロの格闘家であろうと引けを取るつもりはないし、むしろ大怪け我がをさせてしまう心配をする羽は目めになるだろう。

　それでも、玲れいを相手に手加減をするつもりは欠片かけらもなかった。

　先の一撃は完かん璧ぺきに不意打ちだっただろうに、避よけきった。雪ゆき子この方も不充分な体勢からで、穿はいているのがスリムタイプのジーンズの為、ハイキックの際に膝ひざ関節の可動が満足なものではなかったということもあるが、それでも普通の人間ならば避けるどころか反応さえ出来ずに食らっていたはずだ。

　それでも、避けた──本気を出すには充分な理由だ。

　本気になれば玲との間にある距離を埋うめるのに一歩もいらない。滑すべるように半歩踏み込んだ雪子は憤いきどおりのままに、玲の横腹目掛けて左の中段蹴げりを繰り出す。

　常人ならば反射的にガードするのも間に合わない速度で迫る蹴りに対し、玲は口元に笑みを浮かべたまま右へ跳とび、

「え──ぎゃっ?!」

　その先にいた、携帯を構えて写真を撮ろうとしていた男に肩かたからぶつかり、派手に吹っ飛ばした。必死で避けた為に偶然ぶつかった訳ではない証しよう拠こに、玲は男にぶつかった反動でバランスをとり、慌あわてた風ふうもなく雪子を見る。

　そして雪子の方も、初しよ撃げきを優に避けられたことに舌打ちすらせず、迅じん速そくに追つい撃げきに入る。

　間合いに入った瞬間に左のローキックを放つと、再び横へと逃げられる。だがそれを予測していた雪子は蹴り足を振り切らずに膝を曲げて腹へと寄せ、軸じく足あしを返して体勢を変え、槍やりのような中段の足そく刀とうで追いかける。

　内臓を破裂させるだけの威力を孕はらんだ速度での蹴しゆう撃げきに対し、玲は体を横に開いてかわす。決して余よ裕ゆうのある避け方ではなく、その証拠に反撃には移れない。

　だがそれでも玲の表情に曇りや焦あせりは無く、むしろスリルを楽しむ喜びを感じているようにさえ見えた。

「ハッ──いい感じじゃねぇか！　もっとガンガン攻めて来いよ！」

「うだうだと喧やかましいのよっ！」

　易やすい挑発だったが、ただでさえ頭に血が上っている雪子の熱を上げるには充分だった。

　蹴り足を戻すと同時に、それまでのように隙すきの少なく遠い射程から届く蹴りではなく、危険を顧かえりみずに大きく踏み込み、右のハイキックを側そく頭とう部ぶ目掛けて放つ。

　しかし──雪子の右足が地面から離れたその瞬間、玲の笑みが深まった。

　その意味を、雪子は瞬時に理解する。が、玲の体はもう動き出した後だった。

　玲はそれまでのように横や後ろに退しりぞくのではなく、前へと踏み込んで来た。それも雪子の動きを読み切っていたかのタイミングで、雪子に劣るどころか匹ひつ敵てきする速度で。

　肩かたの横に掲げた左腕うでは踏み込んだことにより標的を失いつつも迫るハイキックを受け止める為で、後ろに軽く引き絞しぼられた右腕は、雪ゆき子この胸部か腹部かを狙ねらい放たれるものだった。

　それを悟さとりながらも、雪子は蹴けりを戻すことも、跳とび退のくことも、身を反そらして避さけることも出来ない。自分の失策を呪のろい打たれる痛みを堪たえる為に歯嚙がみするしかない。

　玲れいは必勝を確信してか、目を見開いて懐ふところに跳び込み、

「ぃっ──?!」

　瞳に浮かぶ色が歓喜から驚きよう愕がくに変化すると同時に、玲の体勢が大きくぐらついた。

　前に、やや低い姿勢で跳び込んだはずの体は後ろへと倒れ、肩の横に上げていた左腕はバランスを保とうと前へと伸ばされ──




　体勢を崩くずした玲の頭が泳いだ先には、軌き道どうを変えることも止めることも出来なかった雪子の右足があった。




　その時雪子の耳は、ゴッ、という嫌いやな音をハッキリと聞いた。



　運悪くハイキックをもろに食らった玲はそのまま崩れ落ち、本ほん懐かいを遂げたはずの雪子は呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。

　何が起きたのか、さっぱり分からなかった。今の攻防でダメージと敗北を与えられるのは自分のはずだったのに、現実に地面でのびているのは玲れいの方だ。

　当てるつもりでの蹴けりだったが、あまりに予想外の当たり方をしたので、怒りもストレスも忘れて狼狽うろたえてしまう。

　……と、その時。視界の端はしに何かが落ちるのを見た。

　反射的にそれを目で追うと、カラオケ屋の割引チケットが挟はさまれた、包装が破れて中身が溢あふれたポケットティッシュが落ちていた。

「……………………………………まさか…………これを踏みつけて……？」

　自分でも信じられないと思いつつ、しかしそうとしか考えられなかった。

　勢いよく踏み込んだ靴くつの裏が踏んだのは固いアスファルトではなくビニールに包まれた柔らかなティッシュで、その差異が豪ごう快かいに転倒せんばかりに体勢を崩くずす結果に繫つながり、しかも倒れ込んだ先にはポイントを外したはずの蹴りが待っていた……

　どれだけ偶然が重なればそんなことになるのか分からないが、どうやらそういうことらしかった。

「…………おい、あれヤバイんじゃ……」

「…………病院を」

「…………いや警察を」

　ひそひそと聞こえる声に、地面に倒れ気絶している玲を見下ろしていた雪ゆき子こはハッと正気に戻った。

　今、自分は加害者として注目を浴びている。危害を加える気満々だったとはいえ、このままではイヴの日を警察で過ごすというとんでもなく嫌いやなイベントになってしまう。

「ぁ、お巡まわりさん──」

「や、やばっ!?」

　焦あせった雪子は玲の着ていたジャケットの首根っこを摑つかみ、そのまま人ひと垣がきを割って超特急で逃げ出した。

「おいこらっ、ちょっと待──」

　後ろから警官らしき男の声が聞こえて来たが、止まる訳にもいかない。

　むしろ逃げる速度を限界まで上げて、雪子は脱だつ兎との如く現場から離れた。
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「…………こ、ここなら平気、かな……？」

　袋小路の突き当たりの薄暗い路地で呟つぶやいて、雪子は深く息を吐はいた。

　高校建設に合わせて街興おこしされた風かざ見み野の駅周辺には複雑に入り組んだ路地は無く、不良の溜たまり場になりそうな廃ビルや暗い場所も少なく、逃げ込む場所を選ぶのにかなり苦労する羽は目めになった。

　具体的に言えば十分近く走り回った。一人ならば家に逃げるという手もあったが、余計なモノを持っていたのでそれは止やめ、結局はゲームセンターとファミレスの間の、従業員入り口のある細い路地に逃げ込むという犯罪者ちっくな行動をしてしまった。

　元々は美容院が入るはずのスペースだったが工事中に中止が決まり、隣のゲームセンターがこれ幸いにと拡張した為、本来なら出来る予定の無かったデッドスペースがぽっかりと生まれ、折せつ角かくなのでと従業員の出入り口を作った──そんな噂うわさを誰かから聞いた覚えがあったが、経けい緯いはともかく、人ひと目めにつかない場所があって助かったと心底から思った。

　気分的には冷たいお茶かスポーツドリンクでも飲みたいところだが、気絶したままの玲れいを放っていく訳にもいかず、仕方なしにファミレスで使っているらしきビールケースの上に腰こしを落とす。

「それにしても…………やっちゃったわねー……はぁ」

　今更ながら自分のしでかした事のとんでもなさを実感し、雪ゆき子こは大きなため息を吐ついた。

　いくら相手が玲だったとはいえ、あんなにも簡単に暴力を振るってしまった自分が信じられない気分だった。しかも本気を出して、その上に当ててしまったとなると、ただ失神させただけで済んでいない可能性も高い。

　打だ撲ぼく、程度ならまだいい。頭ず蓋がい骨こつに罅ひび……というのも、かなり重い怪け我がだが、マシな方だと思う。

　頭部への攻こう撃げきは、脳を激しく揺さぶり頭ず蓋がいに打ちつける結果を招きかねない。そして脳の負傷は容易たやすく人を死に追いやるものだ。

　あまり好かない相手で、こうなった原因の一いつ端たんは玲の方にもある。

　だが、自分の攻撃が下手へたな凶きよう器きによるもの以上に危険だと理解していたはずなのに、怒りに任せてやってしまったという事実が、今更ながらも雪子の良心を責め立てた。

　つい逃げてしまったが、逃げるべきではなかった。すぐに病院へ運ばなければならないはずだったのだ。

　軽けい挙きよな行動を取ってしまったことに強い後悔を覚える。

　今からでも遅くない。警察の人を、いやそれよりも病院に電話して救急車を──

「つっ……く、そ……」

「あっ?!　気がついたの!?」

　自分の癇かん癪しやくが他人を傷つけ命を奪うかもしれないという想像に震えかけていた雪子は、倒れたままの玲が呻うめいた声に敏感に反応した。

　痛むのか左手をこめかみにあて、顔を歪ゆがめながらも薄うつすらと目を開けるその姿を見て、雪子はほっと胸を撫なで下ろす。

「い、井い沢ざわ君、大丈夫？　ごめん、その……は、吐はき気とか無い？」

　罪悪感から出来るだけ優しく声を掛ける雪ゆき子こだったが、手で頭を抑おさえながら上半身を起こした玲れいは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて睨にらんで来て、

「……あぁ？　何を気味悪ぃこと言ってやがんだ？」

「え……？　でも、あたしのせいだし……」

「雪ゆき姫ひめがんなこと気にし…………ぁ？　何だ、このノイズは？」

　まだ顔を顰しかめたままの玲は頭を振りながら、意味の分からないことを呟つぶやく。妙みような呼ばれ方も気になるが、もしや本当に脳を傷つけてしまったのではないかと、雪子は顔を青ざめさせた。

　やはり警察がどうとか言ってはいられないと救急車を呼ぶことを検討する雪子の前で、玲は瞳に動揺の色を浮かべながら何事かを呟き続ける。

「これ、は…………魔法……雪姫の攻撃で破損して………………雪……白しろ銀がね……？」

「や、やっぱり病院よ、救急車呼ぶから、大人おとなしく──」

「何……が…………とにかく、解除……」

　ぶつぶつと呟き両手で頭を抱える姿勢になった玲を尻しり目めに、雪子は携帯電話を取り出して、震える指で『一一九』と押そうとする。

　が、その前に、玲の背中がビクンと大きく揺れ──

　バッ、と勢いよく顔を上げた。

「…………な……んだと……!?」

　その表情はありありと驚きよう愕がくと動揺に染められており、見ていた雪子の方も驚き、携帯でダイヤルするのを忘れてしまう。

　玲の目に浮かぶそれは、不意に攻こう撃げきを受けた時より、思わぬ物を踏みつけてバランスを崩くずした時よりも遙はるかに大きなショックを受けていると分かるもので、その変化に雪子は戸と惑まどい、狼狽うろたえてしまう。

　常じよう軌きを逸いつした……とまではいかないが、それでも錯さく乱らんしているようには充分に見える玲は、大きく開いた自分の掌てのひらを凝ぎよう視しし、

「オレが、このオレが記き憶おく操作を受けて気づかなかっただと……!?　あの小こ娘むすめの仕し業わざ…………いや、それは有り得ねぇ……だとしたらあの後──」

「い、井い沢ざわ君……？」

「うるせぇ黙れ洗せん濯たく板」

「…………いくら頭を強打したからって、言っていいことと悪いことがあるわよ」

　下手へたに出ればつけ上がりやがって、と殺意すら込めた目で睨にらんでやるが、玲はちらりと雪子を見ただけで、右手で首から提さげたチョーカーを弄いじりながら鋭い目で虚こ空くうを見る。

　元はといえば自分が悪いのだが、流石さすがにこの態度の前では罪悪感など吹っ飛ぶ。頭に十数個は浮かんだ罵ば詈り雑ぞう言ごんのどれを浴びせてやろうかと考えていると、

「ダメージは深くねぇ」

　あくまでも雪ゆき子この方は見ないまま、玲れいは素そっ気けなく言った。

「雪ゆき姫ひめの動きは固くなっていたからな、インパクトの瞬間に力を抜いて最小限でやり過ごした。どこも怪け我がはねぇし、あのまま続行だって出来ていたはずだ」

「……偉えらそうに、完かんっ璧ぺきに気絶しておいて」

　強がりにしか聞こえない言葉に唇くちびるを尖とがらせて文句をつけてやると、玲はチョーカーを弄いじる手を止め、じろりと雪子を見て来た。

　気を悪くしたようには見えないが威圧感溢あふれる視線に、雪子はたじろいでしまう。

「な……何よ？」

「口で説明するだけ面倒だ、お前にも体感させてやるよ──頭ん中で魔法が弾はじける衝しよう撃げきってヤツを、な」

　訳の分からない事を言いながら、玲はがっしりと雪子の両肩かたを摑つかんだ。

「なっ……ちょっと、何する気よ!?」

　言葉の意味も、行動の理由も分からないまま、雪子は焦あせりに身を固くして喚わめくことしか出来ない。藻も搔がこうにもしっかりと肩を摑まれた上に射るような視線を間近で受け、抵抗は殆ほとんど不可能だった。

　これから自分の身に何が起こるのかは分からないが、嫌いやな予感はビリビリと背筋を走り回り、どう考えてもろくなことにはなりそうもない。

　展開について行けない雪子に対し、玲はにやりと口元を歪ゆがませて笑い──

　だがその目は欠片かけらも笑わず、むしろ焦あせっているような揺らぎがあった。

「感謝するぜ、雪姫。おかげでオレは夢から覚めて、今現在絶ぜつ頂ちように最悪な気分だ──ああいや、すぐにお前も味わうことになるんだ、これ以上は野や暮ぼだな」

「な、な、何をするつもり、なのよ……」

「お前の右足でやったのと似たようなことだ。雪姫にかけられている魔法なら普通に解けるが、それには時間を食うしな。強引に行かせて貰もらうが……ま、記き憶おくがいくつか飛んでもご愛敬ってところだな」

　意味不明な言葉の中にあった『記憶が飛ぶ』という件に感じていた嫌いやな予感はマックスになり、雪子は必死になって首を横に振り、額ひたいがぶつかりそうなくらい間近にある玲に懸けん命めいのアピールをする。

「ちょっ、何だか知らないけど止やめてっ!!」

「却きやつ下かだ。存分に味わえ。そして──」

　すっ……、と玲の顔が後ろに退のき──

「存分に感謝しろや」

　猛もうスピードで迫った玲の額ひたいが、雪子の額を痛烈に打ちつけた。

「ぁ────っっっ!?」

　玲れいの頭ず突つきに頭部が後ろに弾はじかれた瞬間、額ひたいや頭ず蓋がいではなく、脳の内側が爆発したかのような痛みが雪ゆき子こを襲い、思わず気を失いそうになる。しかし今までに感じたこともない強烈な痛みは嫌いやらしく意識を繫つなぎ止め、雪子は地面に膝ひざをつき、ぱくぱくと金魚のように口を開閉し、悪態を吐はくことも出来ずに頭を抱えようとした。

　だがその前に、何かが雪子の頭頂部に触ふれた。

「大事なところまで破損したらヤバイから軽めにしてやったぜ。盛大に敬うやまえ」

　勝手な事を言うのは間違いなく玲で──しかし雪子はその言葉が聞こえはしても、意識を傾けることはなかった。

　頭の中で、何かが泳いでいるような妙みような感覚がある。

　米粒大の虫が脳を蹂じゆう躙りんしているかのような、嫌けん悪おと忌き避ひを引き起こす極ごく悪あくな感覚に、しかし悲鳴を上げることも出来ない。

　声だけでなく、身動きどころか指先すら動かせない状態で、雪子はただ自分の身に起きている未知の異変を甘かん受じゆするしかなかった。

「──この感じなら数秒で終わるな」

　目は開いているはずなのに何も見えない状態で、しかし玲の耳障ざわりな声はしっかりと聞こえて来る。

　耳を塞ふさぐことも出来ず否いや応おうにも聞くしかないその声は……何故なぜだか、若じやつ干かんの憂うれいを帯びているような響きがあった。

「終わったら、精せい々ぜい絶望しろ。それも終わったら協力してもらう。嫌とは言わせねぇ──というか、嫌だなんて言うはずもねぇか」

　──その言葉の直後。




　雪子の世界は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。
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　頭の中で何かが軽く、ポップコーンのように弾はじけた瞬間、雪子は自分が分裂したかのような錯さつ覚かくをしてしまった。

　頭に触れていた玲の手が離れても、真っ白になった思考は動き出さない。

　呆ぼう然ぜんと──自分が今まで何をしていたのか分からなくなる程、思い出したものが衝しよう撃げきを与えていた。

　──そう、思い出した。

「………………………………………………………………………………なんで？」

「質問は的確かつ具体的にしろや。ま、今ばかりは通じるけどな」

「なんであたしは忘れていたのよっ?!」

　怒鳴り、口調とは違い普段の軽さをまるで感じさせない真剣な目で自分を見下ろす玲れいを睨にらみ返し、雪ゆき子こは勢いよく立ち上がった。

　思い出した。

　今までずっと、十年以上も共にいた存在のことを。

　同じ高校に入り、同じアパートに住み、同じ時を過ごしていた幼おさな馴な染じみのことを。

　忘れようにも忘れられないはずの、水みな瀬せ遊ゆう矢やという大事な人間のことを、ようやく思い出すことが出来た。

　しかし疑問が解けた訳ではない。

　どうして自分が遊矢のことを忘れ、他ほかの人達も遊矢のことを忘れ、そして、

「──遊矢はどこっ!?　どこにいるの!?」

「知らねぇ。だから探す。まずは落ち着け」

「っ──！」

　かけられた冷静な言葉に歯が軋きしむ程に強く奥歯を嚙かんだ雪子は、溢あふれんばかりに荒れ狂う心のままに玲の胸ぐらを摑つかみ、そのまま力任せに壁に押し当てた。

「落ち着いていられるはずがないでしょ?!　こんな、こんなことになって、どうして落ち着いていられるっていうのよ!?」

「なら訊きくけどな……これが、誰が引き起こしたことか分かってんのか？」

「誰がって、そんなの──」

　分かる訳がない、と言おうとして、雪子は思い当たる節ふしがあることに気がついた。

　雪子や玲、それから恐らく、風かざ見み野の高校に通う全生徒……もしかすれば自分や遊矢の両親すら記き憶おくがおかしくなっていたのかもしれない。

　だが、一人例外がいる。

　最も結びつきが強いはずの雪子ですら、悪魔である玲ですら忘れていたのにも拘かかわらず、ただ一人だけ、遊矢のことを覚えていた女性がいる。

　彼女は──二に条じよういずみは、自分のことを何と言ったか？

　祓はらい師しであると。

　祖先が天てん女によを呼び出したと。

　そして──二条の血は魔を受け付けない、と。

　彼女自身も半信半疑かそれ以上に信じていないことらしかったが、この事態でいずみだけがそのままの記憶だったことを考えれば、強あながち偽いつわりとは言えないはずだ。

　そして本当に彼女の血が魔を受け付けない……つまり『魔法を受け付けない』とすれば、全すべて納得出来る。

　少なくとも数千人もの数の記憶を操るなど、魔法でしか適かなわない。

　天使や悪魔は魔法を使うことが出来るが、今回の場合、水みな瀬せ遊ゆう矢やというたった一人に関する記き憶おくを改変している。

　そんなことをする可能性があるのは、雪ゆき子この知る限りでは二人だけ。

　一人は、目の前にいる井い沢ざわ玲れい。

　そしてもう一人は──

「……リールゥの仕し業わざ」

　宿敵ともいえる悪魔の名前を出した雪子だが、

「その回答は五十点だな。落第点だぜ」

　鋭く冷ひえた目をした玲は、自分が暴行を受けていることすら無視しているような平へい坦たんな声でそう言った。

「あの小こ娘むすめが記憶操作をしたのは間違いないだろうよ。だがな、契約も無しに規模のでかい魔法なんか行使出来ねぇ。範囲が風かざ見み野のだけだとして、それでもあの女一人じゃ無理だ」

「なら誰か他ほかの悪魔が協力してるっていうの!?」

「違う。もっとストレートに考えろ」

　話しながらも他ほかのことを考えているらしい玲は、普段のようにふざけることなく端たん的てきに言う。

　だが、雪子だって分かっている。素直に考えればもっと簡単な答えがあることに。

　認めたくないからこそ思考はそれを避さけた。だが玲の言葉で浮かび上がった回答を、もう無視することは出来ない。

　胸ぐらを摑つかみ壁に押し当てていた手に一ひと際きわ力が籠こもるのを感じながら、雪子は血を吐はく思いで、叫んだ。

「どうして……どうして遊矢がそんな契約をするのよっ!?」

　リールゥの契約している人間は遊矢で、その契約が終わらない限り、リールゥは他の人間と契約出来ない。だがそれを踏まえなくとも、水瀬遊矢という存在を隠いん蔽ぺいする行為に意味を見出す人間は殆ほとんどいない。

　あるとすれば、何らかの理由で遊矢自身がリールゥに魔法を使わせた──それくらいだ。

　それくらいしか思いつかないが、遊矢が己の存在を皆の記き憶おくから消す理由など無いはずで、どうやってリールゥを見つけ新たな契約を結べたのかも分からない。

「現実を認められた雪ゆき姫ひめにご褒ほう美びだ──二つ、とっておきの情報を教えてやる」

「……何よ？」

「一つ──新聞部のデコ眼鏡めがね、武む藤とうアキの正体は、お前等が探していたリールゥだ」

「なっ……アキが?!」

　驚きよう愕がくの事実に、雪子は自分の知っている武藤アキに怪あやしいところがあったかを思い出す。

　元気で、いつも走り回っていて、楽しそうで、トラブルメーカーで……確かに高校入学以来、事件の切っ掛けには殆どの場合アキが関わっていた。

　最後に遊ゆう矢やの姿を見たのは三日前。あの時遊矢は、アキと一緒に出かける約束をしていた。

　もし、もしもアキの正体がリールゥだと、遊矢が知っていたのなら……

「そして、もう一つ」

　玲れいの声にハッとした雪ゆき子こだが──それは数秒も持たなかった。

「遊矢はリールゥと、自分が死んだ時に魔法を発動させる契約をしていた」

「…………え？」




「遊矢が死んだ場合──契約に則のつとり、遊矢に関わる記き憶おくと痕こん跡せきは全すべて消える」




　今度こそ、雪子は絶句してしまった。

　玲の胸ぐらを摑つかんでいた手からは力が抜け、膝ひざが震え、視界はぐらぐらと安定を欠く。

　立て続けに知らされる事実に、意識が遠のいてしまいそうになる。

　全すべては夢で、このまま気を失って、目が覚めれば一昨日おとといの朝で、隣にはちゃんと遊矢がいて、やきもきしながらも楽しい日々を過ごせて──

　そんな都合の良い逃とう避ひに吞のまれそうになる雪子の意識を繫つなぎ止めたのは、あくまでも冷静な玲の声だった。

「──勘かん違いするなよ。遊矢は間違いなく生きている」

「……………………え？　生きて……？」

　呆ぼう然ぜんと聞き返した言葉に、玲は小さく頷うなずいた。

「遊矢が死んで魔法が発動したとして──なら、どうして雪ゆき姫ひめはここにいる？」

「い、意味が分からないわよ」

「お前と遊矢が風かざ見み野のに入ったのは、リールゥを捕つかまえる為じゃねぇのか？　いや、そうでなかったとしても、どうしてアパートで一人暮らしをしている？　オレの記憶、事実と偽いつわりの二つの記憶の両方でお前はアパート暮らしをしていることになっている。けどよ、遊矢が初めからいないものとするなら、わざわざそんなことしなかったんじゃねぇのか？」

　その言葉に、雪子は「あっ」と声をあげるが、玲はそれを気にした風ふうなく続けた。

「もしもそこまで緻ち密みつに設定していない魔法で、現状に合わせて適当に情報を弄いじるだけのものだったとしても、だ……このオレまであの新聞眼鏡めがねの魔法にやられていたっていうのはありえねぇ」

「…………どうしてよ？」

「あいつの魔法は解いた経験がある。それ以前に、オレは魔法をかけられたことにも気づかず、雪姫や他ほかの奴やつ等らが記憶操作の魔法を受けたことにも気づかなかった──ざけんな。このオレが、弱体化しているとはいえ、ただの上位悪魔にそんな隠いん蔽ぺいまでされるかよ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情に、感情を表す荒れた言葉。それで雪子は、目の前の男がどれだけプライドを傷つけられたのかを知った。

　同時に、玲れいが言いたいことも理解する。

「つまり……リールゥだけが犯人じゃないのね」

「そういうこった。心当たりは無い訳じゃねぇが、不確定だな。あの時現れた奴やつだろうが…………くそ、遊ゆう矢やにやられた傷を治すと同時に意識を失っている間の情報を消してやがる！」

　憤いきどおりに任せて振るわれた玲の腕うでは寄りかかっていた壁を打ち、コンクリートの壁だというのに大きく亀き裂れつが入る。

　感情的になって物にあたる玲の姿を、雪ゆき子こは初めて見た。だが驚くよりも、この男も自分と同様に降って湧わいたような事態に焦あせり冷静ではないのだと知ったことで、自分もしっかりしなければと強く思う。

　絶対に何とかしてやる、と決意を新たにした雪子は、先の玲の言葉に気になるものがあったので、まずはそこから訊きいて情報を整理することにした。

「そういえば、さっきあんた妙みようなこと言ってたわね。『あの時現れた』とか、『遊矢にやられた』とか……どういうことなの？」

「ああ？　言葉通りだ。三日前の夜──恐らくは魔法が実行される直前だな。学校で遊矢とやり合って、瀕ひん死しの重傷負わされた」

「……………………………………………………え？」

　今まで散さん々ざん驚いた雪子だったが、今度ばかりは冗じよう談だんだとしか思えなかった。認めたくないとかそういうことではなく、玲が適当な事を言っているのだと。

「バカ沢ざわ、今は非常時よ。くだらないこと言わないで」

「アホ、非常時だから恥を晒さらしてんだろうがよ。いくら相手が遊矢だからって、このオレが敗北したことを誰かに言うなんてやってられるか」

　言うと、玲は顔を顰しかめ苦にが々にがしそうに口を閉じた。

　それでようやく、雪子はその告白が冗談ではない可能性を考える、が……

「でも……遊矢よ？　運動神経が悪いわけじゃないけど、あんたと比べたら勝負にならないじゃないの。リールゥが加勢していたわけ？」

「いんや、一人だ。変則的とはいえ一対一で、こっちは胸に穴開けられてノックダウン、遊矢は無傷の完敗だったっつーの……ったく」

「そんなの……でも……」

「お前の認識は甘い。真っ正面から肉弾戦になりゃあ、オレやお前が普通の人間に遅れを取ることはまず無い。けどな、あいつに戦術を駆く使しする時間と道具さえあれば、それこそ魔法でも使わない限り負けるぜ。特に雪ゆき姫ひめ、お前はな」

　やけに真剣な目で語る玲に、雪子は反論出来なかった。身体能力の差をあっさりと覆くつがえされた経験は何度もある。秋に旅行先で玲の妹であるゼルフィ＝ラインクォードの使う毒の前で簡単に体の自由を失ったばかりなので、尚なお更さらだ。

　──だが、それでも信じ難い話ではある。

　あの遊ゆう矢やが、一人で玲れいを倒すなど。

「……でも、どうしてあんたが遊矢と戦ったのよ？　さっきの言い方からすると、カッときて戦闘になった訳じゃないんでしょ？」

「色々と、な。話してもいいが……とりあえずは移動しながらだ」

　勝手にそう決めるが早いか、玲はさっさと歩き出し、薄暗い袋小路から抜けようとする。走ってはいないが、長い足を駆く使しし大おお股またでどんどん進んで行くので、普通の高校生が小走りするのと同等以上の速度が出ていた。

　雪ゆき子こは慌あわてて後を追うが、一つだけ訊きいておかないと安心出来ないことがある。

「いいけど、どこに行くのよ!?　遊矢がいる場所に心当たりがあるわけ？」

「無い。だからまず、あいつの部屋がどうなっているのか確かめる。オレの予測通りなら、そこに何か手がかりがあるはずだからな」

「予測って、それを先に話しなさいよ！」

「ざっと百を超える可能性の内の一つだ、何も無いって場合もある。まずは行って確認してからだ」

　はぐらかすような言葉に軽い響きがあれば後ろから蹴けりを見舞っているところだが、玲はあくまでも淡々と、必要事項だけを述べるように言う。

　だから雪子も強く物を言うことが出来ず、つい違うことで文句を言ってしまう。

「急いでいるなら走りなさいよ！」

「思索しながら走れるかよ。雪ゆき姫ひめが覗のぞいたら卒そつ倒とうするくらい複雑に思考を働かせてんだから無む茶ちや言うなや」

「くっ……！」

　何を言っても『いいから黙ってろ』的な返事が来ると朧おぼろ気げながら理解した雪子は悔くやしげに玲の背中を睨にらむ。

　しかし、思考力という意味では自分より段違いのこの男をあてにしてもいるので、それ以上ごちゃごちゃ言って邪じや魔まをする訳にもいかなかった。

　全すべては遊矢を見つけ、どうしてこんな事になったのかを知り、解決する為に──

　その為にはかなり嫌いやではあるが、玲の言うことをある程度は聞く他ほか無い。

　ストレスと不安が募つのるのを感じながら、雪子は玲の後を追い、自分達が住むアパートへの道程を早足で進んでいった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　気絶した玲れいを連れ込んだ路地から徒歩七分。雪ゆき子こ達はアパートに辿たどり着いた。

　結局、二人の間に殆ほとんど会話は無かった。玲は何やら考えているのが背中を見ても分かり、雪子は雪子でまだ整理のつかない気持ちを落ち着かせ、ともすれば不安で胸が埋うまりそうになるのを抑おさえるので精一杯だったのだ。

　今日も雪子が寝て起きて過ごした部屋の隣──遊ゆう矢やの部屋だったはずのドアの前で、玲は横目で隣の雪子を見やり、

「おい、鍵持ってないか？」

「……持ってない」

　遊矢は在宅中に鍵を掛けず、二人がバラバラに帰ることはあっても遊矢の方が遅くなることは珍しかった。だから雪子はわざわざ合い鍵を貰もらうという発想はせず、いつでも隣に踏み込めると思っていたし、実際にそうだった。家主のいない部屋にさほど興味は無く、待てば帰って来るのなら自分の部屋にいれば良かったのだ。

　まさかこんな事態になるなど思いもせず、結果として苦い思いをする羽は目めになった。

「……あんまりしっかりした鍵じゃないから、壊こわすのは簡単だと思うけど……バカ沢ざわ、あんたピッキングとか出来ないの？」

「出来ないこともないけどな……いや、もしかしたら」

　何か思いつくことがあったらしく、玲は不意にドアへと手を伸ばし、しっかりとノブをその手に握り──

　軽く手を捻ひねる動作に、ドアはあっさりと口を開けた。

「…………鍵、掛かってなかったの？　どうして？」

「逆に訊きくが、遊矢は普段鍵を掛けるか？」

「そりゃあ……うん、いつもはちゃんと掛けて出かけてるわ」

　記き憶おくの中の遊矢は、慌あわてず騒がず、近くのコンビニに行くにも鍵を掛けていたはずだ。

　なのに、今日に限って鍵は掛けられていない──

「……誰かが来たら入れるように、わざと……？」

「さあ、どうだかな。遊矢以外の誰かが侵入して鍵を掛けずに出た可能性もあるしよ」

　言いながら玲はドアを開き、さっさと中へ入る。乱暴に靴くつを脱ぎ捨て部屋へと上がる玲に負けじと、雪子も急いで屋内に入る。

　そして、我が目を疑った。

　食事と勉強の時以外は端はしに寄せられているテーブルが部屋のほぼ中央に置かれ、その上には、



「……………………何、これ？　ノートが、こんなに……」

　十や二十ではきかない数の、無数に積まれたノートの山。

　遊矢の部屋でこんな物を見た覚えの無い雪子は啞あ然ぜんとするが、玲は無言でテーブルに近寄り、上に載のせられていたノートを手に取った。

　玲れいが持ち上げたことで表紙に書かれていた文字が雪ゆき子こにも見える。そこにはやや拙つたない文字で、大きく『にっき』と書かれていた。その下には英数字で１とナンバリングされており、どれ程勘かんの鈍い者でも一発でそれが何かを理解出来るだけの情報だった。

　つまりこれは、遊ゆう矢やが書いていた日記──そういうことになる。

　だが、山となる量の日記は……果たして何日分、何年分なのか、雪子には見当も付かない。

「思った通り……か。なら、遠慮無く──」

「ちょっ、バカ沢ざわ!?　人の日記を勝手にっ」

　何ら躊躇ためらいなく表紙を捲めくり日記の中を見る玲の行為に声を荒げるが、玲は視線すら寄越さずに呟つぶやいた。

「据すえ膳ぜん食わぬは、って言葉を知っているか？」

「知ってるわよ！　でも、これはそれと違うでしょ!?」

「違わねぇんだよ。これを用意したのが遊矢か、他ほかの誰かは知らねぇ。だがこうもお膳立てされて中を見ずにやり過ごしてどうする？　オレ達に一番足りていないのは、遊矢の現在位置を知る為の情報だぜ？」

　話しながらも玲は瞳どう孔こうを左から右へと高速で移動させ、左手でノートを支え右手で次々とページを捲るという、傍はた目めからはとても読んでいるとは思えない速度で作業をこなす。

　確かにプライバシー云うん々ぬんと言っていられる状況では無いのだが……それでも躊ちゆう躇ちよしてしまう雪ゆき子こは、他ほかに何か方法はないかと探してしまう。

「……あんた、魔法で探せないの？」

「無理だ。新聞眼鏡めがねは隠れるのが上手うまい。その上、あれよりもレベルの上の奴やつがいる可能性が激げき高たかだ。今のオレにはどうにも出来ねぇ」

「ならっ──」

「いいからお前も読め。……いや、むしろオレより雪ゆき姫ひめが読むべきなんだろうよ」

　言って、玲れいは手に持っていたノートを雪子の胸に押しつけた。そしてさっさと手を離すので、雪子はノートが落ちるのを防ぐ為、慌あわてて受け取ってしまう。

「ちょっ……」

「開き癖がついている所だけでも読め。お前は、遊ゆう矢やのことを知らなすぎんだよ」

　二冊目のノートに手を伸ばす玲の言葉は、我が慢まんの出来ない暴言だった。

　カッとなった雪子は山と積まれたノートを取ろうとする玲の手首を摑つかみ、力尽くで自分へと意識を向けさせ、

「あたしが遊矢のことを知らないなんて──」

「無いって言えるか？　なら、今の事態が起こるかもしれないと、お前は考えたことがあるのかよ？」

「そっ…………れ、は」

「オレはあるぜ？　遊矢との付き合いは雪姫の十分の一に満たないが、こうなるかもしれないとシミュレートしたことがある。多少形は違う上に、むざむざ実行させちまうとは露つゆとも思っていなかったがな」

　そう語る玲の表情に、自じ慢まんの色は無かった。悔くやしさも苛いら立だちも見えず、静せい謐ひつな雰囲気すら醸かもし出し、それでも瞳は鋭さを失っていない。

　そんな姿に、雪子は手から力を抜いてしまった。

　自分はまだ混乱しているらしかった。こんな火か急きゆうの事態に、あからさまに並べられている情報を前に、他ほかの手段を検討しろなどと。

　悔しいが、玲は思考に優れている。多々問題はある奴やつだが、どう考えても雪子より合理的な判断をして動いている。そんな奴が選んでいる行動に、大したことを思いつけない自分が口を挟はさんでも邪じや魔まになるだけだった。

「オレは遊矢を知っている──が、足らねぇ。オレが知っているあいつは、あいつが見せるつもりで晒さらしていた部分だけだ。丁てい寧ねいに隠していた部分にも多少は触ふれたが、一部を理解しただけだ」

　自由になった手で二冊目を取った玲は早くも中に目を通しながら、強く歯を嚙かみ締める雪子へと語りかけてくる。

「だからオレはこれを読む。あいつの経験と思考をそっくり読み取れる訳じゃねぇが、今のままじゃ遊ゆう矢やを出し抜けるとは思えねぇ。そして──最高にむかつくことに、オレ一人じゃ手に余るんだよ」

「…………珍しく殊しゆ勝しようね」

「やり直しが利かない上に、完かん璧ぺきに負けた相手に挑いどむんだ。体面気にして見み得えを切ってそれで負ける程の馬鹿げたことはねぇ。ついでに言えば、遊矢にとって主しゆ賓ひんはオレじゃなくてお前だ。遊矢に勝つには、どうしたってお前に頑がん張ばって貰もらわないと困るんだよ」

　言いながら二冊目の日記も閉じて床ゆかに置く。

　三冊目を取る玲れいの姿は冷静に見えて、しかし言葉から相当に切せつ羽ぱ詰つまっているのだと分かる。プライドの高いこの男が、あくまでも勝利に固こ執しつし、その為に他者の協力を求めている。

　雪ゆき子こは、知らない。

　玲れいがここまで遊矢に拘こだわる理由も、遊矢がどうやってこの傲ごう慢まんな悪魔の鼻をへし折ったのかも、遊矢がどこにいるのかも、どうしてこんな事になったのかも──

　だが、知っていることもある。

　遊矢がどんな奴やつで、何が好きで何が嫌きらいで、どんな毎日を過ごしていたのか、どれだけ雪子に優しいのかも──

　そして……遊矢への想いは、誰にも負けないつもりだ。

　当然、目の前にいるこの男にも。

「────ごめん、遊矢」

　意を決し、この場にいない日記の持ち主に謝罪をして、雪子はノートを捲めくった。

　日付の後、『今日、といってももう昨日きのうのことになるけど、すごいことがおきた』という一文で始まるその内容は、リールゥを呼び出した日──雪子が大怪け我がを負った日のことが書かれていた。













閑話Ⅶ








『十月五日




　今日、学園祭が終了した。

　興味深いことはいくつもあったけど、特筆すべきは二つ。

　一つは、玲れいが悪魔だとハッキリ分かったこと。これでほぼ間違いなく、六月末の事件の時に玲が関わっていたはずだ。

　玲が悪魔でも、基本的にやるべき事は何も変わらない。

　けど、もう一つの重要項目は、久しぶりに偽いつわりでなく感情の昂たかぶりを感じた程に、大きく今後に関わってくるはずだ。

　今までずっと欲しかったものが、知りたかったことが、全すべて手の内にある。

　機会を誤らなければ、僕は元通りの体に戻ることが可能だし、殆ほとんど失うもの無く事を済ませられる。




　恐らく、この状況は奇き跡せきに近い。二度目は無いだろう、奇跡に。

　──だからこそ迷ってしまう。

　僕は今まで、元の体に戻ることを諦あきらめていなかった。それが限りなく無いに等しい可能性だと分かっていたのに、諦めはしなかった。

　諦めてしまえば、心は急速に冷えて固まり崩くずれ消えると、そう思っていたから。事実、そうなっていたのだろう。

　けれど、欲しかったものが、必要だと思っていたものが全て揃そろった今──本当に契約を終わらせていいのだろうかと、迷いが生まれている。

　迷うなんて本当に久しぶりのことだけど、これは喜ぶべき事態じゃない。

　優先すべきは、決まっている。元の体に戻るのは最優先じゃない。

　なら、このままの体でいいのではないかとも思う。リールゥとの契約が僕の予測通りになっているのなら、僕が死んでも、僕自体の存在が「無かったこと」にされるから、誰も悲しまないで済む。

　もしものことがあった時の為に、保険をかけておく必要はあるのかもしれないけれど、それをした上で元の体に戻ることも可能なのかもしれないけれど、今のままでも不都合は無い。

　それなら──このまま溶とけるように消えることになっても、構わないのではないだろうかと、そう思ってしまう。




　それでも迷っているのは、ずっと元通りの体になることを目標にしていたからだ。

　けれど昔と違い、僕はもう、何が楽しくて、何が嬉うれしくて、何が悲しくて、何がしたいとか、何かを求めるとか、そういった情動や願望が無くなっている。

　昔から死ぬことは怖くなかったけれど、今はその段階を超えて、死んで全すべてが丸く収まるのならそうすればいいとさえ思う。

　なのに、迷っている。

　八歳さいの僕が、今まで演じていたものの元といえる存在が求めていたものを、そう簡単に手放してしまっていいのだろうかと。

　今の僕に夢や希望や欲望は無くても、もう一人の僕は求め続けているのかもしれないから。




　タイムリミットは近い、はずだ。

　この数ヶ月はろくに眠ねむれないし、意識が飛んでしまうことも多い。その間も無難に過ごせているし、記き憶おくを探ればちゃんと何をしていたかは覚えているから問題は無い気もする。

　ただ、その間の僕が何を考えていたか、何を思っていたのかは分からない。何も感じていない可能性が高いけど、そうだとすると、もう僕の心は長く持たない。

　なら、ギリギリまで見極める時間に充あてるのもいいかもしれない。

　消極的な自殺に近いけれど、迷うことは久しぶりで、決断するのも久しぶりなので、どうしていいのかが分からないのだから、仕方がないと思う。




　とりあえず、もうしばらくは様子見しようと思う。

　玲れいやリールゥがどう動くか分からないし、少し考えたいことも出来た。

　出来れば春まで、このまま過ごしたい。

　来年の春まで持つかどうかは疑問だけど、染そめ井い吉よし野のの花が見たい気がする。気のせいなのかもしれないけれど。

　どうせ今日も殆ほとんど眠れないだろうから、昔見た桜を思い浮かべながら体を休めよう。考えていると何故なぜだか胸の奥が痛むので、今日はもう何も考えずに、ゆっくりと。




　最さい期ごの時まで、こうしてゆっくり過ごせれば、それはきっと、幸せなのだろう』















八章　隠者捜索







　日記を読む決意をした雪ゆき子こは玲れいの言葉にあった通り、開き癖ぐせのついているページだけに絞しぼって読み進めた。ひらがなが多くて読み難にくいが、何度も何度も見直したように皺しわと汚よごれがついているのを見ると、自然にこの日記を読んでいる遊ゆう矢やの姿が思い浮かぶ。

　買った当初の八年前は新品で、表紙も厚めで硬かったのだろうに、今はよれよれになっていた。それは過ぎた年月だけでなく、何度も手に取った証しよう拠こだ。ページに手て垢あかはついていても、他ほかに目立つ汚れは無い。大事に扱っていたのだろう。

　そんな大事な物を、八年間も雪子に存在を気け取どらせなかった。秋の旅行でちらりと『日記を書いている』と言っていた気もするが……もしもこの日記を用意したのが遊矢であるなら、日記にヒントがあると伝えたつもりだったのかもしれない。

　だとすれば、もうあの時──十月の段階で、こうして魔法を使い自分の存在を消すことを計画していたということになる。

　それは驚くべきことだ。

　だが本当に驚くべきは、遊矢が書き記した日記の内容だった。

　そこに雪子の知る水みな瀬せ遊矢はいなかった。

　代わりに雪子の知らない遊矢が、自分を保つ為に戦う姿が記されていた。

　文字の羅ら列れつに浮かぶ遊矢は、どこか淡々としていた。日記なのだから当たり前なのかもしれないが、思春期も迎えていない少年が書く内容とは思えない、気楽で気ままなものとは程遠い日記だった。

　一分かそこらで一冊を読み終える玲は、雪子も読むべきだと判断したノートとそれ以外で分けて置いているようで、座り込んだ雪子の手の届く位置に置かれたノートの一つには、遊矢の嗜し好こうがまとめられたものがあった。

　全部を読んだ訳ではないが、それは雪子の背筋を冷たくさせるものだった。

　初めの方は、食べ物の好き嫌きらいが書かれていた。

　どの食べ物のどういうところが好きなのか、どういう味が好みなのか、どういうものが苦手なのか、それが細かく書かれていた。

　問題は、後半だ。後半には『推測データ』と題された記述があった。

　そこにはいくつもの料理名が書かれ、食べた経験の有無をチェックするマスがあり、無しの方にチェックの入ったものには、いくつかの注意書きがされていた。




──『つくねに味が似ているらしい。比較的好きな味のはず』

──『唐とう辛がら子しが使用されている。粘ねん膜まくが弱い僕にはきついはず』

──『アルコール摂せつ取しゆ経験無し。意識が緩ゆるむことでどれだけの影響が出るか不明。厳禁』




　これらのパーソナルデータが書かれている理由に、察しの悪い雪ゆき子こですら勘かん付いてしまった。

　遊ゆう矢やの好き嫌いは、殆ほとんどが契約前の、健常だった頃のデータを元に作られている。

　それはつまり、かなり初期の頃から先のことを見越していたということだ。

　先──つまり、味覚という機能があやふやになってしまう事態を。

　他ほかにも、日記には『自分がどのように成長しているはずか』という論考があり、体調異常を訴えるものがあり、様々な出来事について書かれていた。

　だが、どれも平へい坦たんな、熱の感じられない文章なのだ。

　それは時を追うごとに顕けん著ちよになり、ただ単に幼さが抜けたと済ませられるレベルを遙はるかに超えていた。

　平時にこれを発見していたならば、雪子は目を通し続けることが出来なかったはずだ。自分の知る遊矢と、彼が隠していた本来の姿とのギャップを直視出来ずに、目を背そむけていたに違いない。

　いつもにこにこと笑顔を見せ、吞のん気きで、鈍感なのか敏感なのか分からない態度の、十年以上隣にいた幼おさな馴な染じみの姿の影は、どこにもなかった。

　──玲れいの言う通りだった。

　自分は遊矢のことをまるで理解していなかった。それを思い知らされた。

　読めば読むだけ遊矢の隠していた面が見えてくる。

　八年間、間抜けなことにまるで気づかなかった様々な面が。

　全く予期していなかった事実に、立ち直れなくなるくらいに打ちのめされかけて……

「おい、ヘコんでるんじゃねぇぞ」

　耳に飛び込んできた玲の声に、雪子は反射的に顔を上げた。

　八年分という膨ぼう大だいな量の日記といくつかのデータ資料を二時間足らずで全すべて読み終えた玲は、壁に寄りかかった姿勢で目を閉じ、思案に耽ふけっていたはずだった。

　しかし今、目を開け鋭い視線を送る姿を見るに、考え事の時間は終わったようだった。

「一つ、素す晴ばらしい忠告をしてやる」

「別にいらないわよ」

　醒さめた顔とは裏うら腹はらに尊そん大だいな言葉に対し間かん髪はつ入いれずに拒否を告げるが、玲はまるで気にする素振りも無く、マイペースに続きを口にした。

「お前が罪悪感を覚える必要性は、一切無い。勘かん違いすんなよ？」

「…………勘違いなんてしてないわ」

「そうか？　雪ゆき姫ひめのことだから、勘かん違いしてんじゃねぇのか？」

　じろりと心の中を見定めるかのような視線を送る玲れいは、

「召しよう喚かんにしろ不調や欠落を隠していたことにしろ、全部遊ゆう矢やが勝手にやったことだ。それなのに『自分のせいだ』、なんて悲劇のヒロインぶって悦えつに浸ってねぇか？」

　言葉は乱暴だが、それは的まとを射た意見だった。

　遊矢がしてくれたことに感謝をするのならばともかく、責任を感じるのは間違っている。

　厚こう意いに甘えるのは構わないが、相手が恩を着せてくるわけでもないのに勝手に負い目を感じるのは、正しいようで誤りだ。

　玲の言いたいことは、よく分かる。

　だが──そんなことは、言われるまでもなく分かっている。

　日記を読んで、知る由よしもなかった遊矢の孤独な戦いを知り、いたたまれなくなる程の痛みを覚えたのは確かだ。暗くら闇やみの中に引きずり込まれるような、心がゆっくりと重さを増して自じ重じゆうに耐えきれなくなり潰つぶれてしまうような、そんな感覚に陥ってしまったのも事実だ。

　それでも雪子の中には揺らぐことなく灯ともり続けていた感情があり、その光が惑まどう心をギリギリのところで引き留とめ、前を向く力として支えていた。

「言っておくけど……あたしはね、怒ってんのよ」

「ほう？」

　興味深い、と言わんばかりの目を向ける玲を、雪子は自分の意志を誇こ示じするように真まっ向こうから見返した。

「遊矢がもっと早くに相談してくれていたら、あたしにも出来ることがあったはずよ。……ううん、もしそれで何も出来なかったとしても、あたしの為にやったことで遊矢が耐えきれない重荷を背負って潰れるだなんて──そんなこと、絶対にさせてやらないわ」

「なら、勝手に潰れそうになっている現状ではどうするよ？」

「決まってるでしょ──そんな荷物、奪い取ってやるわよ」

　今更、目を背そむけて逃げ出すことも、見て見ぬ振りをすることも出来ない。相手がただの恩人ならばそれも出来たかもしれないが──その恩人は、好意を寄せる相手なのだから。

　だから勝手に背負った荷物の重さに遊矢が潰れようとしているならば、無理矢理にでもどうにかする。

　具体的には──

「なんとしてでも遊矢の奴やつを見つけ出して、一発殴なぐってから、契約を終わらせてやるわ。元通りの体に戻る方法も知ってるみたいだから、多少手荒なことをしてでも吐はかせてみせるわよ」

　自分には思いつかないが、日記を読む限り、遊矢はそれをずっと前から知っている。条件が揃そろったということは、今すぐにでも出来るはずだ。

　それをせずにこんな事態を引き起こしたのだから、余計に腹立たしい。

　……腹立たしいのはそれだけが理由というだけではないのだが。

　胸がちくりと痛む感覚に気が萎なえそうになるが、今はそんな感傷に浸っている場合ではない。

　一呼吸を置いて気を取り直し、雪ゆき子こは壁を背に胡座あぐらをかいている玲れいを見て、

「それで、あんたの方は分かったの？　遊ゆう矢やのいる場所とか、どうしてこんなことをしたのかとか」

「現在地は不明……だが、ある程度は読めたぜ」

「なら勿もつ体たいぶってないでさっさと言いなさいよ！」

　状況がどれだけ切迫しているのか理解していないような余よ裕ゆうっぷりに、つい怒鳴ってしまう。

　玲は片目を瞑つむり胸元のチョーカーを弄いじりながら、

「詳くわしい居場所は分からないが、恐らくは風かざ見み野の市内──正確には、ここから半径十キロ以内、ってところだな」

「え？　それって……」

　どこかで聞いたことのある距離に雪子が呟つぶやくと、玲は小さく頷うなずいた。

「新聞眼鏡めがねの小こ娘むすめと交わした契約の中に、その縛しばりがあっただろ？　遊矢の性格を考えれば、その範囲内にはいるだろうぜ」

「……どうしてよ？　そりゃあ日本の最南端にいるとか外国にいるとか言われるよりはマシだけど、リールゥとの契約ルールと今回のは関係ないでしょ？」

「ああ、ないな。けどな、今のこの状況が遊矢の予測範囲内だとすれば、あいつはどこかで明確な線引きをする。オレとの戦いで最後まで他者の手を借りなかったように、オレらの全く知らない場所にいる可能性は限りなく低い……尤もつとも、この推測すら読まれた上に裏をかかれたらどうしようもないが──いや、それは無いか」

　自分で出した可能性を否定すると、玲はチョーカーを弄っていた手を止め、俄にわかに中空を見上げた。何となく雪子もその視線を追うが、当然ながら天てん井じようと電灯があるだけで、そこには何もない。

　行動自体に意味があるのではなく単に思索に耽ふけっているのだと悟さとったのは、玲が口元を綻ほころばせるのとほぼ同時だった。

「……ああ、間違いねぇ。遊矢はそう遠くない場所にいるはずだ。手詰まりってことは確実に無い」

　キッパリと断言するその表情は、魔法が解けてから初めて見せる普段の玲らしい自信に溢あふれたものだった。

　この場面でなければうざったく思い蹴けりの一つでも顔面に入れてやりたくなるのだが、今ばかりはそれが頼もしく思える。

　自分では見つけられなかった手がかりがこの男には摑つかめたのだとして、そこにつまらない嫉しつ妬とを挟はさめるような余よ裕ゆうもなく、正まさに藁わらをも摑みたい状態なのだ。人じん畜ちく無む害がいの藁とは違い有害で厄やつ介かいな奴やつとはいえ、役に立つならこの際だ。

　そんな、ある意味失礼なことを雪ゆき子こが考えているとは露つゆとも知らないだろう玲れいは、希望が見えた為か目を輝かせ、口早に喋しやべる。

「そもそもだ、オレや雪ゆき姫ひめがこうして記き憶おくを取り戻すこと自体がおかしいと感じていた。遊ゆう矢やが本気で自分の存在を封殺する気だったのなら、リールゥの奴との契約済みの魔法と同等以上の結果となる魔法を使わせないとおかしいからな」

「でも、あんたの記憶が戻ったのは偶然でしょ？　あたしが右足で蹴けりを入れなければ、ずっと忘れたままだったんじゃ……」

　雪子の反論に玲は頷うなずいたが、口元に浮かんだ笑みは消えない。

「そうだろうな。だが、実際はどうなっているよ？　遊矢の奴は小さな可能性でも捨て置いたりはしねぇ。雪姫の右足に仕組まれた魔法を解除、その上でオレとは二度と会わないだろう場所に住まわせるくらいは最低限やるだろうぜ。

　それにな、ここにある日記は、遊矢が置いたとすれば手がかりにしてあいつからのメッセージ、他ほかの奴が置いたとすれば協力者がいるってことになる。どう考えてもこれは罠わなには結びつかねぇからな」

「協力者って……でも、そんなの誰が……」

「検討はつくが、正直それはどうでもいい。重要なのは、まだチェックメイトじゃねぇってことだ。遊矢の迷いが、この状況を打破する道を作っていると分かったからな」

　そう言うと玲は立ち上がり、さっさと玄関へと向かう。

　いきなりの行動に雪子は慌あわてて、

「ちょっと、探しに行くのはいいけど、結局どこなのよ!?」

「知るか。情報が足りてねぇんだから、走り回るしかねぇ。閉へい塞そく結けつ界かいなら見れば分かるが、封ふう堰えん結界は至し近きん距離まで近付かないといくらオレでも分からねぇからな。街まち中なか、端はしから端まで探すつもりでいくしかねぇよ」

　いわゆる虱しらみ潰つぶしの方法を口にされ、雪子は多少なりとも驚いた。

　自分の知る井い沢ざわ玲は、そんな面倒な真似まねをするタイプではない。いくら遊矢のこととはいえ、そこまでするのは玲らしくないように思えたのだ。

　そんな雪子の視線を背中に受け、何かを察したのか、玲は靴くつを履はきながら振り返る。

「なぁ、雪姫よぉ。どうして遊矢がオレと戦うことになったか、分かるか？」

「え……？………………、分からないわ」

　問われて考えてみたが、雪子には見当が付かない。首を横に振るしかない。

　だが、玲はその回答を鼻で笑い、

「遊矢が誰の為に動くか、もう充分に分かってんだろ？　なら答えは一つだ」

「…………それは、つまり………………あたしの為、に……？」

「ああそうだ。今までずっとあいつはお前の為に、オレの興味を自分へと引いて危機を遠ざけようとしていたし、いざ戦いが避さけられないと知ればお前を勝たせる為だけに召しよう喚かんをした。んでもって『そのまま死のうとすんなら雪ゆき姫ひめを唆そそのかして悪魔になったお前を召喚してやる』って脅おどしたら、それをさせない為にこのオレとたった一人で戦いやがった……ったく、強烈なエゴだ。立派過ぎて笑えねぇよ」

　その言葉通り、玲れいは笑っていなかった。しかし真剣味を帯びた瞳には怒りや妬ねたみといった暗い感情はない。

　そこに宿っているのは、ただ純粋な──

「そのエゴの結果──オレは遊矢に負けた。言い訳出来ねぇ負け方をした……このまま勝ち逃げなんてさせてやるかよ。意地でも元の体に戻して、リベンジしてやる」

「……やっぱ、あんたバカだわ」

「ちぃっと馬鹿なことでもやらねぇと天才の足首を摑つかんで引きずり下ろすことは出来ねぇんだよ。だから無ぶ様ざまな真似まねをしてでも見つけ出す。──何か分かったら連絡入れろや」

　真ま面じ目めな顔つきでそう告げると、玲は颯さつ爽そうと部屋から出て行った。

　ドアが閉まりその姿が見えなくなってから、雪ゆき子こはぽつりと呟つぶやく。

「あいつも……本気なのね」

　遊矢と玲の間にどんな戦いが繰り広げられたのか、雪子は知らない。

　それでも井い沢ざわ玲がどれ程強く、どれだけ狡こう猾かつで、それでいて自分の楽しみの為には労力どころか傷を負うことすら厭いとわないことは知っている。身をもって知っているのだ。

　記き憶おくの改かい竄ざんが解けた今、雪子は初夏にあった貧血騒動の結末を思い出している。そしてその時、自分が玲と戦ったことも。

　あの時、一応は雪子の勝利という形で終わった。しかし実際は、遊矢の描いた絵の通りに事が運んだ結果になったので、遊矢の勝利と言う方が正しい。

　それに加え今度は一対一で戦い、破れたとなれば、あのプライドの高い男はどれだけの衝しよう撃げきを受けたことか想像も出来ない。

　少なくとも、部屋を出て行く時のあの雰囲気──あれは本気で戦おうとしている気配だった。

　遊矢を見つけて叩たたき潰つぶす、という感じでもない。むしろ潰すのは遊矢の企たくらみの方だろう。

　その点に関しては、雪子も負けていられない。協力しないと難しいのだろうが、それでも遅れを取る訳にはいかない。

「っし……！」

　一刻も早く遊矢を見つけ出すべく、雪子は気合いを入れて立ち上がり、靴くつを履はいてドアの外へと出た……が、すぐに駆かけ出すことはせずに、一いつ旦たん隣室の自分の家へと戻る。

　玲との戦闘の時に感じたのだが、やはりジーンズを穿はいたままでは動き難にくい。走ったり跳とんだりするのには不自由ないのだが、攻こう撃げきの主体に蹴けりを使うので、どうしても膝ひざ関節や股こ関節辺りの生き地じが突っ張って気になるのだ。

　黒のショートスパッツの上に赤のタータンチェックのスカートを穿はき、それだけだと流石さすがに寒いので厚めの白いニーソックスを穿いてと、戦うことになった際の備えを終える。

　鏡で服装のチェックまではしない。どうせ走り回るのだから、細かいところを直しても意味はない。

　それよりも雪ゆき子こは着替えている最中からずっと、違う物に気を取られていた。

　タンスの横に置かれた、デパートの紙袋。

　記き憶おくが戻った今は分かる。これは間違いなく雪子が買った物で、本当ならば今日、遊ゆう矢やにプレゼントするはずの物だった。

　クリスマスプレゼントと言われてもピンと来るものがなかったので、どうせなら身近な物をあげようと思った。腕うで時計と靴くつで悩んだのだが、結局靴にしたのは、靴ならば履はき潰つぶした時またプレゼント出来るからだ。時計は電池を交換すれば何年も長持ちするのでずっと同じ物を付けて貰もらうのも魅力的だったのだが、靴は足を守るものだ。自分のあげたものが遊矢の体を守るのだと思うと嬉うれしくなり、それで靴に決めた。

　──そんな経けい緯いも忘れていた。

　選ぶ時も、会計の時も、あんなにドキドキして、渡した時の遊矢の表情を想像して、とても幸せな時間を過ごせたというのに。

　寝ている間に世界を一変させた遊矢に対する感情は様々で、一言では言い表せない。

　腹立たしく、ムカついて、頭にきて、悲しくて、不安で、後悔して、それでいてやっぱり腹が立つ。

　雑多な思いが次々と湧わき上がり体中を駆かけ巡めぐる感覚に、雪子は胸に手を当てた。

　これから人探しをするというのに、これはあまり良い状態とはいえない。

　かなり広い風かざ見み野のを端はしから端まで走り回り、どこにいるか、何をしているかも分からない相手を見つけ出さなければならないのだ。

　いつもならばその手の情報収集と推理は頼りになる幼おさな馴な染じみか賑にぎやかな新聞部員がやってくれていたのだが……今はその二人共いない。

　だから自分がやるしかない。

　そして時間も余り掛けられない。遊矢が消えてから既すでに三日──普通に三食摂とっているのならば問題無いが、そうでないのならそろそろ衰弱が心配になる頃合いだ。

「一刻も早く見つけないと…………っ、電話？」

　唐とう突とつに鳴り出した着信音に雪子は慌あわててコートのポケットを探り、発信源の携帯電話を取り出した。

　一瞬、早くも玲れいが手がかりを見つけて連絡をしてきたのかと思ったが、液晶に出ている表示はそれを否定するものだった。

　電話は美み樹きからのもので、それを認識すると同時に、雪ゆき子こは完全に忘れていたことを思い出した。

「やばっ、待ち合わせのことすっかり忘れて……」

　着信の通知と共に表示されている現在の時刻は、午後六時を十分近く過ぎていた。ちなみに待ち合わせをしていたのは、午後六時ジャスト。

　慌あわてて通話ボタンを押して携帯を耳に当てると、受話器越しに遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。

『もしもし？　ゆっこちゃん、今どこにいるの？』

　待ち合わせの時間はとっくに過ぎている。飛ばし飛ばしとはいえあれだけ大量の日記を読んでいたのだから当然時間は食うし、内容が内容なだけにショックが大きく、体内時計が故こ障しようしてどれだけ経たったのか全然分からなかった。

　十二月の寒空の下、十分以上も美樹を外で待たせてしまい、非常に申し訳ない気分になる。

　だが、『今から行く』なんて選択肢しは選べるはずもない。

　心苦しいが、雪子は電話の向こうにいる美樹にちゃんと伝えようと、ゆっくりと息を吸って、

「……ごめんミキ、あたし行けなくなった」

『ぇ……調子が悪いの？　風邪かぜひいちゃった、とか……』

「ううん、体の方はなんともないの。ただ、やらなきゃいけないことが出来たから」

『や、やらなきゃ……？』

　戸と惑まどうように籠こもった声で、美樹がこの展開について来られていないことがよく分かる。

　しかし雪子の方にも懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明している余よ裕ゆうはない。

「ごめんね、ミキ。でもあたし、どうしても遊ゆう矢やの奴やつを見つけないと──」

　本当なら美樹や律りつ乃のにも手伝って貰もらいたいのだが、流石さすがにそこまでは言えない。もし危険なことになれば、二人に身を守る力は無いのだから。

　そう考えて助けを求めるのを控えた雪子の耳に、信じられない言葉が飛び込んできた。




『ユーヤ……？…………よく分からないけど、近所の子が迷まい子ごになっちゃったの？』




「────っ」

　美樹の困ったような声が聞こえてきた携帯電話を危うく取り落としそうになり、雪子はしっかりと握る手に力を込める。

　少し考えてみれば分かることだった。雪子と玲に掛けられていた魔法は解除済みだが、他ほかの人達はまだ魔法にかかったまま。『水みな瀬せ遊矢』の名前を出しても、誰も覚えていないのだ。

　元げん凶きようである遊矢を見つけ出しリールゥに魔法を解除させれば、皆もちゃんと思い出す。忘れているのは今だけだ。

　……そう分かっているのに胸は罅ひびが入ったように痛み、寂しさで裂さけてしまいそうになる。

　目の奥が熱くなり、涙の気配がする。呼吸が乱れ、音を立てて吐と息いきが漏もれる。

　それでも、くじける訳にはいかなかった。

『……ゆっこちゃん？　どうしたの？』

　沈黙したのは僅わずかな間だったが、美み樹きは電話の向こうで何か異変が起きていると察したらしかった。

　友人の身を案じる響きに、寂せき寥りよう感に侵食されかけていた心が紛まぎれ、ほんの少しではあるが雪ゆき子こは元気を取り戻すことが出来た。

「大丈夫……うん、ちょっと迷まい子ごになったバカがいてね。探し出して叱しかってやらないといけないから」

『そうなんだぁ……残念だけど、それじゃ仕方ないかな』

「ごめんねって、律りつ乃のさんにも謝っておいて。せっかく誘って貰もらったのに、ふいにしちゃってすみません、って」

『うん……あ、迷子の子のこと、あんまり強く叱らないであげてね？　小さな子のすることだから仕方ないもの』

「あははっ、オッケ。程々にしておくわ。それじゃ、ちょっと行って来るわね」

『もう外は暗いから気をつけてね』

「りょーかい。……………………ありがとね」

　最後に親友へ心からの礼を呟つぶやいて、雪子は通話を切った。

　美樹との会話の中で一いつ旦たんは萎しぼみかけた想いもちゃんと復活している。

　遊矢のことを知らない美樹との会話は、今ので最後だ。

　次に話す時は当たり前のように遊矢の話題で盛り上がり、きっと律乃にはからかわれる──そんな日常を取り戻す為に、雪子は両手で挟はさむように頰ほおを叩たたき、気合いを入れた。

「それじゃ、迷子の遊矢を見つけ出してやるとするか……！」

　ジンと痺しびれる頰の熱が冷めないうちにと、雪子は颯さつ爽そうとドアを開け、アパートの外へと飛び出した。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　遊矢は風かざ見み野の市内──アパートから半径十キロ以内のどこかにいると、玲れいは言っていた。

　しかし半径十キロというのはとても広い。本当に虱しらみ潰つぶしを敢かん行こうすれば丸一日走り回っても半分も見回れない。

　雪子はまず、風見野の中でも一番頻ひん繁ぱんに行っていた学校の捜そう索さくをした。

　今日で二学期も終わりだった為か、夜とはいえ人ひと気けはまるで無かった。警報装置が付いている上に鍵も掛かっているので校舎内には入れず、外側をぐるぐると回るだけしか出来なかったが、何の異常も人の気配も無く、自分の足音ばかりが響いた。

　三十分以上あちこちを見て回ったが、これ以上は埒らちがあかないと場所を移動することにして、今度は商店街へと走った。

　駅前から商店街にかけてはクリスマスムードに押されてか人の数が多く、その中に遊ゆう矢やが紛まぎれていても気づくことは困難と思われた。それに遊矢がいるとすれば人混みではなく、誰もいない所のような気がする。

　だが木を隠すなら森という言葉もあるので看かん過かすることは出来ず、プラカードを持って立つおじさんやケーキ売りのお姉さんに聞き込みをしながら、行き行く人々の顔を注視した。

　一度でも立ち寄った所は全すべて回り、三十人以上に声を掛けて聞き込みをして、ちょっとでも移動距離が開いていれば走り……

　それでも遊矢は見つからなかった。

　もう三時間は探しているが、手がかりすら得られない。

　聞き込みをするにしても、『水みな瀬せ遊矢』という人間のことは皆が忘れている。だから年ねん齢れいと人にん相そう、髪かみ型を告げるのだが、その程度の情報でピンと来る者は一人もいなかった。

　実際に見ていないのか、それとも記き憶おくに残っていないのか──はたまた、いつかのように、普通の人間には見えないように魔法を掛けられているのか。

　どうにせよ、目撃情報は一つとして得られない。

　時計の針はもう九時半を回り、流石さすがの雪ゆき子こも疲労が溜たまっていた。

　律りつ乃のの住むマンションの方へと走ってはいるが、肺は不規則な動きをしているし、足も痛くなりともすれば転びそうになっている。

　どこを探せばいいのかすら分からない、どこを探してもいないのではないかという不安が焦しよう燥そう感を煽あおり、疲労を加速させていた。

　闇やみ雲くもと言っても外はずれではない捜そう索さくに疲れ果てた体で、それでも雪子は足を止めず、諦あきらめようとは微み塵じんも思わなかった。

　唇くちびるを嚙かみ締め懸けん命めいに遊矢の姿を探しながら、考えていた。

　不安が募つのれば募る程、日記に書かれていた遊矢のことに意識は傾いてしまっていた。

　八年かけて遊矢の体をじわじわと侵食していた異変に気づいてあげられなかったことは、悔くいても悔やみきれない……が、玲れいにも言った通り、一人で抱え込んだ遊矢に対する怒りもある。

　自分の間抜けな怪け我がから始まった召しよう喚かんに関する一連の事態は、二人の問題だったはずだ。

　二人で協力して解決する──それが前提だったはずなのだ。なのに遊矢は全すべて一人で持って行くつもりだった。その結果が、これだ。

　自分の信用が足りなかった、ということではないと思う。

　今にして思えば、小さい頃から遊矢は物事をちゃんと考えていて、自分達よりも大人おとなだった。だから雪子が危険なことをする時、注意しても聞かなかったら付いて来て、大事にならないよう見守ってくれていたのだ。

　体のことに関してもそうなのだろう。他ほかの誰かに話してどうにかなることなら、遊ゆう矢やはちゃんと相談していたに違いない。まだ幼かった自分に話してもどうしようもないと思ったからこそ、黙って一人で対策を練っていたのだ。

　そこまではいい。感情的には嫌いやだが、正しいと思う。

　だが、こんな事態を引き起こすまでに追い詰められていたのに話さなかったのは、どう考えても間違えている。

　八年前とは違い、雪ゆき子こだって成長している。少しは手伝えることがあったはずだし、元に戻る方法が分かっているなら迷わずそれを行えば良かったのだ。

　なのにそうしなかったのは…………

　──気づいて、いなかったのか。

　精神的に追い詰められているという自覚が無かったのか？

　それとも自覚出来ない程に、酷ひどい精神状態だったのか？

　美み樹きとの会話で遊矢の存在が忘れ去られていると認識した時、雪子はとても辛つらく感じた。

　自分が当然のように知っていることを相手が知らないというのはとても悲しいことで、全すべてを話せないことも、話しても理解して貰もらえないだろうことも、胸が裂さけて体の熱が全て奪われるような寂しさを生み出す。

　遊矢の場合、自分を偽いつわり、感情を豊かにしようとし──なのに他の誰にも気づかれないように、孤独に戦い続けていた。

　八年もの間にどれだけの苦痛があったのかは計り知れない。

　努力も虚むなしく徐々に失われていく感情にどれだけの不安を覚えたのか？

　当たり前に続く日々を演技し続けることに気き骨ぼねが折れる時はなかったのか？

　あんなにも楽しそうに笑い、会話をし、変わらぬ姿を見せていたのに、最近にもなるとまるで感情に動きは無かったという──

　そのギャップに、自分を見失ってしまったのではないのだろうか？

　普通の人間に耐えられるものではないはずだ。想像力の乏とぼしい雪子にも分かるくらい、それは明確な事実だ。

　なのに遊矢が耐えていられたのは、一いち途ずな頑がん固こさと先行きを見る思考力と……そして、恐怖心が失われていたからだろう。

　怖いと思えないからこそ、自分の状態を客観的にしか見なかった。

　怖いと感じなかったからこそ、明日あすを迎えることに躊躇ためらいもなかった。

　そして怖いと震えることがないからこそ──自身が消えることも厭いとわなかったのだろう。

　恐怖が取り除かれていたからこそ、遊矢はここまで持っていたのかもしれない。

　だが恐怖という、生存本能を刺激する重要なパーツが抜け落ちているからこそ、今のような選択をしてしまった──

「…………くっ」

　走りながら疲労と重力に引きずられるようにして思考に没ぼつ頭とうし、雪ゆき子こは頭を振って胸に溜たまりかけていた重い霧を払いさった。

　考えることは決して悪くないが、注意力が散さん漫まんになっては意味がないのだ。

　ただでさえ住宅街の道路は薄暗く、点在する街灯の下こそ明るいが、よく見えない場所も多々ある。

　夜目が利く雪子とはいえ心ここに在らずという状態では、もし大事なものがあったとしても見落としてしまう。

　今は思考ではなく、何一つ見逃さないように努めるべきだ。

　ジョギングというにはハイペースな速度で走りながら、重く感じる太ももとふくらはぎを叱しつ咤たするように足を上げ、曲がった先に律りつ乃のの住むマンションがあるＴ字路を右に行く。

　少し先の左手には、律乃が暮らしているマンション。そしてその正面は、双ふた子ごの幽ゆう霊れいが消えた場所でもある。

　もう夜も大分遅くなっている為、真まっ直すぐに伸びた幅広の道路に歩いている人影は無く、家々の窓からは明かりが漏もれている。

　車の通りもないので雪子の走る靴くつ音おとが僅わずかながらに辺りに響き、乏とぼしい月明かりと十数メートル間かん隔かくで並ぶ街灯の明かりを頼りに、雪子はあてもないまま走り続け、

「────っ!?」

　視界の中。百メートル以上離れた遠い先の十字路を歩く少年の姿を見つけ、呼吸を忘れた。

　だがそんなことにはお構いなしに、足は動いていた。

　決して遅くなかった速度を一気に全速力に上げ、比ひ喩ゆではなく風を切るように走り、僅か数秒で十字路に差し掛かる。

　滑すべるようにして止まろうとすれば靴底が抜けるか靴自体がバラバラになるか、というスピードを殺す方法には、角にあった一時停止の道路標識の支柱を正面から前蹴げりのような形で蹴ることを選択。

　鉄の支柱をへし折り、全身が震える程の衝しよう撃げきを歯を食いしばって耐え、雪子は止まった。

　そして目の前には、白いベンチコートの後ろ姿。

　その背に向けて、雪子は大声で叫んだ。

「待ちなさいっ!!」

　夜中という時間帯も住宅街だということも無視した大音声に、どこかへ行こうとしていた少年の足が止まる。

　そしてゆっくりと……どこか機械的な動作で、振り返った。



　ベンチコートの下には紺こん色のタートルネックらしきセーターに黒のズボン。下ろした髪かみは首に巻いた白のマフラーにさらりとかかり、黒縁ぶちの眼鏡めがねと相あい俟まって、暗く、それでいて薄くぼやけてしまいそうな存在感を醸かもし出している。

　そんな眼鏡も髪かみ型も、雪ゆき子こは見たことがない。マネキンのような表情もだ。

　ないが、そんなことは些さ細さいな要素だった。

　一見すれば別人のようにも感じられるだろうが、雪子はその範はん疇ちゆうから外れている。

　幼おさな馴な染じみの自分が見間違えることだけは、決してない。

　だから雪子は確信する必要すら無く、彼の名を口にした。

「遊ゆう矢や……」

　名前を呼べば、いつも笑顔かとぼけた顔で応こたえてくれた水みな瀬せ遊矢は、しかしにこりとも笑わなかった。

「凄すごいね、雪ちゃん。こんな格好をしていたのに、よく僕だって分かったね？」

　抑よく揚ようのない声は間違いなく雪子のよく知る声こわ音ねなのに、受ける印象は別人のようだ。

　これが本来の──演技をしていない遊矢だというのなら、どれだけ普段は無理をしていたというのだろう。

　雪子は唇くちびるを嚙かみ、少しでも気が緩ゆるめば萎なえてしまいそうな心を奮ふるい立たせ、自分の知らない遊矢を睨にらんだ。

「……どうして、こんなことをしたの？」

「どうしてって、分からないかな？」

「分からないから訊きいてんのよ。答えなさい」

　強い命令口調に対し、遊ゆう矢やは僅わずかに肩かたを竦すくめてみせた。

「誰も自分を知らない世界で、ゆっくりと消えていきたかった……だからだよ」

「そんなことあたしがさせるわけっ──」

「うん、邪じや魔まされるだろうと思ったよ。だからこんな手段をとったんだ」

　自分の言葉を遮さえぎるようにしての発言に、知らないうちに握っていた拳こぶしに力が籠こもる。

　剝むき出しの肌が痛くなる程の寒さのはずなのに、雪ゆき子こは少しも寒いと感じない。むしろ体中が熱く、特に心臓の辺りはバクバクと高鳴る鼓こ動どうに触発されたかのようだった。

　一方、遊矢の方も、雪子とは全く違う意味で寒さを感じていないように、風が吹いても平然と無表情のままでいる。

「もういい加減、疲れちゃったから。意識を保つだけでも苦労するし、人前で意味もなく笑っていないといけないのも面倒だし……あ、面倒といえば、雪ちゃんのお守りをするのもそろそろやっていられなくなったしねー」

「っ…………」

「だから、もう止やめちゃおうと思って。発たつ鳥跡あとを濁にごさずっていうから最低限のフォローだけはして、この世界から消えるつもりだったのに……記き憶おく、戻っちゃったんだね。やだなー。折せつ角かく綺き麗れいに終わらせるつもりでいたのにさ」

　口調自体はいつもと変わらぬまま、淡々と熱の籠こもらない言葉を紡つむぐ遊矢の姿は、とても見ていられないもので、出来るなら耳も塞ふさいでしまいたくなるものだった。

　雪子がそれをしなかったのは、意地だ。ここで相手の言葉を拒否すればその時点で自分の負けだという確信が、険けわしくとも前を向かせるだけの意地を生み出していた。

　そして、もう一つ。

　何の根こん拠きよもない確信が、もう一つある。

　それを胸に、雪子は敵意を込めた目で相手を見た。

「……あたしは、遊矢が辛つらい思いをしていたのにも気づかなかったようなバカだけど……それでもね、遊矢のことを真剣に想っているのよ。だから、あんたに言ってやるわ」

「何をかな？　お説教なら勘かん弁べんしてもらいたいけど。愛の告白なら少し嬉うれしいけどねー」

　どこまでもとぼけたことを言ってくれると、雪子は奥歯を強く嚙かんだ。

　もう限界だった。

　堪こらえるつもりは更さら々さら無い雪子は、だんっ、と強くアスファルトを踏みしめて叫ぶ。




「その顔と声で好き勝手なこと言ってんじゃないわよ、リールゥ！」




　腹の底から出した声は、近くの家の窓が開いて誰かが顔を出すのではないかという程に大きな声で、自分が発したものなのに鼓こ膜まくが震える。

　大だい喝かつを受けた『遊ゆう矢や』は、眉まゆを顰ひそめるでも驚くでも無表情を貫くのでもなく、鮮あざやかな笑顔を見せた。

　そしてくるりと体を回し──再び正面を向いた時、それはもう『遊矢』では無くなっていた。

　白いコートはそのままだが、中身は小柄な女の子の体になって、冬の装いから寒々しいボンテージへと衣装も変わり、下ろしていた髪かみはぐんと長さを増して左右二つずつに分けて括くくられたものとなり──

　それは紛まぎれもなく、遊矢が召しよう喚かんした上位悪魔の姿だった。

　リールゥは楽しげに頰ほおを緩ゆるめて笑いながら、爛らん々らんとした瞳を雪子へと向け、

「凄すごい凄い、よく分かったねおめでとう！　完かん璧ぺきに遊矢くんになりきっていたつもりなのに、どうしてバレちゃったのかしらー？」

「嘗なめないで。見た目や声や話し方が一緒でも、遊矢じゃなければ分かるわ」

「ふぅん、愛の成せる技ってヤツ？　それはそれは、素す晴ばらしいわねー」

　茶ちや化かすように言うと、リールゥはコートのポケットに手を突っ込んでにまにまと笑い、前屈かがみになって雪子を下から覗のぞき込むような姿勢で、

「さて、ここでクイズの時間となりました！　さっきのあたしのなりきりセリフですが、どこからどこまでが本当のことでしょう？」

「そんなことはどうでもいいわよ！　遊矢はどこに、」

「どうでもよくなんてないよ？　だって本当に遊矢くんがああ思っていたら、雪子ちゃんはどの面つら下げて会いに行くのかしらー？」

　意地の悪い笑みに相手に弱い部分を的確に突き刺す言葉と、リールゥは悪魔らしく雪子のことをいたぶってくる。

　だが雪子の方も、今更そんな言葉に惑まどわされてはいられない。

　目を逸そらすことなく真まっ向こうからリールゥを見み据すえて、雪子はハッキリと言ってやった。

「関係ないわ。あいつがどう思っていようと、やらせない。遊矢にいなくなって欲しくないから、あたしはそんなことさせてやらない。それだけよ」

　うだうだと問答に付き合うことなく、シンプルに自分の意見を突きつける。走っている間に色々と考えてしまったことがかえって良かったのかもしれない。

　どれだけの想いで遊矢がこんなことをしたのかは、知るべきことなのかもしれないが、いざとなればそんなことは無視していいのだ。

　肝かん心じんなのは、一つの行動を成し遂げること。

　即ち──遊矢を元に戻す、それだけを実行する。

　そうすればこんな世界に意味もなくなり、元に戻るだろう。遊矢がごねようと突っぱねようと、無理に実力行使してでもやってみせる。

　その為には、ようやく見つけた手がかりに居場所を吐はかせるしかない。

「さあ、さっさと言いなさい。言いたくないなら力尽くにでも言わせてやるわ」

　雪ゆき子こは殺気を滾たぎらせいつでも飛び掛かれるように身構えて、リールゥの様子を窺うかがう。

　相手が玲れいならば、好都合と言わんばかりの笑みを浮かべただろう。

　だがリールゥはつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせ、ポケットに手を入れたまま無意味にコートをばたつかせた。

「あーあ、雪子ちゃんってば吹っ切れちゃって。もう戸と惑まどい迷っていた可愛かわいいあの頃には戻ってくれないのね」

「戯ざれ言ごとはいいからさっさと言いなさい！　遊ゆう矢やはどこよ!?」

「言うと思うの？　あたしが、このリールゥちゃんが、どうしてそんなことを言う必要があるのかしら？　男にフラれた女らしく、家に戻って部屋の片隅で泣いていればいいじゃない」

「……なら、言いたくなるようにしてあげるわ」

　初めから素直に答えるとは思っていなかったが、案あんの定じようだ。

　少し踏み込めば蹴けりが届く位置にいるというのに突っ立っているリールゥは隙すきだらけで、蹴けりを放てば簡単に当たりそうに思えた。

　だが、すぐに攻こう撃げきを仕掛けることは出来なかった。

　あのシゼムという名の上位悪魔には何も出来なかった。近付くことさえ困難で、ようやくで攻こう撃げき出来たかと思えば、魔法という名の強制力により空振りに終わらされた。

　その時の記き憶おくが蘇よみがえる。……が、動けない本当の理由は別にある。

　自分の前に初めて姿を現したのは八年前で、少し年上のお姉さんに見えたリールゥは、今も変わらぬままだ。いつの間にか、外見では雪子の方が年上になっていた。

　悪魔と分かっていても、自分より幼い少女を蹴けりつけるというのはかなりの抵抗があった。

　穏おん便びんに事を済ますことが出来ればそれが一番なのだが……無理だろう。

　だから雪子は覚かく悟ごを決めた。

　遊矢を見つけだし、状況を打破して元の体に戻す為に、それをやらなければいけないというのなら、やるしかない。

　躊躇ためらってはいけない。飛び込んで、下げ段だんの蹴りを放つ。それで終わるとは思わないが、何も考えずに攻めるしかない。

　決意して、雪子は攻撃に移るタイミングを見計らい──

　その時だった。

　不意にリールゥは片眉まゆを跳はね上げ、肩かたを竦すくめて、

「っと、邪じや魔まが入っちゃった。二人っきりで話したかったから結けつ界かい張っていたのに」

「……え？」

　よく意味の分からない彼女の言葉に、攻撃準備で足に込められた力が抜け落ちそうになる。

　何のことを言っているのか瞬時に理解出来ずにいる雪ゆき子この前で、リールゥの体は滑すべるようにして後ろへと下がった。足は動いておらず、スピードの早い動く歩道にでも乗っているかのような光景だった。

　ぽかんと呆ほうけていたのは一瞬。

　すぐに我に返った雪子は、

「ま、待ちなさいよっ！」

「ごめん、無理だから。それじゃあ雪子ちゃん、またね～。遊ゆう矢やくんの居場所が分かったのなら、また会いましょ？」

「待っ──」

　雪子が慌あわててダッシュし追い縋すがろうとした瞬間、リールゥの体は消え失せた。初めからそこには何もいなかったかのように、瞬またたきするよりも短い時間で、綺き麗れいさっぱり姿は見えなくなった。

　余よ韻いんすら残さない去り方に、雪子は立ち尽くしてしまう。

　唯ゆい一いつ無む二にかもしれないチャンスが、手の中からするりと抜けてしまった。

　仕掛けるのが遅かったのだろうかと悔くやむが……それよりも気になる発言がある。

　リールゥは『邪じや魔まが入った』と言っていた。そして『結けつ界かいを張っていた』とも。

　何度も経験した、結界展開時に起こる体の中を何かが吹き抜けていくような感覚は無かった。それはつまり、リールゥの張った結界の種類が封ふう堰えん結界というやつではない証しよう拠こだろう。

　もう一つの閉へい塞そく結界というものの正体を雪子はよく知らない。何となく空間を遮しや断だんするという知識と、見る者によっては目立つということしか知らない。

　結界というのだから、普通の人間が破れるものではないはずだ。なのに邪じや魔まが入ったということは、普通ではない何かの仕し業わざということになる。

　以前、シゼムが結界を展開していた時に乱入して来たのは玲れいだった。

　今回もそうだと推測した雪子の耳に、結界が無くなった影響なのか、急に近くから足音が聞こえてきた。

　音の場所を背後だと判断した雪子は振り返り──そこに、意外な人物を見た。

「…………二に条じよう、先せん輩ぱい……？」

　口の中で呟つぶやく間にも、二条いずみは落ち着いた様子で近付いて来る。

　今夜も赤い袴はかまの巫み女こ装しよう束ぞくに、それに似合う美び麗れいな白い和服を上着として羽は織おり、足下は足袋たびのような履はき物もの、右の手にはいつかデパートで見たジュラルミンケースを提さげてと、全くクリスマスらしからぬ出いで立たちだった。

　そんな季節のイベントを一つ間違えた格好のいずみの登場に、雪子は軽く混乱しかけ……しかしすぐに納得した。

　記き憶おくが改かい竄ざんされていた時にいずみと交わした会話はちゃんと覚えている。あの時は絵え空そら事ごとどころか語る彼女の正気を疑いすらしたが、今ならある程度は理解出来る。

　いずみの祖先は召しよう喚かんに成功し、本当に天使との間に子供を儲もうけたのだろう。そして二に条じようの血には魔法を受け付けない性質が備わり、そのおかげでいずみは今回の事態でも偽いつわりの記憶を植え付けられずに済んだ。代わりに酷ひどい思いをしたのだから善よし悪あしは分からないが、今ここに結けつ界かいを無視して現れることが出来たのは、彼女が『二条いずみ』だからだ。

　彼女は雪ゆき子この傍そばまで来ると、

「白しろ銀がね、やはり一人は君だったか。薄暗く遠目からでは明めい瞭りように見えなかったが、もう一人いたような気がしたが？」

「ええと、はい……そんなことより二条先せん輩ぱい、どうしてここに？」

「ああ、仕事帰りだ。除じよ霊れい、とまではいかないが、厄やく払ばらいを頼まれていたのでな。近くを通ったら何やら妙みようなものが見えたので来てみたのだが……」

　聖夜も関係なく働いているいずみは細い顎あごに手をやり、小さく「ふむ」と何やら意味ありげに呟つぶやいた。

　一つしか歳としが違わないのに大人おとなびた雰囲気たっぷりの彼女に対し、何と言うべきか雪子は悩んだ。

　まず、邪じや魔まをされたと怒るのは違う。絶対に違う。偶然通りかかったことが悪いというのなら引き籠こもるしかなくなってしまう。それにリールゥの去り方は、これ以上話すことはないと言わんばかりだった。ならばいずみが通りかかったのは立ち去る切っ掛けに過ぎず、どうあれいなくなっていたのだろう。

　だからいずみには何の責せきもないはずだ。

　しかし今更に夜の挨あい拶さつをするのも、何かおかしい気がした。悠ゆう長ちように話している時間は無いし、手早く済ませたい。

　ここはやはり端たん的てきにいずみの記憶が正しいことを伝え、この状況をどうにかする旨むねを話して別れるべきだろう。

　──そう考えていた雪子に向けて、いずみは顎にやっていた手を下げると共に口を開いた。

「ところで、先程いたもう一人の人影は、新聞部の武む藤とうアキか？」

「え、ぇっ……!?」

　突然の問いに、しかもアキの名前が出たことに雪子は戸と惑まどい、あたふたとせわしなく腕うでを上下させてしまった。

「ど、どうして、アキだって……？」

「ん？　いや、白しろ銀がねもそうだが、武藤の気配も独特だからな。暗くて風ふう貌ぼうを見ることは適かなわなかったが、あの気配は武藤のはずだと思ってな」

　いずみの言葉に、雪子はなるほどと納得する。

　あの容姿を見て武む藤とうアキと言う者がいたとすれば眼科に行けというしかない。今日という特殊なイベントデーを考慮に入れて、どこかのコンパニオンのバイトをしている学生、と思うのが正解だ。

　だがいずみが確認出来たのは人影だけで、その気配はアキのものと酷こく似じしていたのだろう。雪ゆき子こには分からない識別の仕方だが、下手へたに視覚情報が無かった分だけ自分の感覚を信じることが出来たに違いない。

　武藤アキとリールゥという同一人物についてどう説明すればいいか、また悩みどころだった。それを説明しないにしても、アキだと思っている人影が消えたことに関して追及があった場合、どう返していいのかすぐには思いつかない。

　だが、いずみが次に口を開き放った言葉は、質問ではなかった。

「……うむ、やはりあれは武藤アキだな。間違いない」

「…………えぇと、」

　確かにリールゥはアキなので間違っていないのだが、どう誤ご魔ま化かせば彼女が悪魔であるという余計な説明を省けるか、雪子は悩み──




「一昨日おとといに屋上で出会った彼女と同一の気配だ。間違うものか」




　いずみの呟つぶやいた衝しよう撃げきの言葉を、危うく聞き逃すところだった。

　数瞬の間その発言の重要性に気づけなかった雪ゆき子こは、周回遅れの反応で目を見開く。

「……え？　あの、二に条じよう先せん輩ぱい、今なんて言いました?!」

「うん？　彼女と同一の気配だ、間違いない、と」

「そうじゃなくて、その前っ！」

「一昨日に屋上で出会った、か？」

「それです！」

　雪子が興奮して叫ぶと、いずみはやや驚いたのか顔を引く。

　一昨日の月曜日──遊ゆう矢やが消えて、記き憶おくが塗り替えられてスタートした初日。

　その日、いずみは屋上でアキと出会ったという。

　屋上という場所に、雪子の中で閃ひらめくものがあった。

「その屋上って、特別校舎の屋上ですか!?」

「……ああ、そうだが。放課後に、少し考え事をしようと思って赴おもむいたところ、武藤がいた」

　後こう輩はいのテンションに戸と惑まどいながらも答えたいずみは、訝いぶかしげに額ひたいに皺しわを寄せる。

　対して、雪子の表情は晴れ上がった真夏の空のように喜びと興奮で満ちた。

『一昨日』と『特別校舎の屋上』のキーワードに該がい当とうする体験が一つ、雪子にもある。

　あの日の昼休み、美み樹きと律りつ乃のと共に屋上で昼食をとろうとした時、目前になって律乃は『寒いから止よそう』と言った。その言葉に美み樹きも反対しなかった。

　今にして思えば、実際に屋上に出てから中止するのならばともかく、折せつ角かく階段を上ってきたのにドアを開けることなくあっさりと退しりぞいたのは明らかにおかしい。

　一方、いずみは退くことなく屋上に出て、そこでアキに出で会くわしている。

　二つの事実から導き出せる可能性は……屋上に封ふう堰えん結けつ界かいと呼ばれる人払いの効果を持つ結界が張られていた、ということだ。

　それが正解という保証はない。

　が、偶然にしては出来すぎている。

　それに他ほかに手がかりらしきものは無く、特別校舎の屋上はまだ調べていないのだ。

　どう転ぶかは分からないがとにかく行ってみるしかない、と雪ゆき子こは即時に決意して、

「二に条じよう先せん輩ぱい、ありがとうございましたっ！」

　まだ不可解そうな表情をしていたいずみの手を強引に取り、振り回すように握手する。

「な、あ、おお？　ら、乱心か？」

「違いますけど、詳くわしいことはまた今度話しますから！」

　パッと手を離し戸と惑まどっているいずみに向けて頭を下げると、雪子はすぐに上体を起こして駆かけ出した。

　そのまま一気に全速力で走ろうかとも思ったが、その前に一度足を止めて振り返った。啞あ然ぜんとしているいずみは何だか面白く感じたが、そんなところに注目している場合ではないので、一言で済ます。

「遊ゆう矢やのこと忘れないでいてくれて、ありがとうございました！」

「……何!?　それは、白しろ銀がね──」

　驚いたいずみの呼ぶ声がした時には、雪子はもう前を向いて走り出した後だった。

　ちゃんと話す時間は後でたっぷりとれるはずだ。だから今はやるべきことを最優先で、最速で行う。

　足の疲労をまるで感じず軽快に走りながら、雪子は携帯電話を取り出した。そして電話帳から玲れいの名前を選び出し、発信する。

『何か分かったのか？』

　三回目のコールで電話に出た玲は挨あい拶さつも余計な言葉もなく、手短に訊たずねてきた。声の様子で向こうも相当に切せつ羽ぱ詰つまっていると分かるが、生あい憎にくと雪子に労をねぎらうつもりはない。

　だからこちらも手短に伝える。

「遊矢のいる場所、分かったかもしれないわ」

『──どこだ？』

「学校！　さっきリールゥが現れて、そこに居合わせた二条先輩から特別校舎の屋上でアキの姿を見たって情報があって、そこに結界が張られていたのかもしれないの！」

『…………っ』

　雪ゆき子この報告に、電話の向こうで絶句したような息遣づかいがあった。

　どうしたのだろうと思うが、走りながらなのでそちらに気を回してはいられない。

　ややあって、玲れいは悔くやしげな声を漏もらした。

『……そうか、やっぱそういうことか』

「なに？　何か分かったの!?」

『特別校舎はオレと遊ゆう矢やが戦った場所だ。当然、真っ先に調べた。屋上もな』

　激情を押し殺したような声が紡つむぐ内容に、雪子は思わず足を止めた。

　今から調べようとした場所が、ようやく見つかった手がかりの示す場所が、既すでに何もないという絶望的な知らせに、今度は雪子の方が絶句してしまう。

　だが、玲の言葉は不可思議な続き方をした。

『学校へ向かえ。雪ゆき姫ひめの言う通り、遊矢がいるのはたぶんそこだ』

「…………え？　でも、何も無かったんじゃ……？」

『ああ。結けつ界かいも張ってなかったし、何の痕こん跡せきも無かった。だが、雪姫が行けば別だ』

「……どういうことよ？」

　意味が分からずに問い質ただしながら、とりあえず走りは再開して学校を目指す。

　他ほかに行く場所がないからそうするしかないとの行動だったが、雪子の抱えた疑念は晴れていない。

　玲にまともな回答を望むのは無理な注文なのだが──

『このゲームの主しゆ賓ひんは雪姫だからだ』

　今回だけは別のようだった。

『言ったはずだぜ。遊矢が主賓に据すえているのはオレじゃねぇ、お前だ。だからオレが一人で行っても『何もないように見せられた』──くそが、出で鱈たら目めなことしてくれやがる。仮にも二つ名持ちのオレを何度となく欺あざむきやがって……！』

「…………なら、遊矢は本当に屋上に、」

『いる。間違いねぇ。事態の七割方は把は握あく出来た、後は向こうで知るしかねぇ』

　断言した玲はそこで一息ついて、真剣な声で言った。

『いいか、オレより先に学校に着いても先走るな。特別校舎の前にいろ』

「何でよっ！　あたしは一刻も早く──」

『無む駄だだ。雪姫一人で行っても、結界が張られている以上解除出来ねぇ。大人おとなしく待ってろ』

「っ、今も結界があるとは限らないでしょ!?」

『ある。だから待っていやがれ。じゃあな』

　命令するような言葉の後、すぐに通話が切られた。

　釈しやく然ぜんとせず、雪子は走るペースを上げながら、一人で乗り込んでしまおうかとも思う……が、考え直した。

　あそこまで明言するのだから、玲れいは何かを摑つかんでいる。そして悔くやしいことに、あの男や遊ゆう矢やが断言した時、それが外れることは殆ほとんど無い。

　侵入出来ないのであれば意味がない。

　そして大切なのは遊矢を元に戻しこの事態を解決することで、自分一人で成し遂げようなどというくだらない拘こだわりを持っている場合ではないのだ。

「……絶対、あんたの思い通りにはいかせないんだから……！」

　脳裏に浮かんだ遊矢にそう言ってやり、雪子は速度を上げた。

　学校までは五分とかからないはずだった。













閑話Ⅷ








『十二月二十一日




　まだ早朝だけど、昼頃から忙しくなってもう日記を書く時間は無いと思うから、今のうちに書いておくことにする。

　今日をもって、八年間書き続けていた日記は最後になる。

　だからこの後、何が起ころうとも後悔だけはしないことを、ここに書き記しておく。

　今までの十六年続いた人生の中に、後悔が一つとしてないことも。

　僕はただ最さい期ごの瞬間まで、僕らしくあろうと思う。




　最後に、願いを。




　僕と関わった全すべての人達が、幸せに明日あしたを過ごせますように』















九章　シュウエンノトキ







　閉ざされていた校門をノータッチで跳とび越え、長い坂道を苦にせず一気に上り、夜の闇やみと冬の厳しさが満ちた空気を突破して、雪ゆき子こは特別校舎の前に辿たどり着いた。

　見上げるも、地上からは屋上の様子は窺うかがえない。そこに遊ゆう矢やがいるのかも分からない。

　一刻も早く確かめたいと逸はやる気持ちを抑おさえるのは大変なことだった。

　玲れいの到着まで持ったのは、雪子に遅れること二分という早さで玲れいが着いたからだ。

　それでも体感では十分以上は待った気がしたので、雪子は相当に苛いら々いらしていた。

「遅いっ！　ぐずぐずしてる暇は無いんだから、さっさと行くわよ！」

　とりあえず一いつ喝かつして怒りを僅わずかながらも発散し、雪子は堪たえていた分を取り戻すつもりの勢いで正面玄関のドアを開けた。

　勢いが強すぎたのか、ゴギンという音と共にドアの蝶ちよう番つがいが見事に壊こわれ、ぼろっと外れた。

「……………………」

「……おい、何を気軽に破壊活動してやがる？」

「………………………………」

　雪子は無言で外れたドアを地面に置いて、無む惨ざんな姿となった入り口を見つめる。

　予想外の出来事に、少し頭が冷えた。

　恥ずかしくて体温は上がりそうだったが、今はそれを誤ご魔ま化かしている場合でもない。

「……行くわよ」

「おうよ」

　玲も無む駄だ口ぐちを叩たたく余よ裕ゆうは無いらしく、短く応じる。

　ほぼ同時に校舎内へと侵入し、一路屋上を目指すべく、雪子は玲と並ぶ形で歩いた。

　駆かけ出したい気持ちはあるが、その前に訊きいておきたいことがあるのだ。

「ねぇ、バカ沢ざわ……あんた、遊矢に負けたって言ってたけど」

「ああ。見事にな」

「場所がここだっていうのは聞いたけど、どうやって負けたのよ？」

　その質問が興味本位ではないかと問われれば、雪子は『ノー』と断言することは出来なかった。遊矢との対決前に必要な情報だとは思うが、どこをどうすれば普通の人間並みでしかない身体能力の遊矢が、超人としか言い様ようのない外れた存在の井い沢ざわ玲に勝てるのか、まるでイメージ出来ないのだ。だから純粋に気になることでもある。

　己の負け様ざまを語るのは嫌いやだろうと思うが、意外にも玲はあっさりとその問いに答えた。

「まず、雪ゆき姫ひめがぶち壊こわしたドアに仕掛けがされていたな」

「……仕掛け？」

「端たん的てきに言うと、開けたドアが閉まると音が鳴り、次の瞬間に腹目掛けてボウガンの矢が飛んでくるっつーデンジャラスな仕掛けだ」

　さらりと話された内容に、雪ゆき子こは表情を強こわ張ばらせる。

「…………それ……は、本当なのよ、ね？」

　この期ごに及んで玲れいが噓うそを吐つくとは思えないが、そんなことを遊矢がするとも雪子には思えなかった。

　遊矢は基本的に人を傷つけるのも波風を立てることも嫌きらう。それに軍事オタクでもないし、ボウガンなんて物騒なものを持っていたという記き憶おくもない。

　……ないのだが、

「事実だ。他ほかにも二つ三つ、普通なら死ぬしか無いトラップが仕掛けられていたな。最後のあれはオレ専用のキラートラップだったしよ」

「……………………そう」

　信じられないが、本当のことなのだろう。

　雪子は階段を上りながら隣を行く玲の表情をちらりと窺うかがって……驚いた。

「……あんた、罠わなに引っかかってボロ負けしたのよね？」

「ああ、そうだ」

「なら……なんで笑ってるわけ？」

　言葉通り、玲の口元には笑みが浮かんでいた。悔くやしがるか怒っているかのどちらかだと思っていた雪子には意外としか言い様ようが無く、理解出来ない。

　プライドの高い男で、数時間前に敗北を告げた時は苦い顔をしていた。

　なのに今、玲の表情は喜んでいるようにさえ見える。

「オレの為に時間と手間と労力と金を割さいてくれたんだぜ？　嬉うれしいに決まっているだろ」

「……いやでも…………負けたのに？　悔しくないの？」

「そうだな。だが、遊矢はオレの思考、行動を読み切っていた。勝利条件と場所が限定されていたとはいえ、全すべてを把は握あくしていたんだぜ？」

「…………」

「自分のことを完かん璧ぺきに理解してくれているヤツがいて、しかも自分よりも高みにいる──これを喜ばずして何を喜べってんだ。悔しい以上に嬉しいに決まっている」

　玲の声に虚勢の響きはなく、それが本心だと雪子は悟さとる。

　確かに自分を深く理解してくれる誰かがいることは喜ばしいことだが、その相手に致命傷を負わされても喜ぶという神経は雪子には理解不能だった。

　だが、分かったこともある。

　先程現れたリールゥが化けた遊ゆう矢やの姿と、玲れいとの戦いで遊矢が罠わなを使ったということから、一つの仮定が導き出される。

　つまり、特別校舎で目撃されていた少年というのは、遊矢のことだったのだろう。

　水みな瀬せ遊矢という名前は有名だし、顔もそこそこ知られているはずだ。だが、いつも後ろで縛しばっている髪かみを下ろして眼鏡めがねを掛け、デフォルトである笑顔を無くしたその姿から、遊矢だと正しく認識する者はいないだろう。親しくしている人間ならば別だろうが、何度か見かけたことがある、というレベルではまず無理だ。

　そうだとすれば、遊矢は玲と戦う準備を前々からしていたに違いない。

　今回の事態の一環として。

　自分の望みを叶かなえる為に。

「……させないけどね」

　雪子がそう呟つぶやいた時、二人は最後の段を上り終えた。

　目の前には重そうな鉄製のドア。

「……結けつ界かいは？」

「とっくに解除した。でなけりゃ雪ゆき姫ひめはＵターンして階段を下りてるぜ」

　玲の言葉を信じるならば、結界はあったということだ。先程来た時は何もなかったと証言していたにも拘かかわらず。

　つまり──ドアの向こうには、必ず何かあるということだ。

「最後に一つ、極上のアドバイスをしてやる」

　自然と気持ちが昂たかぶる雪子の耳にその声が届き、横にいる男を見る。

　玲の顔からは既すでに笑みは消えていた。代わりに、静かに決意の光を灯ともす瞳があり、雪ゆき子こは思わず息を吞のんだ。

　よりによって井い沢ざわ玲に圧倒されかけ、気まずい思いをしながらも雪子は、

「……何よ？」

「どう動こうが、どう選択しようがお前の好きにしていい。だが──迷うな」

「…………迷わないわよ」

「躊躇ためらうことなく、好き勝手にやっちまえ。オレが特別に許可してやる」

「あんたの許可なんて要いらないわよっ」

「オッケー、その意気だ。──んじゃ、行くぜ」

　言って、玲はドアノブに手を掛けて、ぐっと押し開いた。

　開いた隙すき間まから吹き込んで来る強風に顔を顰しかめ、それでも雪子は前へと進む。

　風に立ち向かい、玲に続いて屋上に出ると……そこには人影があった。

「あーらら、来ちゃった」

　転落防止のフェンスの上に腰掛けているのは、リールゥ。

　そして雪ゆき子こ達の出てきた入り口の対角線上、給水塔とうの壁に寄りかかるようにして座っているのは──

「遊ゆう矢やっ……！」

　三日ぶりに見る幼おさな馴な染じみの、水みな瀬せ遊矢の姿。

　遊矢は眠ねむっているのか、目を閉じたままでいた。服装は先に現れたリールゥが化けていた時とほぼ同じで、いつも通りの髪かみ型で眼鏡めがねはない。見慣れた姿だった。

　それに雪子はほっとして……しかしすぐに気を引き締める。

　今やかくれんぼの相手から明確な敵と変わったリールゥが、遊矢の近くにいる。

　そして……もう一人。

　遊矢のすぐ近くに立つ、女性の姿があった。

　知らない顔で、何故なぜかミニスカートのサンタクロースの格好をした彼女は、雪子の顔を見て安あん堵どしたように表情を緩ゆるませている。

　この場面に相応ふさわしくない人物に、雪子は戸と惑まどいながらも問い質ただす。

「リールゥはともかく、あなたは誰よ？　バカ沢ざわがリールゥ以外の天使か悪魔がいるみたいなことを言っていた気がするけど、あなたがそうなわけ？」

「あららー？　雪子ちゃん、気づいてないの？」

　小馬鹿にするように言うリールゥだが、顔は笑っていない。むしろつまらなそうに、それでいて不満よりも濃いマイナスの感情が含まれているような、ふて腐くされた表情だった。

　なんでだろう、と気になるのは確かだが、今はそれよりも謎なぞのままでいる女性の方がさらに気になる。

　じっと見つめると、どこかで見たことがあるような気もしてくる。が、やはり知り合いにはいない顔だ。

「……バカ沢ざわ、分かる？」

　自分には分からないので訊たずねてみると、視線はリールゥに注いだまま、玲れいは親指を立ててサンタ服の女性を指差し、

「あれが、ある意味では元げん凶きようだ。遊矢に召しよう喚かんされ、このオレに魔法をかけ──ついでにいえばこうも事態をややこしくしている一いつ端たんだ」

「……全然意味が……」

「分からねぇか？　考えろ、どうしてオレが無ぶ様ざまにもお前の蹴けりを食らう羽は目めになったか」

　言われて、雪子はその時のことを思い出す。

　あの時は苛いら々いらしていて、怒りに任せて攻こう撃げきしていた。そのせいか攻撃が雑になり、もう少しで玲の反撃をまともに食らうところだった。

　そうならなかったのは、玲がアクシデントに見舞われたからだ。

　確か、飛び込み様ざまにポケットティッシュを踏みつけて……

　そこまで思い出し、雪ゆき子こは「あっ！」と声をあげ、

「ティッシュ配りのバイトしてた人!?」

　自分の言葉に、間違いないと頷うなずく。

　だがそれでも──むしろ余計に彼女がここにいる理由が分からなくなる。

　混乱する雪子の様子に呆あきれたように、玲れいはため息をついて、やれやれと言わんばかりに肩かたを竦すくめた。

「このオレがあんな間抜けなドジ踏むかよ。ああなるように魔法で小細工されたからに決まってんだろ」

「えっ……と、じゃあやっぱりあの人は天使か悪魔で……？」

「つーかお前も知ってるだろうが。むしろお前の方がよく知ってるっつーのに……」

　本格的に呆あきれたらしく、玲はそれまでリールゥから外さなかった視線を雪子へと向け、失望に満ちた目を見せる。

　そんなことを言われても、雪子はまるでピンと来ない。来る方がおかしいとしか思えない。

　しかし玲ばかりでなく、リールゥまで『え～～～』と言わんばかりの目を向けて、おまけに件くだんのアルバイターは何故なぜか涙目になっていて……

　決戦とはまるで違うことで追い込まれ、雪子は気まずさにもじもじと両手の指を擦すり合わせることしか出来なかった。

「あの……………………ヒントを」

　こうなったらリールゥでも構わないから、と思いつつの言葉に、反応を示したのはサンタ服の女性だった。

「……これなら、どうです？」

　そう言って、彼女は胸の上に両手を置くと──その背中から、真っ白い何かが飛び出した。

　驚きながらも雪子の目はハッキリとそれを目撃した。

　現れたのは、大きな白い翼つばさ。

　小さな子供ならすっぽりと覆おおい隠せる程に大きな二枚翼よくは、解放を喜ぶように大きく羽ばたいて白い羽根を散らす。

　神こう々ごうしいまでの白さと形状には、雪子も見覚えがあった。

「まさか────!?」

　驚きよう愕がくに満ちた声に、彼女はにっこりと子供のような笑顔を見せる。

　そして翼が大きく羽ばたき、彼女の姿を覆い隠し──一瞬後、開いた翼から現れた姿は、雪子の記き憶おくにある少女と完全に一致していた。

　パッチリと大きな翡ひ翠すい色の瞳に金色の長い髪かみ。

　ふわりと靡なびく紫むらさき色のドレスが似合う、西洋人形のような美しさを存分に孕はらんだ可愛かわいらしさ。

　十歳さい程度の子供にしか見えない、しかし雪子の何十倍もの時を経験している、小さな少女。

　それは間違いようもなく、夏に出会った二に階かい位い天使のセーレウスだった。



「セーレが、なんでっ?!」

「遊ゆう矢やが召喚よんだに決まってんだろうが」

　冷めた突っ込みを入れたのは玲れいで、またも大げさに肩かたを竦すくめる。

「考えれば分かるだろうがよ。お前の知っている天使や悪魔が何人いる？　その数少ない中で、上位悪魔の魔法を解除出来るこのオレにすら悟さとらせない、精せい緻ちな上にズバ抜けて強力な魔法を使えるヤツなんざ、そこのロリ天使か『昼行あん灯どん』の道楽ババアぐらいだろうが」

「そっ、そうだけど、でもっ……」

　まさか再び会えるとは思っていなかった雪ゆき子こは動揺するばかりで、そんな自分を嬉うれしそうに見つめるセーレウスは夏に会った時と全く変わりなくて……混乱してしまう。

　だからとりあえず、といった感じで、

「せ、セーレって思ってたよりも凄すごいのね。いくら相手がこんなバカとはいえ、やり込むだなんて」

「外見はただのロリータだが、天使の場合一いつ階かい位いは三人で全すべてオリジナルだ。んで、こいつは二階位のトップだから、後天的に天使になった中では最強のはずだからな。……まともに召しよう喚かんされた体だったら、いくらロリータ相手でもここまで無ぶ様ざまにやられはしないが」

「うう～、セーレは大人おとなな天使ですよ!?　ロリータじゃないです！」

「いやそれはどうでもいいんだけど……本当にどうして、こんな……」

　困りながら説明を求める雪ゆき子こだったが、リールゥは素知らぬ顔をして話す気は全く無さそうだった。

　かといってセーレウスの口から上手うまい説明が聞けるとも思えず、玲れいは可か哀わい相そうな子を見るような目をしているので後で蹴けりを入れるとして、一番説明出来るはずの遊ゆう矢やは寝ている。

　八方塞ふさがりなこの状況に雪子が癇かん癪しやくを起こしそうになった、その時だった。

「ええとですね、ちょっとややこしいので、映像化してみます！」

　張り切った声はセーレウスのものだった。

　発言の意図が摑つかめない雪子はどういうことかと訊きこうとし、

「っ……!?」

　口を開けたまま、声は出せなかった。

　セーレウスの両りよう翼よくが一ひと羽はばたきした瞬間、薄紫むらさき色の光の二重円と、その内側に細かい何かの文字が浮かび──弾はじけた。

　その瞬間、雪子の視界は違う映像に塗り潰つぶされ、聴覚もそれまでとは違う音を捉とらえる。

　見えたのは大勢の人で、聞こえて来たのはやかましいまでの雑多な声だった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　六万人規模のライヴというのは伊達だてではなく、広いはずの響きよう楽がくドームはそのキャパシティをまるで感じさせない密度で人が込み入っていた。

　スタンドには備え付けの客席があるのだが、普段野球等のフィールドとして使われている内部に板と柵さくとパイプ椅い子すをセットして作られたアリーナ席は、ちょっと動けば左右の人と肌が触ふれてしまう程の密度で、しかも女性率がとても高い。

　その中に紛まぎれて、水みな瀬せ遊矢と武む藤とうアキは並んで座っていた。

　照明が落とされ薄暗い中、アキは遊矢の服の袖そでをくいくいと引っ張って、

「ねっ、すっごい人の数だよね！」

　周りの話し声がうるさいので大きめの声で話しかけるアキに、遊矢はこくりと頷うなずいた。

「そうだねー。もうすぐ始まるから、殆ほとんどの人は入場したみたいだし」

「ライヴが始まったら皆ヒートアップして、もう半袖でも暑くなりそうだよねっ！　もう今から脱いでおこうかな!?」

　うきうきとはしゃいでいるアキは本当に楽しそうで、頰ほおはやや赤くなって、言葉通りに上着を脱ごうとしていた。

　これから始まるライヴを心の底から楽しもうとしているように。

　その様子を見ながら、遊矢は腕うで時計を確認して、呟つぶやいた。

「……うん、もうそろそろいいかな」

「えっ？　えっ、えっ？　何が何が!?」

　隣から聞こえて来た声を聞き漏もらさなかったアキがハイテンションのままに問いかけるが、遊ゆう矢やはごそごそと手荷物を漁あさって返答はしない。

　ややあって、彼がバッグの中から取り出した物を見て──アキの笑顔が凍こおりついた。

　一見すると古びた小箱に見えるそれは黒っぽい金属製で、遊矢の膝ひざ上に置かれ、左手は蓋ふたに掛けられていた。

「…………それ、」

　何かを言おうとするアキに対し、遊矢はにっこりと微笑ほほえみ──右手で、アキの手を握った。

「せっかくのデートだったのに、ごめんね？」

　謝罪を口にしながら、蓋を開く。

　蓋が垂直の位置まで上がった、その刹せつ那な──

　箱の中から溢あふれ出した強烈な光に、薄暗かったドームが白色で満たされ、

　耳に障さわる甲かん高だかい音が響き渡り、

　音の中で、遊矢は一言、囁ささやくように、




「リールゥ、見つけたよ？」




　その言葉で働いた強制力に、光の奔ほん流りゆうで空間が満たされた状態の中、アキの体は急速に変化して──

　光の渦うずが唐とう突とつに搔かき消えた時、遊矢に手を握られているのは武む藤とうアキではなく、悪魔の正体を晒さらしたリールゥのものとなっていた。

「……やられたわー。なにそれ？　タイミングといいシチュエーションといい、反則過ぎないかしら？」

　してやられた、というより呆あきれたという感じの強いリールゥの言葉に、遊矢は無む邪じや気きな微笑ほほえみを見せ、

「不意を突かないと意味がないからねー。本当はライヴが終わってからにしてあげたかったんだけど、時間が無かったから、ごめんね？　それと『これ』も」

　遊矢が言う『これ』とは、ドーム内の状態のことだ。

　薄暗かったドームの中はセピア一色で染まり、人々や空気の動きも無い。その中で遊矢とリールゥは元の彩りのまま、自在に動けている。……とはいえ、狭せまくて動くスペースは殆ほとんど無かったが。

　そして、もう一人──二人以外に動き、色を纏まとう小さな人影があった。

　遊矢達のいる近く、地上三メートルの所に浮かんでいるのは大きな翼つばさを背に持つ天使で、遊矢のことを見下ろし、驚いたように目をパチパチと瞬またたかせていた。

「ゆ、ゆ、遊ゆう矢やさんです？　え、あの、どうしてですかっ!?」

　召しよう喚かんされたばかりの『感かん識しき者』セーレウスは名乗ることも忘れてあたふたし、リールゥは彼女を無視するように視線を遊矢の膝ひざ上へとやっていた。

「その宝石箱、収束型の召喚術具ねー……高たか嶺みねさんちの美み樹きちゃんが持っていたヤツ？」

「うん、そうだよー」

「そんな物あるだなんて、すっかり看過みすごしてたわよ。まあでも──」

　リールゥの見つめる中、遊矢が身み動じろぎした拍子に膝の上にあった小箱は、横の一面がぽろりと取れてしまった。

「もう二度と使えないみたいだけど、ね。流石さすがの遊矢くんもそれは直せないわよ」

「うん……ちょっと計算外かな。予測範囲内だけど……それに高嶺さんにも謝らないと」

　話しながら遊矢は用済みとなった召喚術具をバッグへと仕し舞まい、ようやく落ち着いたセーレウスを見上げ、和なごやかに笑った。

「久しぶりだねー。また会えて嬉うれしいよ」

「う、嬉しいのはセーレもですけどっ……あの、どうして……」

「ちょっとお願いがあるんだけど──その前に、リールゥの方から終わらせよっか」

「……いいけど、ここじゃ狭せますぎるから。移動ね」

　言って、リールゥは軽く右手の指を弾はじいて音を鳴らす。

　次の瞬間、遊矢達は楽器のセットされたステージの上にいた。

　何気なく行われた魔法に対し、遊矢はにこにこと笑うだけで、特別な反応は示さない。

　それを見たセーレウスは不安げに表情を曇らせるが、彼女が何かを言う前にリールゥが口を開く。

「それでそれで？　遊矢くんは一体何をお望みなのかしら？　元の体に戻ってハッピーエンドがご希望？」

　投げやりに問う悪魔に、遊矢は笑みを薄めて、

「ううん。たぶん前に、僕が死んだら情報操作して僕に関する記き憶おくと痕こん跡せきを消して欲しいって、契約の追加したことがあると思うんだけどー」

「えーえー、してますとも。それがどうかしたの？」

「それの契約内容を変更して──セーレとの契約が終わり次第、実行してくれる？」

　この言葉にセーレウスは羽根を震わせ、リールゥはむっつりと黙ってしまう。

　遊矢は相変わらずの笑顔のまま、さらに続けた。

「それでセーレにお願いしたいのは、玲れいっていう悪魔の記憶を封じる手伝いと、雪ゆきちゃんの守護ね」

「…………あの、」

「普段は別にどうでもいいんだけど、雪ちゃんじゃ対処しきれないこととか凄すごく危険なことになった時、助けてあげて──」

「あのっ、遊ゆう矢やさん！」

　両手をギュッと握り締めたセーレウスの切せつ羽ぱ詰つまった呼び声に、遊矢は言葉を止めた。そして視線で天使に『話があるならどうぞ』と促うながし、その意図を『感かん識しき者』である彼女はきちんと読み取った。

　セーレウスは一度口を閉ざし、真剣そのものといった様子で俯うつむき……勢いよく顔を上げて、

「それは良くないです！　遊矢さんが雪ゆき子こさんのことを心配して想っていて大切にしているのは分かるですが、それは良くないことですよ！　やっちゃダメです！」

「ふんだ、いくら二に階かい位いトップの『感識者』でも契約者の願いを断ることは出来ないんだから、うだうだ言わずにやっちゃいなさいよね」

　熱い口調で説得を試みる天使に対し、やや年とし嵩かさの外見をした悪魔の少女はふて腐くされたように横よこ槍やりを入れる。

　セーレウスは厳しい目でリールゥを睨にらみ……つけているつもりなのだろうが、それはどう見ても我わが儘ままが通らずムキになっている子供の目だった。

「悪魔さんは黙っていてください！　それに遊矢さん、元の体に戻るんじゃなかったですか!?　今までの苦労が台無しの水の泡あわになっちゃうですよ!?」

「そうなるねー……でも、別に僕がいなくなっても誰も困らないし。雪ちゃんが幸せになってくれるなら、それで構わないから」

　遊矢の笑みは、変わらない。

　表情に変化があったのはリールゥの方で、そっぽを向いたまま、歯痛を堪こらえるように唇くちびるを嚙かみ締めている。

　そしてセーレウスは、大きな瞳に今にも泣きそうに涙を溜ためている。

　セピア色に染まる世界で、三者三さん様ようの様相の中、

「…………分かったです」

　流れを動かしたのは、セーレウスだった。

　だだっ子のように遊矢を睨にらみ、唇を尖とがらせた彼女は、ハッキリと宣言した。

「遊矢さんがそのつもりなら、遊矢さんの願った通りの魔法なんて掛けてあげないです！　全然違う感じにしちゃうですよっ、雪子さんに迷めい惑わくにならない程度に遊矢さんのお願いなんて潰つぶしてやっちゃうんですから！　いーっだ、です!!」

「ちょっ、そこのロリ天使っ、何を言い出してんのよ！」

「うるさいですっ！　セーレはやると言ったら貫かん徹てつなのですよ?!」



　文句を言うリールゥに対しても、両方の口くちの端はを指でフックして引っ張り威い嚇かくらしき顔を見せつけてから、セーレは再度遊矢を睨み、息巻いて大声を発する。

「それにです、雪子さんは遊矢さんがいないと全然幸せにならないです！　遊矢さんの幸せだって、雪ゆき子こさんの隣にいないと得られないですよ!?　どうしてそんな簡単なことが分からないですか！」

「僕のことは別に気にしないでいいよ。それに、僕に関する記き憶おくが無くなれば、僕じゃない人と幸せになる道を見つけると思うしねー」

　意気の無い反論をする遊ゆう矢やの表情に、先程までの笑みはない。苦笑いと呼ばれるものを数十倍に薄めたような、僅わずかに口くちの端はを上げた曖あい昧まいな反応をするだけだった。

　それに、セーレウスがキレた。

「それじゃあダメなんですっ。雪子さんのことを一番心配して、一番幸せを願っているのは遊矢さんなのに、どうして遊矢さんは一緒に幸せを築こうとしないですか!?」

「……………………」

「セーレは、遊矢さんの言葉と雪子さんの行動に、自分の本当の願いを教えて貰もらったですよ？　なのに、なのに遊矢さんは本当の願いを秘めて、願うことすらしないだなんて、そんなの絶対におかしいです！　間違っているです！」

「……そっか、セーレは僕の願いを知ってるんだ？」

　落ち着いた、静かなだけの遊矢の声に、セーレウスは大きく頷うなずいた。その拍子に涙目だった瞳から涙が溢あふれ、頰ほおを濡ぬらす。

「セーレは『感かん識しき者』です。だから以前の時に遊矢さんが心の奥底で叫んでいたことも聞いていて……でもあの時はどうしても叶かなえてあげられない願いで、何も言えませんでした…………でも、今は違うです！」

「何が、違うのかな？」

「今、遊ゆう矢やさんは元の体に戻ることが可能です！　それがご自分でも分かっていて、それなのに本当に願いを言わないなんて、そんなの絶対絶対絶対絶対の絶対に間違っているです!!」

　激しく主張すると、セーレウスは狩りの後の猛もう獣じゆうのように荒い息づか遣いで、顔がくっつきそうなくらいの至し近きん距離で遊矢と目を合わせる。

　その間、リールゥは何も言わない。邪じや魔ますることなく、ただ黙って二人のやり取りを見届けている。

　……そして会場の使用目的であるライヴとは全く違う興奮と緊張感が満ちたステージの上で、遊矢はやんわりと笑った。

　演技とは思えない自然で優しい笑顔を作り、言葉を放つ。

「……うん、セーレの気持ちはよく分かったよ」

「本当ですかっ!?」

　パッと表情を輝かせて両手をギュッと握り締めた小さな天使に、遊矢は笑顔のままで続きを言った。

「──だから、勝負しよう。ゲームでもいいけど」

「う……？…………ゲーム、ですか？」

　突然の提案に、セーレウスは戸と惑まどいの声をあげた。

「そう、ゲーム。スタートと同時に、とりあえず雪ゆきちゃんを含む皆に僕のことは忘れて貰もらって、それでも雪ちゃんが僕の所に来これたら、セーレの勝ち。僕は観念して……勇気を出して、元の体に戻るよ」

「なら、あたしの勝利条件は？」

　それまで沈黙していたリールゥの問いかけに、遊矢は慌あわてず即答する。

「雪ちゃんが期限内に来られなかったら、リールゥの勝ち。セーレは僕の願った通りの魔法を使って、可か哀わい相そうだけど、僕の魂たましいはリールゥに譲ゆずることになるけど……それでいい？」

「魂の占有権は要いらないです、けど……期間って、どれくらいなのですか？」

　それは当然気にするべき質問で、大事な要素でもある。

　長ければ長い程セーレウスには有利になるが、対等の条件にする為にはリールゥの意見も吞のまなければならない。

　発案者の遊矢は少し考えるような仕し種ぐさの後、

「うーん……じゃ、十二月二十五日の午前零れい時まで」

「た、たったの四日間ですか!?　凄すごく不利です、無む茶ちやですよ?!」

「そうかもねー。でも、奇き跡せきが起きるならクリスマスが妥当だから」

　期間の延長を訴えたいらしくまごついているセーレウスと、自分に有利な条件になったのに顔色の晴れないリールゥの顔を交互に見て、遊ゆう矢やは言う。

「奇き跡せきくらい起きてくれないと……僕は、自分を信じられないから」

　表情を消した遊矢に対し、二人は何も言わなかった。

　言わなかったが、それで了承という形になったのは間違いなかった。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　唐とう突とつに映像が終わり視界に現実の光景が広がった時、雪ゆき子こは理解した。

　今の現象がセーレウスの魔法で、今見たものは現実にあったことなのだと。

「……今日がギリギリだった、ってわけね」

　道理で今まで何事もなかったというのに、今日になってセーレウスやリールゥが出て来るわけだ。

　遊矢に関する記き憶おくだけが抜け落ち変えられているという中ちゆう途と半はん端ぱな魔法についても理解した。あくまでもこれはゲームで、リールゥと交わしたという契約執行ではないからだ。

　だからつまり──自分が遊矢の所へ行けば勝ちになり、全すべてが丸く収まる。

「……ありがとね、セーレ。あなたのおかげで、なんとかなりそう」

　心の底からの礼に、セーレウスは微笑ほほえみで返す。本当に、彼女が頑がん張ばってくれなければもうどうしようもなかったのだ。感謝してもしきれない。

　だが、今は感謝しまくっている場合ではない。

「あたしがここに辿たどり着いた段階でセーレの勝ち……っていう程、都つ合ごう良く出来てはいないのよね？」

　雪子の言葉と視線はリールゥに向けられたものだ。

　ボンテージに身を包んだ悪魔は着ていたコートを脱ぎ、放り投げる。投げ捨てられたコートは自由落下せずにふわふわと飛び、給水塔とうに寄りかかるように眠ねむっている遊矢の体をくるむように落ちた。

　その間にリールゥ自身もフェンスから降りて、遊矢とセーレウスのいる数メートル前まで歩き……不ふ機き嫌げんと書いたような顔で雪子を見やる。

「そんなの当たり前でしょう？　雪子ちゃんが遊矢くんに触ふれることが勝利条件。それまでは勝ちだなんて思わないでちょうだい」

「……で、あんたは黙ってそれを見届けてくれるわけ？」

「当然、させないもん」

　拗すねた子供のような言い方だったが、その目も反抗期の子供のような、存在する全すべてが嫌いやに感じていると主張しているかの暗い灯ともしびを宿している。

　複雑すぎて自分でも把は握あくしきれない感情の奔ほん流りゆうを表すような、そんな瞳を見るのは初めてではない。以前、久く世ぜ律りつ乃のも似たような目をしていた。

　リールゥにも何か事情があるのだろう……が、雪ゆき子こだって譲ゆずれない。

　ちらりと動かない遊ゆう矢やを見て、その傍かたわらにいるセーレウスの祈るように心配する顔を見て、それから改めてリールゥを見て──雪子は言った。

「八年がかりの勝負……今日で決着にするわよ」

「ふんだ……調子に乗らないでよね──っ！」




「雪ゆき姫ひめ避よけろっ！」

　突然響いた玲れいの声に体が動いたのは、トリガーに指をかけて今すぐにでも引こうかという状態だったからだ。

　雪子は反射的に右へ跳とび、それからようやく『どうして？』という疑問が頭に浮かび──

　聞こえて来た爆ばく発はつ音に、そんな疑問は吹っ飛ばされた。

「なっ……!?」

　見れば、爆発したのはつい今まで自分達が立っていた場所で、その規模はただの火傷やけどではまず済まないと理解させられる熱波を噴ふかせていた。

　啞あ然ぜんとする雪子は着地と同時にリールゥを見るが、

「まだまだ、もっと動かないと危あぶないわよー？」

　笑みも無く言われ、眉み間けんにチリという痒かゆみに似た感覚が走り、自然と足は後ろへの回避を選択する。ほぼ同時に上半身を出来る限り後ろへと傾け、よく分からない『何か』を避けようと必死で動いた。

　次の瞬間、つい今まで自分の頭があった場所で起こった小さな爆ばく発はつに、背中を嫌いやな汗が伝う。

　その爆発は、例えるならばバスケットボールが破は裂れつした程度の規模で、さっきの爆発に比べれば大したことはない。しかし避けていなければ雪子の頭が弾はじけていたのは容易に想像出来る。

「こんなっ……！」

　着ていたダッフルコートを脱ぎ捨てて少しでも体の自由が利くようにして、雪子は走った。

　中庭がある構造上、屋上も中央が四角く切り取られているとはいえ、特別校舎の屋上面積は決して狭せまくない。逃げ回るスペースはいくらでもある。

　だが雪子にはいつ、どこで爆発が起こるかが分からない。

　爆発する寸前、剝むき出しの肌が少し粟あわ立つような感覚があるが、刹せつ那なの間しか置かずに爆発してしまう。その感覚をあてにして避けることに集中しようにも、それではいつか逃げ遅れるのは容易たやすく分かることだった。

　必死になって逃げ続けるが、どこに逃げれば安全なのかも分からない。目指すべきはリールゥのいる場所なのだろうが、巧こう妙みように操作された爆発位置が雪子に接近を許さない。

　空気を焦こがし、コンクリートの床ゆかを焦がし、雪ゆき子この服を焦がして、爆発は続く。大きいのもあれば小さいのもあり、立て続けに起こり、途切れない。

　間断なく起こる爆発を避けるだけでも一苦労だが、このままでは埒らちが明かない。

　ちらりと玲れいの方を見れば、あちらの方が爆発は多かった。だが玲は雪子とは違い、何かが見えているらしく、次々と的確に爆発箇所を避けてステップを踏む。

　それでもリールゥに近付けずに剝むき出しにした歯を食い縛しばって悔くやしげなのは、リールゥの起こす爆発が見事に彼女へのルートを潰つぶしているからだろう。

　雪子の方は、まだ無理をすればなんとかなる。多少……では済まない火傷やけどを負う覚かく悟ごで跳とび込めば、リールゥに接近することも出来るはずだ。

　しかし、それは出来ない。やっても意味がない、という方が正しい。

　シゼムとの戦いで、上位悪魔には自分の攻こう撃げきが通じないと知っている以上、ただ近付いて蹴けるだけでは駄だ目めなのだ。

　恐らくはリールゥの周囲に展開されている、変性律式と呼んでいた魔法──それをどうにかしなければ、人外を倒す力を秘めた右足も無意味だ。

　自分一人ではどうにも出来ない──悔しくて歯は痒がゆい事実。

　それを分かっているからこそ、雪子は今、一人ではなく協力して戦っているのだ。

　だから爆発の音にも負けず、喉のどを灼やく熱風を振り払い、叫んだ。

「バカ沢ざわっ、いつまでも遊んでないでなんとかしなさいよ！」

「うるせぇ薄ら役立たず！　お前こそ踊ってねぇで働け！」

　軽口にしか聞こえない言葉が返ってくるが、そこに余よ裕ゆうは感じられなかった。恐らくこの男は死ぬ間際までくだらないことを言い続けるのだろうと思いながら、雪子は転落防止のフェンスを使って三角飛びの宙返りをして、フェンスごと吹き飛ばす爆ばく発はつをかわした。

　玲れいですら手一杯。自分には打つ手がない。セーレウスが手を貸してくれないのは、遊ゆう矢やに何か言われているに違いない。

　だから雪子はひたすらに移動して爆発から逃れるしか無く、それも長くは持たずに疲労によって限界がくるだろう。

　どうにかして突破口を開かなくては、勝ち目はないというのに、その糸口すら見つからない。

「ほら、この辺で諦あきらめちゃいなさいよー？」

　苛いらついてきたところにきたリールゥの言葉に、雪子は歯を剝むいて威い嚇かくして、

「諦めないわよ！　すぐにぶちのめしてやるんだからっ」

「……でも、これは遊矢くんが望んでやっていることなのよ？　なのに雪子ちゃんがその意思を尊重しないのは変じゃない？」

「どうしてあたしがそんな意思を聞いてやらなきゃいけないのよ！」

　ハッキリと拒否を示した雪子は地面を蹴り……異常に気づく。

　爆発音は続いている。が、それは左側で忙せわしなく動き回る玲れいの周囲の話で、自分のいる場所での爆発が止まったのだ。

　予よ兆ちようも無い。罠わなの可能性もあるが、それにしては少しおかしい。

　このチャンスに一気にリールゥに近付いてもいけそうな気がしたが──雪ゆき子こは止まり、じっとリールゥを見つめた。どうせ打開策が無いのだから、まずは状況を見極める方が先決だ。

　荒れた息を整えながら様子を窺うかがえば、リールゥは真まっ直すぐに雪子のことを見返していた。ただし表情は揺れているとしか言い様ようのない、不安定で、笑いたいのか泣きたいのか分からないもの。

「雪子ちゃんは…………遊ゆう矢やくんのことが好きなのに、遊矢くんのやりたいことは見届けられないんだ？」

「……それが遊矢にとっても他ほかの人にとってもいいことなら止めるどころか協力するわよ。でもね、あからさまに間違っている馬鹿に生温く傍ぼう観かんなんてしてられないわ。曲がった思想ごと叩たたいて修正してやるわよ」

　相手がただの馬鹿なら、そこまでする気にはなれない。

　だがその相手が最悪なことに自分の思い人なのだから、雪子としては徹底的にやるという選択肢ししか出て来なかった。

「──大体ね、遊矢は昔っから馬鹿なのよ。自分のことは気に掛けないで他ほかの人の心配ばかりして、ちょっと頭が回るからって実際に動くことを嫌きらって、損ばかりする大馬鹿なの。だからこそ、あたしが目を覚まさせてやらないと。いい機会だしね」

　その機会もここでリールゥを倒せなければ失ってしまう。だから必死でやる。

　やるしかないから、やる。

　とても単純で、だからこそ決意を鈍にぶらせることも無い。揺れることもない。

　どちらかといえば……揺れているのはリールゥの方だ。

　俯うつむいた彼女は玲への攻撃だけは止めていないが、明らかに様子がおかしい。

　何が起きているのか、雪子には分からない。

　だが──

「どうしたどうした新聞眼鏡めがね、攻こう撃げきが温ぬるくなってんぜ！　そんなに自分の中で折り合いつけんのが難しいのか!?」

　まるで全すべてを悟さとっているように、玲は爆ばく発はつを避けながら叫んだ。

　緊迫したギリギリの状況は続いているのに、口元は笑っている。スリルを楽しんでいるのとは違う、嘲あざけるような笑みを浮かべている。

「ふらふらふらふらしやがって、やる気あんのかよてめぇ?!　ゲームに勝って遊矢の魂たましいぶん取りたいならわざわざ雪ゆき姫ひめの前に面つら出してんじゃねぇ！　中ちゆう途と半はん端ぱなんだ、てめぇの行動は！」

「……………………るさい」

「こんな事態になったのもてめぇが浮かれ気分で遊ゆう矢やの誘いに乗ったからだろうが！　ふらついてんならずっと宙に漂ただよっていやがれってんだよ、墜おちてくんなよみっともねぇ！」

「…………………………黙って」

　玲れいが首を傾けた瞬間、コンマの差で爆発が起こる。速度重視だったのか規模は小さすぎる程に小さいが、玲の髪かみは焦こげ耳は赤く腫はれる。

　だがそれでも玲の笑みは消えず、言葉の槍やりを降らせることも止めなかった。

「こんな低レベルの魔法ばっか使って、いつまで自分の手に入らないものに気ぃ遣つかっていやがるんだ、あぁ!?　手に入れるだけなら出来るだろうがよ！　それを選択しない癖くせに女め々めしく傍そばにいようだなんてどこの乙女おとめ気取りだ眼鏡めがね女──」

　雪ゆき子こには玲の言っていることは半分も分からない。だから話そのものよりも、話した結果として起こったことに意識は奪われる。

　顔を上げたリールゥが恨うらみの籠こもった目をしていたこと。

　そして──離れた場所にいる自分にも感じられる、強力な『何か』が起こる前触ぶれ。

　慌あわてて跳とびずさりながら、雪子は玲への警句を放とうとした。

　が、それより先に、

「うるさいから──黙れって言ってる！」

　リールゥの怒鳴り声、そして──

　屋上の半分以上を包み込む大爆ばく発はつに、夜の闇やみが吹き飛ばされた。

「つぅっ……!?」

　肌はだを焦こがす熱を孕はらんだ暴風を横殴なぐりに受けて、雪子はフェンスに押しつけられる形になりながら、それでも目を閉じ口と鼻を手で覆おおい、なんとかやり過ごす。

　吸い込んでしまえば肺が灼やけるのではないかと思う程の熱風が過ぎ、一転して冬の寒風が身を撫なでてから、雪子はようやく目を開けた。

　灰色だったはずの屋上の床ゆかは、見事に黒く焦こげていた。それは教室一個分よりもずっと広い範囲に渡り、しかし爆心地と思われるポイントには焦げ跡はなかった。

　代わりに、床には大穴が開いていた。

　分厚いコンクリートの床が一部とはいえ砕くだけ、黒い穴がぽっかりと口を開けている。

　そして──玲の姿は、どこにもない。

　恐らくは穴の中。ほぼ直撃を食らう位置にいた玲は、そのまま瓦が礫れきと共に落ちてしまったと考えるしかない。

　屋上の惨さん憺たんたる変へん貌ぼうを見れば、そうでなくとも爆発時に起きた真昼並みに強烈な光と暴風から考えれば、あんな位置にいてただで済むはずがない。

　心なしかリールゥの肩かたは上下しており、目つきもかなり険しくなっている。

　その目は自分が爆発させ破壊した場所を凝ぎよう視しした……が、そこから雪子の方へと視線を変えて、




「──痛ぇなおい、逆ギレしてんじゃねぇよ」




　視点が雪ゆき子こへと完全に移る前に、穴の中から玲れいが飛び出した。

　これにはリールゥも驚きよう愕がくし、目を見開く。

　だが、驚くのも無理はない。むしろ当然の反応だと雪子も思う。

　着ている服はズタズタに破れ、灰色の髪かみは煤すすけ、焼け縮れた部分もある。左目は閉じていて、瞼まぶたの上から破片が刺さり、血の涙が流れているような状態だった。

　この姿を見て驚くなと言う方が無理だ。

　そしてさらに驚くべきことに──玲はまだ笑みを失っていない。開いている右目は凶きよう暴ぼうな闘志を感じさせ、重傷だということを感じさせない気配があった。

　片目から血を流し、ボロボロになり、それでもにやにやと笑い戦意を見せる玲の姿に、リールゥは怯ひるむ。

　その反応を楽しむように笑みを深めて、玲は体調を確かめる為かぐるりと腕うでを回し、

「これだけ派手に破けると流石さすがに邪じや魔まだな」

　右手で胸元を摑つかむと、着ていた服を簡単に引きちぎった。上半身を晒さらした玲は服を放り捨て、リールゥに向き直る。

　──位置的に、彼女からは見えないだろう。だが、雪子の位置からは玲の背中が少しだが見えている。

　素肌は白いだろう玲の背中は、濁にごった赤と紫むらさきで染まっていた。

　それは間違いなく火傷やけどの痕あとだ。皮ひ膚ふが焼け爛ただれ、一部は肉まで焼けている。破片もいくつか刺さっている。

　常人なら起き上がれないどころか、痛みのあまりショック死しているかもしれない重傷に見えた。

　それなのに玲は何事も無かったかのように立ち、あまつさえ笑っている。

　その姿に、不覚にも雪子は勇気を与えられた。

「……で、図ず星ぼし突かれて逆ギレして、それなのに不完全な悪魔一人倒せなかった感想はどうだ、新聞眼鏡めがね？　ああいや、別に無理に答えないでもいいぜ。その代わり地じ団だん駄だ踏んで悔くやしがってから屋上の隅で体育座りで泣きべそかけ。さあやれ、存分にやれ」

「…………調子に乗らないでくれる？」

「調子に乗らせたのはてめぇだろ？　まあ、とりあえず──」

　言葉を止めて、一ひと際きわ凶きよう悪あくな笑みを作り、一拍の間を置いて、

「そろそろ決着といこうかっ!?」

　身を低くして玲れいは駆かけ出した。

　それに合わせ、雪ゆき子こも走る。

　目標はリールゥ。ほんの十歩程度で埋うまる距離を、最速で駆かける。

「ならお望み通り、叩たたき潰つぶして終わらせてやるんだからっ！」

　叫ぶと同時にリールゥは両腕うでを振るい、ほんの数瞬の間を置いていくつもの爆発が起こる。

　一つずつではなく、同時に二つ、三つと起こる爆発はどれも肌を焼き肉を飛び散らすだけの威力を秘めたもので……しかし、一つとして当たらない。

　雪子の方は先程よりも余よ裕ゆうがある。爆発が強力になれば、それだけ肌に走る感覚が強くなり察知がし易やすく、また攻こう撃げきするバランスは玲へと傾いている。

　一方の玲は、走ればそれだけで失神しかねない痛みが背中を貫いているだろうに、その速度に翳かげりは無い。

　むしろ怪け我がを負う前よりも的確に爆発を避け、リールゥへと接近していた。

「おらおらどうした!?　もう少しで手が届いちまうぜ！」

「このっ……！」

　リールゥの声に焦あせりが混ざるのも無理はない。手て負おいの猛もう獣じゆうが自分の元へと駆かけ寄る姿を見て、それで尚なお冷静に狙そ撃げき出来る狩しゆ猟りよう者しやは少ない。

　いや、ただの狙撃ならばリールゥは問題なくこなせていた。だが、玲はポイントセットした瞬間に避ける為、二に手て三さん手て先を読んで仕掛けなければならない。焦あせりでその読みがずれ、結果として、攻こう撃げきを集中させているのに前以上に接近を許してしまっている。

　雪子があと数歩でリールゥへと辿たどり着く、という局面でも、彼女の攻撃は玲に集中していた。

　それも当然だと、雪子は冷静に判断する。リールゥが構築している魔法を自分には消去出来ない以上、決定打を放てるのは玲以外にはいないからだ。

　その玲も俊しゆん敏びんな動きと無む茶ちやな体勢でも強引に立て直す脅きよう威い的なバランス感覚を駆く使しし、地を這はうような低い姿勢でリールゥへと迫る。

　そしてついに──雪子があと一歩の距離に、反対側からは玲が拳こぶしの射程内にリールゥを捉とらえた、その瞬間、

「そう上手うまくはいかないんだからねっ！」

　リールゥの声と同時に、雪子は右側から危険を感じ──

　身を捻ひねった刹せつ那な、雪子の体は真横で起こった爆発に吹き飛ばされた。

「くっ…………のぉっ！」

　爆風に体が持って行かれそうになるのを辛かろうじて堪こらえるも、右腕うでは熱した鉄板を巻き付けられたような痛みが走り、衝しよう撃げきで肋ろつ骨こつが嫌いやな軋きしみ方をする。

　人生を放り投げたくなるような痛みの中──雪子は見た。

　玲のいる側がわでも爆発は起きていた。

　しかしそれは雪ゆき子この食らったものよりも強烈で、玲れいはまともに左肩かたを爆発に巻き込まれ──、玲の左腕うでが、肩の付け根から吹き飛んだ。

　気合いや根性で痛みはどうにか堪こらえることは出来ても、激しい衝しよう撃げきに体勢が崩くずれ、爆風に体が後ろへと流されるのだけはどうしようもない。

　玲の体は強引に後ろへと戻され、それでも拳こぶしを握った右手はリールゥへと突き出される。

　が、数十センチの空間が致命的な距離として存在し、拳が触ふれることは叶かなわなかった。

　あとは止とどめに一撃か二撃放てば、玲はもう避けることも出来ずに食らい、勝負はつく。

　そう確信したのか、リールゥの瞳から緊張の色が薄まり、乾かわいた唇くちびるを開き、

「これで────っ、雪子ちゃん?!」

　リールゥが油断していたか、失念していたのか、雪子には分からない。

　奥歯が欠けてしまうまで歯を食いしばって痛みを堪えた直後、玲がやられたのを見ながら、雪子は最後の一歩を詰めていた。

　目前に迫ったリールゥの表情には動揺と、そして僅わずかに『理解出来ない』と言わんばかりの疑念の色がある。

「雪子ちゃんの攻撃は──」

「届かない……と思ったら、大間違いよ？」

　言葉を被かぶせた雪子は不敵な笑みを浮かべ、




　雪子とリールゥの間に銀色に輝くチョーカーが割り込み、霧む散さんした。




　それを見たリールゥの頰ほおが驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　対して、雪子は驚かない。

　爆発によって開けられた穴から出てきた玲が服を破り捨てた時、雪子は見逃さなかった。

　玲が右手でチョーカーごと服を握ったのにも拘かかわらず、チョーカーは捨てずに手の中に残したことを。

　勿もち論ろん、それだけで全すべてを察する程、雪子は賢くも想像力豊かでもない。

　だが倒された玲の突きだした右手にチョーカーの鎖くさりがあったことと、届かないと知りながらも玲の笑みが深まったことで、それが切り札になると悟さとった。

　そして雪子がリールゥの懐ふところに跳とび込んだ瞬間、玲は手首のスナップだけでチョーカーを投げ込み、何らかの操作をしたのだ。

　その結果、チョーカーは消え──リールゥの展開していた防護魔法は、解かれている。

　雪子の目にはチョーカーが消えたことしか見て取れなかった。しかしリールゥの表情が、玲の勝利を確信した笑みが、想像を後押しするには充分すぎた。

　膝ひざから跳はね上げるように右足を振り上げ、















　腰こしの捻ひねりに肩かたを巻き込むようにして蹴けり足に体重を乗せ、

　呆ぼう然ぜんとするリールゥの頭部へと、必殺のハイキックを放った。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




「……………………………………………………………………どうして？」

　か細い疑問の声は、リールゥが発したものだった。

　雪ゆき子この蹴りは、彼女の頰ほおに当たっていた。

　──ただし、当たっているのは靴くつ紐ひもだけ。

「どうしてって？　むしろあたしの方が訊ききたいわよ」

　頭を蹴り飛ばす寸前でぴたりと止めていた足を、雪子はゆっくりと下ろし、

「どうして……笑ってるの？」

　問いかけると、リールゥは自分の頰ほおに手を当てた。

　その顔は確かに笑っていた。だがそれは決して活いき活いきとした笑顔ではなく、何かに解放されてホッとしたような、そんな笑顔だった。

　蹴られ、敗北し、積年の野望が潰ついえる……そんな瞬間に浮かべる種類の表情ではないはずだ。

　だから雪子は止めてしまった。

「……遊ゆう矢やくんを元に戻すんじゃなかったの？　それ以外のことに気を取られている余よ裕ゆうなんて、無かったんじゃないの？」

　そうリールゥが問うのは、間違っていない。大切な人を取り戻す、その為に全力を尽くさなければならない時に、他人に情けをかけている場合ではない。

　だが……それでも、雪子は迷わずに応こたえた。

「バカ沢ざわが言ってたこと……半分も分からなかったけど、ちょっとくらいなら分かるの。だからリールゥのことを本気で憎にくむことなんて出来ないし……アキは友達だしね」

「そんな……」

「だから……凄すごい都合の良いことを言うけど──遊矢のこと、譲ゆずって。お願いだから」

　言って、雪子は頭を下げた。

　それはとても隙すきだらけの光景だろうし、命のやり取りをしている相手にやることでもない。

　けど、リールゥの気持ちも分かってしまったのだから仕方がなかった。

　悪魔相手に甘いのかもしれないが、それでも──

「…………仕方ないなぁ、雪子ちゃんはもう」

　ため息混じりの声が上から聞こえ、雪子は顔を上げる。

　そこにあったのは、泣き笑いの表情をなんとか微笑ほほえみに変えようとしているリールゥの姿。

「──いいわ、譲ってあげる。やっぱりあたし、雪子ちゃんのことも大好きだから」

　照れているようにも見えた。だが、込み上げてくる何かを堪こらえるように震える唇くちびるは、裏に隠した感情を浮き彫りにしていた。

　だから彼女に言うべき言葉は、雪ゆき子こには一つしか思い浮かばなかった。

「ありがとう、リールゥ」

　感謝と、それと同じくらい済まないと思う気持ちを込めた言葉に、リールゥは微笑ほほえんで見せて、体を横に退しりぞいた。

　もう一度「ありがとうね」と呟つぶやいて、雪子は前へと進む。その先にある給水塔とうを、眠ねむっている遊ゆう矢やを目指して。

　雪子が近付くと遊矢の隣にいたセーレウスは数歩下がり、ギュッと手を組んで胸の前に置き、祈るようなポーズを取った。それはとても天使らしい仕し種ぐさで、思わず雪子も微笑んでしまう。

　──足を、止める。

　しゃがみ込めば、目の前には眠っている遊矢の顔がある。肌は青白くなっているが、それは寒さだけが原因ではなさそうだった。

　どれだけの無理を重ねていたのか分からない幼おさな馴な染じみに、雪子はそっと手を伸ばし……

　その頰に、触れた。

「………………………………ん、ぅ……」

　瞼まぶたが僅わずかに痙けい攣れんし、唇が動き声が漏もれるまで要したのは何秒か、雪子には分からない。ただ、とても長い時間だと感じていた。

　そして、ようやく。

　ゆっくりと、遊矢の瞼まぶたが開かれ──

「…………あー……雪ゆきちゃん、おはよう」

「おはよう、遊矢。それじゃ、とりあえず──」

　出来るだけ笑顔を心掛けて挨あい拶さつを返した雪子は、安あん堵どして緩ゆるみそうになる気持ちの張りを保ちつつ、遊矢の頰ほおに触ふれていた右手を大きく引いて……

　ほぼ全力の平手打ちを食らわせた。

　爆ばく音おんが消えて静寂が戻った屋上に頰を張った音が響き、雪子の手にも痺しびれが残る。

　遠慮も加減もしなかった。自分が本気で殴なぐれば首の骨が折れてもおかしくないが、手を使って殴ることには慣れておらず、しかも体重を乗せた一撃ではなく、スナップを効かせてダメージを重視した平手打ちだ。精せい々ぜいムチウチになる程度で済むだろう。

　叩たたかれた遊矢の反応はというと、赤くなった頰に手を当てて、目をパチクリと瞬またたかせ、驚いたような表情をしている。

　それを見ながら雪子は問いかけた。

「どう、目が覚めた？　痛い？」

「うー……叩かれたら痛いに決まって──」

「本当に、痛い？」

　念を押すように問う雪ゆき子こに、何かおかしいと思うところがあったのだろう。遊ゆう矢やはしばし不思議そうな顔をしていたが、それはすぐに笑みに変わった。

「……そっか、もう全部知ってるんだよね。やっぱり少し寝ね惚ぼけているのかなー。ゆっくり寝たのは久しぶりだったから」

「久しぶりってどれくらいなの？」

「んー……五ヶ月振りくらいかな。二時間以上寝たのは」

　大したことでもないような口振りで遊矢は答えるが、それはとんでもないことだ。雪子は改めて自分がこの幼おさな馴な染じみの少年のことを何も知らなかったのだと痛感し、唇くちびるを嚙かみ締める。

　だが──もう、こんなことには絶対にならない。

「……今はクリスマスイヴの、午後十時になるところよ。つまり、この勝負はセーレの勝ち。あんたは元の体に戻ることになったから」

「そっかぁ……うん、仕方ないかな」

「そう、ね。仕方ないわね……」

　微笑ほほえむ遊矢の言葉を繰り返した雪子は、ふっと口元に笑みを浮かべ、

　遊矢の胸倉を摑つかみ、全力で引き寄せる。

　額ひたい同士が盛大にぶつかるが、それでも雪子は引き寄せる力を緩ゆるめない。

　緩ゆるめないまま、腹の底から大声で叫んだ。




「──仕方ないじゃないわよ、この大バカっ！」




　怒鳴り、さらに胸倉を摑つかんだ手に力を入れて、雪子は超至し近きん距離にある遊矢の目を睨にらみ付けた。

　その目に『驚き』という変化が出るのを忌いま々いましく思いながら、雪子は声を張り上げる。

「あんたがっ！　あたしの中で、あんたがどれだけ大きな存在だか分かってんの!?　勝手に人の記き憶おくを塗り替えて、何してくれてんのよこのバカ遊矢は！　あんたが心の中から消えたせいで、あたしがどれだけ原因不明の苦しみを味わう羽は目めになったと思ってんの?!」

　喉のどが、胸の奥が、目頭が熱くなるのを感じながら、雪子は握る手の力を強くする。リールゥの爆発で生まれた熱風の影響よりも、込み上げてくるこの感情の方が性質たちが悪い。息を止めようと瞼まぶたを閉じようと、溢あふれてくる熱と想いは止まろうとしない。

「ああもうっ、ボロ泣きなんてしたの久しぶりだったわ！　楽しくても悲しくても嫌いやなことがあっても嬉うれしいことがあっても大して面白くなかったのも、今思えば全部っ、あんたがいないからじゃないの！　ここまであたしを侵おかしておいて消えるだなんて、本当に何考えていやがんのよ遊矢、ええっ!?」

　頭ず突つきをするように頭を押しながら問い詰めるが、遊ゆう矢やは何も応こたえない。

　怒鳴り、興奮しながら、それでも雪ゆき子こは理解していた。

　遊矢の存在が自分の中から消えて、記き憶おくは穴埋うめされるように改かい竄ざんされて。

　それでも、雪子の心の大部分を占めていた遊矢への想いは、他ほかの何かで埋められることはなかった。

　夜に見た夢に、遊矢は出て来なかった。記憶にないのだから当然だ。それでも遊矢と一緒に過ごし、色々な体験をした時の感情は思い出していた。

　しかしそれをぶつける相手がいなくて、どこに想いと感情を向ければいいのか分からなくて、行き場を失った様々なものが溢あふれ、涙と切なさに変化したのだ。

　改めて実感させられた。

　白しろ銀がね雪子にとって、水みな瀬せ遊矢の存在がどれだけ大きいかを、

　素す晴ばらしくむかつく方法で、だ。

「あたしの幸せを勝手に願っておいて辛つらい思いさせて、一体何がやりたいのよあんたは?!　幸せもボディガードも別に欲しくないって！　欲しいのはそんなものじゃなくてっ！　遊矢と一緒にいることだって、なんで分からないのよバカなんじゃないの本当にもうっ！」

「…………雪ちゃん」

「何よ!?　くだらない言い訳したらそこのフェンスから投げ捨ててやるわよ?!」

「……ごめんね」

「っ……！」

　弁解も言い繕つくろいもなくただ出てきた謝罪の言葉に、雪子は何も言えなくなってしまう。

　喉のどの中でいくつもの言葉が衝しよう突とつしたかのように、言葉にならない呻うめき声が洩もれるだけだ。

　溜ためている怒りはまだまだこんなもんじゃない。

　言いたいことは三日三晩あっても言い尽くせない程にある。

　だが──遊矢が謝ってくれただけで、何も言えなくなってしまった。

　服を摑つかんでいた手からも力は抜け落ち、項うな垂だれた為に額ひたいは遊矢の胸に埋うずもれる。

　衣服越しに遊矢の鼓こ動どうを感じながら、雪子はぽつりと問いかけた。

「もう……もう、こんなことしない？」

「……うん」

「自分を犠牲にしないって、誓える？」

「……うん」

「あたしのこと、甘やかさずに大事に出来る？」

「──うん」

「……なら、許してあげるわ」

　それだけ言うと、雪子は遊矢の背中に腕うでを回して、その存在を実感出来るように抱き締めた。

　そしてこの後数年は泣かなくて済むくらい、そのまま泣き伏せた。

　自分の背中を優しくさする遊ゆう矢やの手の感触を心地良く思いながら。
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　何分泣いたのか分からないくらい泣いた後、雪ゆき子こはぐずりながら立ち上がった。

　遊矢も立たせてその肩かたにコートを掛けていると、玲れいが近寄って来て、雪子を見ながらにやりと笑った。

「よう、泣き虫姫ひめ。感動のシーンだったな？」

「うっさいバカ。……それより、あんた大丈夫なの？　その腕うで……」

　玲の左半身を見つつ問うが、言った雪子にはとても大丈夫に見えない。

　左肩の付け根から腕一本が消失している。焼け焦こげた為か血はあまり出ていないが、出血多量は回避出来たと喜べる状態ではなかった。その上で背中も酷ひどい火傷やけどを負っている。

　これで大丈夫なはずがないのだが、玲はあっけらかんとした口調で、

「大丈夫じゃねぇが、大したことでもねぇよ」

　他人ひと事ごとのように言い切った。無感動な医者でもここまでは言わないはずだ。

　しかし本心からそう思っているらしく、玲の関心は遊矢へと移り、

「これでようやくハニーも健常な体を持てる、と。そう考えりゃ悪くない事件だったな」

「……その状態で言う？　しかもあんた、遊矢にボロ負けしたって……」

「文字通りハートを射抜かれたが、愛が深まっただけだ。問題ねぇよ」

　言い切って、玲は口くちの端はを吊つり上げる。

　この男の思考回路は本当に分からないと再認識した雪子は、変態のことを考えるのは止やめにした。

　代わりに、ずっと気になっていたことを訊たずねる。

「……で、本当に遊矢は元の体に戻ることが出来るのね？」

「うん。条件は揃そろっているしね」

「その条件ってなんなのよ？　全っ然、分からないんだけど」

　さっきまでそんなことを考える余よ裕ゆうが無かったし、と心の中で雪子は付け加えた。時間があればちゃんと分かったはずだと、自分に言い聞かせるように。

　雪子の問いに答えたのは、意外に説明好きらしい玲だった。

「簡単だ、そこにいるロリ天使に願えばいい。『クソ生意気な新聞眼鏡めがねとの契約が終わって恐怖心と緊張感が戻った瞬間、体と精神の異常を正常に治してくれ』ってな」

「え……？　そ、それだけでいいの？」

　雪子は目をパチクリさせて訊きき直すが、玲ばかりでなく遊矢も頷うなずく。

「……そんな簡単に済むのならもっと早くにやれば良かったのに」

「ここまで持って来るのが最高に難しいんだよ」

　首を横に振り、分かってないと言わんばかりの態度の玲れいにむかつきながら、今は我が慢まんと堪こらえ、雪ゆき子こは問う。

「……どういうこと？」

「まず、召しよう喚かんに自分の霊れい力りよくを必要としないように、最高レベルの召喚術具が必要になる。折せつ角かく召喚しても、遊ゆう矢やの魂たましいがガス欠起こしたら意味がねぇからな」

「それに召喚をする時、リールゥを捕つかまえた状態じゃないと駄だ目めなんだよ。その後で召喚をしたら、リールゥに気づかれて逃げられちゃうから」

「……なるほど」

「んで最後に、遊矢の願いを正しく叶かなえてくれる信頼の置ける者が召喚対象でなければならない、と。この三つを揃そろえるのがどれだけ奇き跡せき的かは、流石さすがに雪ゆき姫ひめにも分かるだろ」

　その物言い自体はカチンと来るが、確かに雪子にも理解出来た。

　つまり、

「美み樹きの持っていた小箱があって、リールゥを捕まえる機会と召喚の機会を兼ねられて、その上でセーレを呼ばないといけなかったのね……！」

　実際に口に出してみると、本当に難易度は高い。どれか一つでも欠けていれば駄目だったというのなら、本当に全部揃そろっているこの状況は奇き跡せき的だ。

　次の機会など恐らく存在しないだろう。それも容易に分かる。

　分かった瞬間、雪子は何だか落ち着かなくなってそわそわしてしまう。

「ね、早くやっちゃいましょう。さっさと、一刻も早く」

「うん。でも、その前に……」

　頷うなずいて、しかし遊矢は視線をセーレには向けなかった。

　遊矢が見た相手は、所在なさげにフェンスに寄りかかるリールゥだった。

「ちょっとリールゥと二人きりで話がしたいんだよ。いいかな？」

　その言葉は雪子へ向けたものだが、リールゥにも届いている。彼女が顔を上げたことでそれが分かる。

　少しでも早く遊矢を元の体に戻したいと思う雪子も、相手がリールゥとあれば、拒否することは出来ない。

「…………オッケ、してきなさい」

「うん、ありがとね」

　にこりと微笑ほほえみ礼を言うと、遊矢はリールゥの元へと向かう。

　見送る側の雪子には、その光景が少し寂しく──そして切なく映る。

　ややあって、遊矢がリールゥの傍そばへと辿たどり着いた。

　一言か二言、言葉が交わされたように見えた直後、二人の姿が搔かき消える。それが閉へい塞そく結けつ界かいというやつを展開した結果なのだろうと想像し、長い話になるだろうと、雪ゆき子こはその場に座り込んだ。
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「これで二人きりだけど……いいの？　雪子ちゃん待たせて」

　遊ゆう矢やに請こわれるままに結界を張ったリールゥの質問に、遊矢は薄く笑って応こたえた。

「雪ちゃんのことはもちろん大事だけど、リールゥにも言わないといけないから」

「……何を言うのかしら？　勝利宣言？　それとも嫌いや味み？」

「今までありがとう、って。それと……利用してごめんね、って」

　その言葉にリールゥは一瞬、くしゃりと表情を歪ゆがめかけた。だがすぐに笑顔になって、乾かわいた笑い声をあげる。

「あはははは、もう何を言ってくれちゃうんだか。契約者が召しよう喚かんした悪魔を利用するのは当たり前のことじゃないの」

「うん。……でも、ちゃんと分かってるから。リールゥが自分の利益を捨ててまで僕のことを想ってくれていたことは。だからお礼を言いたくて……けど、謝らなくちゃいけないから」

　──今度こそ、リールゥは眦まなじりを下げて唇くちびるを嚙かみ締め、俯うつむいてしまった。

　聡さとい契約者の少年に悟さとられているだろうとは、彼女も薄々ではあるが気づいていた。

　五年前、自分を召しよう喚かんした少年の可能性を改めて知った時から、自分が彼に惹ひかれているのにも気付いていた。

　年とし端はの行かない少年が、どれだけの苦痛に耐えどれほどの努力をしているのかを知り、その上で約束通りに自分を楽しませようとしてくれる姿を見る度たびに、好奇心以外のものが芽生えているのにも気づいていた。

　だからつい、危険だと思いながらも同じ高校生として接触し、友人というポジションを確保してしまったのだ。

　それでも遠巻きに、決して近付き過ぎないようにするつもりだった。リールゥは日々を過ごすだけで失われる魔力を補給する為、周囲の霊れい力りよくを吸収する。だから自分が近付けば、特異体質の遊矢は霊力だけでなく魂たましいを磨すり減らすことになってしまう。

　だから近付きたくても近付けず、しかしそれでも不満は少なかった。

　──井い沢ざわ玲れいという異分子が入り込まなければ。

　自分と同じ悪魔であることはすぐに分かった。向こうには気づかれぬよう細心の注意を払い、観察し……彼もまた遊矢に惹かれていることを知った。

　そして──最高に腹が立つことに、遊矢は玲のことを認めていた。自分と近い存在だと、同種だと認めていた。

　あの悪魔が出て来なければ、リールゥは嫉しつ妬とせずに済んでいた。

　所しよ詮せん、自分は悪魔だ。白しろ銀がね雪ゆき子こを助ける為に呼ばれた存在で、雪子は可愛かわいくて素す敵てきな子で、遊ゆう矢やの幼おさな馴な染じみで付き合いも長く──同じ人間だった。だから羨うらやみはしても嫉しつ妬とはしなかった。

　だが、玲れいは違う。勝手に横から入ってきて、腹が立つ程に魅力的で、付き合いは浅いのに遊矢と親しくなった──

　自分と同じ悪魔なのに。

　自分以上に、親しくしていた。

　玲がいなければ嫉妬することも、劣等感を覚えることも──そして、叶かなうはずのない期待をすることもなかったのだ。

　デートに誘われて、それが罠わなだと知っているのに付いていくことも無かった。

　悪魔らしく遊ぶだけ遊び、遊矢の魂たましいを奪い、人間に転生出来たはずだ。遊矢には全くといっていいほど我欲が無かったから、その可能性は高い。

「……あのむかつく男の言う通り、中途半はん端ぱなことしちゃったなぁ。せめて実らぬ想いなら魂だけでも占有すれば良かったのに」

「僕は、構わないよ。流石さすがにもう今すぐあげるのは無理だけど、他ほかに何か追加の契約をしてもいいよ？」

「もう、遊矢くんってばお人好しすぎよ？」

「かもしれないねー。でも……たぶん僕の感情がまともなままだったら、リールゥのことを好きになっていたと思うから。雪ちゃん以上に、っていうのは難しいだろうけど」

　落ち着いた遊矢の声は、滑なめらかにリールゥの心へと入り込み、溶とける。

　演技の上じよう手ずな少年の言うことだから信用は出来ない。

　最後だから、適当に気持ちよくさせる言葉を並べているだけかもしれない。

　水みな瀬せ遊矢は天性の詐さ欺ぎ師しで、女たらしだと理解している。身をもって理解している。

　それでも──

「………………あんまり……泣かせ、ないでよ……っ」

　リールゥは込み上げてくる涙を止められなかった。なまじ人間と同じ体の造りをしている為、泣かないように完かん璧ぺきなコントロールをすることは出来ない。

　……魔法を使えば、話は別だ。

　だがそんなことで今の気持ちを濁にごすなど出来るはずもない。

　泣いている姿を見せたくないと遊矢に背を向けて、リールゥは無理に笑みを作る。相手に見えないと分かっているから、別れを告げる時に振り返り、ちゃんとした笑顔を見せられるように、今は不格好な笑顔を作る。

「…………あー、それにしても悔くやしいな。井い沢ざわの奴やつに全部バレちゃってたのが、何より一番悔しいなぁ」

「うん……玲れいは結局、全部分かった上で付き合ってくれたんだね。感謝しなきゃ」

「あんな奴やつに感謝なんてしなくていいのっ！」

　思わず本音を言って、リールゥは忌いま々いましい男のにやにや顔を想像の中で落書きしてやる。

　本当に腹立たしい奴だと思う。顔も、才能も、全すべて気に食わない。

　結局、あの悪魔は全すべて理解していた。




　この結末こそ、遊ゆう矢やが望んだ結末だったということを。




　遊矢が元の体に戻ることを迷っていたのは、自分が消えた方が効率はいいからだ。

　だが、もう一人の自分が、昔から頑がん張ばっていた自分の意志を捨てさることにも抵抗があった。

　だから、賭かけに出たのだ。

　召しよう喚かんしたセーレウスが願いを叶かなえるのをごねて自発的に雪ゆき子この味方をしたのも、リールゥが己の不利益を見越して尚なお自分の為を想って行動することも、全て遊矢の予想通りだ。

　そうでなければ、玲との戦いの準備をしていた理由がない。

　あの戦いは予定されていたものだが、セーレウスが素直に願いを叶えるか、ごねた結果仕方なしにゲームをすることになった場合、不必要だ。

　遊矢が玲を自分一人の力で倒さなくてはいけなかった最大の理由は、勝つことで自分に対する執しゆう着ちやくをより強くし、自分の為に動いて貰もらいたかったからだ。

　玲はその目もく論ろ見みに勘かんづくと遊矢も思っていたのだと、リールゥは読んでいる。気づかれたとして、それでも玲は遊矢の為に雪子と協力する──そう計算していたはずだ。

　全すべて遊矢の望んだ通りに事が運び……そして終わった。

「それで、少しは自信がついたのかしら？」

「うん……まだちょっと不安だけど、それでも信じられそう、かな」

　後ろを向いたままなので、リールゥには彼の表情は見えない。見えてもそれは演技なので意味はないが、恐らく今の言葉は本心だ。

　いくら遊矢が天才と言われるだけの思考力と想像力があっても、この世界はほんの少し運が傾いただけで予想だにしない事態が起こる。

　例えば、幼い日の雪子の怪け我が。

　例えば、幼い日の遊矢の召しよう喚かん。

　いくらシミュレートしてそれが万全だと判断出来るものでも、ちょっとした気まぐれで、ただ少し運が悪かっただけで、望み通りの結末にはならない。

　今回、確かに遊矢の思い通りの結末になった。

　しかしそれは、奇き跡せきのような綱渡りの連続成功が起きてこその結末だ。

「でも──覚かく悟ごは、出来たよ」

　相変わらず遊ゆう矢やの声は柔らかく、優しい。だが今の言葉は、確かに決意が伝わるものだった。

　だからリールゥは、ほんの少しだけ安心する。

　臆おく病びような遊矢が成長したことを──それが見届けられたことを、純粋に嬉うれしく思う。

　遊矢が健常な体に戻ろうとしなかった最大の理由は、覚かく悟ごが足りなかったからだ。

　自分でもそれに気づいていたから、あのような薄はく氷ひようの上をダンスしながら渡りきるような道を演出し、奇き跡せきが成立することを実感したかったのだろう。




　もう、召しよう喚かん魔法は使えなくなるのだから。




　恐怖心と緊張感を戻した後、心を健常に戻す──それだけでは駄だ目めなのだ。

　何故なぜなら遊矢の特異体質は、普通に生きるだけでも多くの危険を伴う。

　もしも、もしも遊矢の親しい人間に天使や悪魔の存在を固く信じる者がいて、その者に願いがある状態で遊矢に触ふれたのならば……遊矢は自分の意志とは関係なく、ただ『霊れい力りよくを提供する存在』として召喚システムに認知され、魂たましいを吸い取られてしまう。

　そんな極きよく端たんなことがなくとも、鉱物や動植物には霊力を吸収するものがいくらでもあるし、霊力が発散してしまう場もある。

　折せつ角かく感情を取り戻しても、そんな状態ではまともに生きてはいけない。さらに綱渡りを続けることになってしまう。

　だから心だけでなく、体も普通の人間と同じにする必要がある。そうすることで人並みに魂たましいを燃焼させても、元々魂の量が人より多い遊矢は人並みの寿じゆ命みようを手に入れることが出来る。良いこと尽くめだ。

　ただ一つ──召喚が出来なくなる以外は。

　もう魔法の奇跡に頼ることが出来なくなる。あの収しゆう束そく型召喚術具が壊こわれたので尚なお更さらだ。

　だから遊矢は自信が欲しかったのだろう。

　確かに、この結末は遊矢の望んだものだろう。リールゥはそう確信している。

　しかし同時に、こうなる可能性が限りなく低いと遊矢が判断していたことも確信していた。

　セーレウスが遊矢の望みをすぐに叶かなえず反抗したことも、夜の校舎での玲れいとの戦いも、期限内に雪ゆき子こ達がこの屋上に現れるのも──どれも不確かで、簡単に覆くつがえるものだ。願った結末になる可能性は数パーセントにも満たなかったはずだ。

　そして二に条じよういずみという不確定要素がいなければ、こうはならなかっただろう。

　魔法影響を受けない彼女が雪子の心を搔かき乱し、屋上で仮かり初そめの自分である武む藤とうアキと出会わなければ、いくらセーレウスが細工をし、リールゥ自身が動いたとしても、雪子と玲が揃そろって屋上に来ることはなかったかもしれない。

　それ程にあやふやな、あって無いに等しい可能性を望み……その望みを知る者が自分の意志で動いたからこそ叶かなう結末が訪れることで、希望と自信を持ちたかったのだと、リールゥは理解していた。

　もしも上手うまくいかなければ、その時は感情を排した理性が望んだ通り、自分のいない、それでいて雪ゆき子こだけは安全な世界となる。

　どちらに転んでも損は無い。

　ただ上手くいけば、希望が手に入る。

　そして恐らく、遊ゆう矢やの本当の願いも叶う。

　──その時を、消えゆく運命にある悪魔の自分は見ることはないが。

「さってとー……いつまでも長引かせていると雪子ちゃんがまた泣き出すから、そろそろ始めましょっか？」

　パッと振り返りながら明るい声が出せて、リールゥは少し安心した。これならきっと上手く笑えているはずだ。

　だが、何故なぜか遊矢の顔に笑みはない。

「ねえリールゥ、それが終わったらどうするの？」

「どうするって？　勿もち論ろん、適当にぶらついて、他ほかの誰かに召しよう来らいされるのを待つわよー」

「……そっか」

　呟つぶやいた遊矢が溢こぼすのは、少し残念そうな笑み。

　それは演技だと分かっていてもリールゥの胸を軋きしませる、とても卑ひ怯きような顔だ。

　ここで泣いては悪魔が廃すたると根性で笑顔をキープして、リールゥは朗ほがらかに言った。

「次に遊矢くんに──遊矢くんの魂たましいに、かな？　とにかく会う時は、あたしも人間でいたいの。人間同士で出会いたいの」

「そっかぁ……」

「そうなの。雪子ちゃんにも井い沢ざわの馬鹿にも負けない、そんなハイパーな女の子になって生まれてくるから──その時は、よろしくね？」

「…………うん、分かった」

　遊矢は確かに頷うなずいた。

　その返事が貰もらえただけで、リールゥは満足だった。

　ふわりと宙に浮いていつでも魔法が使えるように準備をすると、遊矢と視線が交錯した。微笑ほほえみながら頷くと、遊矢は唇くちびるを動かし、天使の名前を呼んだ。

「──セーレ、おいで」

「はいです！」

　応こたえがあったのはすぐだった。

　結けつ界かいに閉ざされた空間を壊こわさずに上から舞い降りた天使は、リールゥと目が合うと何故なぜか慌あわてて両腕うでを振り回し、

「ち、違うですよ!?　契約者の遊矢さんとホットラインが繫つながっているから呼ばれたのが分かっただけで、聞き耳立てたりしてなかったですよ？」

「……これが天使の中で四番目に凄すごいっていうんだから、随分な話よねー」

「ううっ……」

　縮こまるようにして自分の翼つばさにくるまれる少女は、リールゥの目から見ても可愛かわいらしい。自分は彼女ほど純粋になれないから、尚なお更さらだ。

　自身の良さを全く理解していないだろうセーレウスに、遊ゆう矢やは優しく話しかける。

「セーレ、お願いなんだけど」

「あっ、はいです。リールゥさんとの契約が満了した瞬間、遊矢さんの心と体を正常なものにすればいいですね？」

「うん、頼めるかな？」

「任せるですよ！」

　トン、と拳こぶしで胸を叩たたく姿は、頼もしいというよりも笑いを誘う。

　きっとこんな状況でなければ笑っていたと思いながら、リールゥは静かに集中する。

　長い長い悪魔としての年月に比べれば、何とも短く、素す晴ばらしく豊ほう潤じゆんだった八年間に想いを馳はせながら、自分の胸にそっと両手を被かぶせた。

「それじゃ、バイバイ──あたしの大好きな遊矢くん」

　別れの言葉を告げて、遊矢が言葉を返す前に。

　リールゥは魔法によって奪っていた感情と感覚を、契約満了させると共に返へん還かんした。

　少しでも──ほんの少しでも自分の想いが彼の中に残ってくれればいいなと、思いながら。




　　　　　　　◆　　　　　　　◇




　ふらりと遊矢の姿が現れたのは、どうにも寒くて仕方なくなった雪ゆき子こが、戦闘直後に投げた後無事に屋上に残っていたコートを回収した直後だった。

　消えた時と同様に突然現れた遊矢は、力なく倒れるところだった。

「ゆ、遊矢!?」

　折せつ角かく拾ったコートを再び投げ捨てた雪子が駆かけ寄るも、遊矢の体は水の中に沈むようなゆったりとした速度で倒れ、ちょうど倒れた先には忽こつ然ぜんと現れたセーレウスがいて、彼女が小さな体で抱き抱える。

「大丈夫です、すぐに目を覚ますですよ。目を覚ました時にはもう、遊矢さんは元通りの体ですから！」

　笑顔で告げられたその言葉に、雪子はホッと胸を撫なで下ろす。

　眠ねむっている遊ゆう矢やの顔を見るだけでは、特に変化は見られない。当然といえば当然だが。

「おー、ぐっすりだな。気持ちよさそうで何よりだ。いたずらしちまうか」

　次いで寄って来た玲れいは不ふ穏おんで変態らしいことを言うが、それは無視する。

　雪ゆき子こはセーレウスから遊矢の体を預かり、横たわらせて膝ひざ枕まくらをしてみる。下がコンクリートな上に火傷やけどした箇所が痛くて仕方ないが、幸せ感の方が強いので我が慢まんした。

　そっと遊矢の前髪がみを整えながら雪子は、微笑ほほえましく見守っている小さな天使を見上げ……ふと、この場に一人足りないことに気がついた。

「そういえば、リールゥは？　まさか……もう魔界に還かえっちゃったとか!?」

　一緒に消えた遊矢は出て来たのに、結けつ界かいを張ったはずのリールゥはどこにもいない。その理由として一番シンプルな回答を口にした雪子だったが、

「いんや、それはねぇな。単に雲隠れしただけだろ」

「そうですね、魔ま構こう力りき素そで構築された体が分解されたにしては空気が澄んでいるです。どこかに移動しただけですよ」

　あっさりと首を横に振った玲れいだけが言うのであれば半分も信用しないところだが、セーレウスも同意したので雪子はそうなのだろうと納得した。

　しかし、疑問は残っている。

「でも……どうしてリールゥは、あんなにあっさりと退ひいてくれたのかな……」

「あ？　何寝ね惚ぼけたこと言ってんだ、雪ゆき姫ひめ。そんなこと充分理解してんだろうがよ」

　片腕うでは無く全身ボロボロだというのに不ふ遜そんな態度に変わりなく、玲は全すべてを見み透すかしたように言って来る。

　そして最高に腹が立つことに、雪子は玲の言葉を否定出来ないのだ。

「……あたしの勘かん違いかもしれないから本人の口から聞きたかったのよ」

　何となく──理解はしている。が、それはしているつもりというだけかもしれない。

　リールゥの行動と表情、そして戦闘の最中に玲が叩たたきつけていた言葉とそれに対する反応から、雪子が勝手に推測しただけなのだから。

　だからリールゥ本人から話して貰もらいたかったのだ。……尤もつとも、彼女が素直に話してくれるとも思えないが。

「──負けたかったからだろ」

　素そっ気けなく、当然のことを話すように玲が言った。

「あの新聞眼鏡めがねは負ける切っ掛けが欲しかっただけだ。だから完全に打ちのめされて悪役らしく負けたかったのに、雪姫があろう事か寸止めしやがったせいで、悪役にもなれなかった──だからこの場にもいねぇ。どの面つら下げていればいいのか分からずに、な」

「…………やっぱ、そうなのかな」

「それ以外にはねぇだろ」

　自分の発言に一片の疑いも無いような玲れいの口調は相変わらず自信過多で、聞いていると胸焼けするような嫌いやな感じになるのだが……今だけは、空いていた隙すき間まを埋うめるように、雪ゆき子この中へ自然と溶とけ込んだ。

　それでも、礼は言わない。からかわれると分かっていて、眠ねむる遊ゆう矢やを騒がしく起こすようなことはしたくないからだ。

　だから雪子は矛ほこ先さきを変えて、セーレウスの幼い顔を見上げて、

「ねえ、セーレはこの後どうするの？　しばらくはこっちに残るの？」

「いいえです。遊矢さんが目を覚ましたら、壊こわれた場所を直して傷の手当てをして、その後天界に戻る予定ですよ」

　迷いも屈くつ託たくも無く何の未練もないように答える天使に、雪子は、

「それはダメよ」

　すぐさま却きやつ下かの言葉を放った。

　まさか駄だ目めだと言われるなど思っていなかっただろうセーレウスはきょとんとするが、雪子としてはこのまま還かえす訳にはいかない。

「この間は仕方なかったけど、今回は別に待ってる人がいる訳じゃないんだから、もう少しだけこっちにいましょうよ。少しくらい平気なんでしょ？」

「うー……でも、五日くらいしかいられないですよ？」

「うん、充分。冬休みだからたっぷり遊べるし──それに、遊矢からも改めてお礼を言わせたいしね」

　それは自分の願望だが、遊矢だって似たようなことを言うはずだと雪子は思っていた。この小さな天使のことだから、これだけ働いても殆ほとんど自分の利益にはならない程度の代だい償しようしか得ないはずだ。人間に転生することを望んでいないらしいが、せめて少しの間でも、何の重荷も無い状態でこちらで過ごし、楽しんで欲しいと心から思う。

　セーレウスは悩むようにもじもじと体をくねらせていたが、やがてこくりと頷うなずいた。

　ほっとした雪子は胸を撫なで下ろし──

「んじゃ、オレは遊矢が起きたら消えるか」

　さらりと、それが自然な流れかのように、玲が言った。

　しかしそんな流れは少しも感じ取っていなかった雪子は、驚いて、

「えっ？　な、なんで？」

「言ったろ、もうこの体は無理だってよ。魔力補給に使っていた転換器も消えたことだし、一いつ旦たん戻ってそれから来ることにすんよ」

「…………また来るのね」

「おうよ、次は女の体でな。何としてでもお前らが風かざ見み野ので学生やっている間に戻って、そして今度こそ遊矢を虜とりこにしてやる」

「…………………………今この場で、二度と来れないように出来ないものかしらね」

「あ、あはは……」

　かなり本気の雪ゆき子この言葉にセーレウスが乾かわいた笑いをあげ……

　その声に反応したように遊ゆう矢やの瞼まぶたが動いたのを、雪子は見逃さなかった。

「遊矢……起きたの？」

　出来るだけ優しく話しかけると、一度瞼まぶたをギュッと瞑つむり──




　ゆっくりと、遊矢は目を開けた。













エピローグ







　二月十四日といえば様々な記念日や著名人の誕生日と知られているが、日本の学生には『バレンタインデー』という一大イベントとして広く認知されている。

　好きな男子に女子からチョコレートを渡すという一部の男性には製菓会社の陰いん謀ぼうと名高い儀式があり、土曜日で普通の学生は休みだというにも拘かかわらずあちらこちらでその光景が見られるところ、まだまだ廃すたれそうにもなかった。

　そして特別校舎の屋上でも、風物詩ともいえるチョコ進呈の儀式が行われていた。

「はい、水みな瀬せ君。一応だけど手作りだから、美味おいしく食べてちょうだい」

「うん、ありがとう」

「えぇと……わたしからも、はい。義理チョコだけど……」

「高たか嶺みねさんもありがとうね」

　ラッピングも自分でしたらしく手作り感溢あふれるチョコレートを二つ受け取り、水瀬遊ゆう矢やはにこにこと笑っていた。

　これだけ嬉うれしそうにしてもらえると、渡した二人も甲か斐いがあったというもので、つられるように笑顔を見せる。

　そこに割り込むようにして、ずいっと遊ゆう矢やの前に出てきたのは、

「はい、遊矢。あたしからのチョコレート、一番に食べてよ？」

「…………うー」

「なっ、何よその反応は!?　一番大きいのはあたしのでしょ?!」

　一目で本命と分かる、大きめでラッピングも綺き麗れいなチョコレートを貰もらったのに、遊矢は何故なぜかいまいちな反応だった。

　渡した雪ゆき子こは当然納得がいかないのだが──

「うーん……義理チョコが手作りで、本命が市販品っていうのはどうかと思うんだけど」

「だってあたしが作るよりもお店で買ったチョコの方が美味おいしいんだから、仕方ないでしょ？　この思いやり溢あふれる気持ちをなんで理解しないわけ!?」

「理解…………出来ない、かも」

　意気消沈させる突っ込みを入れたのは雪子の親友の高たか嶺みね美み樹きで、

「というか、私のは義理だなんて一言もいってないわよ？」

　弱まった火に油をどぶどぶと注ぐ発言をしたのは、上級生の久く世ぜ律りつ乃のだ。

　意味ありげな律乃の言葉に、雪子は分かりやすく眦まなじりを上げて彼女に相対する。

「ちょっと律りつ乃のさん……まだ諦あきらめてなかったの？」

「そうねぇ……諦めたつもりだったのだけれど、最近の水みな瀬せ君って何だか前以上に可愛かわいいというか初うい々ういしいというか……手短に言うと、そそられるの」

「何よその痴ち女じよみたいな告白は!?」

　歯を剝むいて強烈なプレッシャーをかけるのは風かざ見み野のの生徒ならば誰でも知る白しろ銀がね雪ゆき子こで、雪子が遊矢のことを好きだということも知れ渡っている。普通の生徒ならば震えて謝るシチュエーションだ。

　しかし律乃は「ふふん」と笑い──両手にチョコレートを持った遊矢の腕うでを抱くようにして、自らの体を密着させた。

「水瀬君も、凶きよう暴ぼうな家事才能ゼロパーセント女より、私の方がいいわよね？」

「……えーと…………あの、どうだろう」

「うん、やっぱり以前よりもずっといい反応だわ！」

　嬉うれしそうな声を上げてさらに腕を抱き寄せる律乃に、心配そうな美樹の声がかけられる。

「あ、あの……律乃さん……その……」

　だが警告を発するのよりも、雪子がぷちっとキレる方が早かった。

「──今日こそ淫いん乱らん上級生を制裁してやるわ！」

「きゃー、男勝まさりで胸の隆起も男並みしかない下級生が暴れて大変だわ。きゃー」

　わざとらしい悲鳴をあげて逃げ出した律乃を、雪ゆき子こは慌あわてて追いかけ回す。

「あっ、待ちなさいよ!?　あと誰が男並みよっ?!」

　いくら足が良くなったとはいえ、律りつ乃のでは雪子との足の速さが段違いだ。それでも簡単に捕つかまらず屋上を右へ左へと逃げ回れるのは、雪子が本気を出していない証しよう拠こだった。

　それでも二人のやり取りは高校生らしいものとはいえず、置いてきぼりを食らった形の遊ゆう矢やと美み樹きは、その光景を微び妙みような笑顔で生温かく見守っていた。

　それから五分も経たたずに律乃は疲れ果て、美樹と共に図書室へと去って行った。元々二人は図書室に用があって、その二人と一緒に昼食を摂るべく雪子達が来たのだ。昨日きのうの内に話が決まっていたので、律乃の提案で遊矢へのチョコレート贈呈も行われたのだが、こんなことになるのなら連れて来るのに猛反対しておくべきだったと、今更ながらに雪子は思う。

「……にしても、まだ慣れないのね？」

　転落防止のフェンスに背を預け、先程の光景を思い出しながら雪子は確認の言葉を投げる。チョコをバッグに仕舞っていた遊矢は苦笑いを浮かべて、

「あはは……うん、なかなかね。まだ少し心臓がドキドキいってるよ」

「律乃さんの薄胸でも、ねぇ……まどかさんが相手だったら、また真まっ赤かになって逆上のぼせる可能性も高いわけか」

「うーん…………危険かも」

　遊矢は否定せず、心拍数を落ち着ける為か大きく深呼吸した。




　──遊矢が元の体に戻ってすぐに冬休みに突入したのは、とても好都合だった。

　目を覚ましてすぐは特におかしなところは無かったのだが、それは家に帰って寝るだけしかやることがなかったからだ。

　次の日から、遊矢は様々な局面で戸と惑まどい、困った顔をして、そわそわと雪子に助けを求めてきた。セーレウスの魔法によって正常になった心の扱いがよく分からないらしく、久しぶりの感情に振り回されて、いつもぼけっとしていた遊矢らしくない日々が続いた。

　実家に帰省して親しい人達との触ふれ合いの中で少しは慣れたからまだマシになったものの、最初の内は喜き怒ど哀あい楽らくする度たびに戸惑い、他者との会話でまごついてしまい、とてもおかしな状態だったのだ。

　雪子達に付いて来る形になったセーレウスとの会話では何も問題なかったので、むしろそれに雪子が嫉しつ妬としたりそれを従姉妹いとこにからかわれたり、賑にぎやかな日々が続いたのは救いになった。

　だが前に言っていた通り、セーレウスは長居出来ないようで、大おお晦日みそかを前にして姿を消した。それでも湿しめっぽい別れにならなかったのは、小さな天使がとても楽しそうに日々を過ごし、消える直前も微笑ほほえみを絶やさなかったからだ。

　風かざ見み野のに戻ってからは、また酷ひどい有様が続いた。遊矢の記き憶おくを取り戻した友人達と遊んだ時は、遊ゆう矢やの反応に誰もが一度は目を丸くした。

　冬休み最終日に行われた演劇祭を観みに行き、舞台終了後挨あい拶さつに行けば演劇部の面々に囲まれ、赤面する遊矢という珍しい玩具おもちやを見つけた女性陣じんに散々弄もてあそばれていた。雪ゆき子こと顧こ問もんの榊さかき原ばらがその場にいなければ裸はだかに剝むかれるピンチだったらしい。

　新学期になってすぐには、宣言通り来日したゼルフィの強襲を受けた。玲れいが消えたことを説明されて絶望を味わう彼女の横で、遊矢はおろおろしながら半泣きになっていた。雪子が二年以内に戻って来るらしい旨むねを告げた瞬間に立ち直ったゼルフィは、

「ならば待機します。籠ろう城じようです」

　と言って、玲れいの住んでいたマンションに居着いた。風見野高校を受験した彼女は、来年度から雪子達の後こう輩はいになる。

　彼女の愛いとしい姉であり兄である玲が、次に戻って来る時はまた女性になっていることは言わないでおいたが、これで『姉ねえ様』か『兄にい様』で混乱せずに済むだろう。

　ちなみに玲が消えたことは風かざ見み野の高校にすぐ広まった。美み樹きには雪子から説明しておいたが、やはり戻って来る時は女性だと言うことは出来なかった。好きな男が性転換して戻って来ると知ったら卒そつ倒とうしてしまうのではないかと危き惧ぐしたからだが、実際にその日が来る前に何らかの形で伝えておかないと、気の弱い美樹の心臓が止まりかねない。

　──イヴの夜に消えた玲は、最後まで雪子のかんに障さわる笑みを浮かべていた。謝ろうとする遊矢に笑いかけていた時だけは普段の嫌いやらしさはなかったのだが、それを向けている相手が遊矢なので、やはり雪子としてはムカムカした。

　あの男のことだから宣言通り、遅くとも二年以内には戻って来るのだろう。その時は男ではなく、女の体で。

　以前の赤あか石いし智とも子こを超える最大の敵になるのは間違いないので、玲が来るまでに遊矢との絆きずなをさらに深めた上に女性への耐性をつけさせるのが、雪子の目下の課題だ。

　そして、消えたもう一人──武む藤とうアキは、冬休み中に転校したことになっていた。それを知った時、雪子は物寂しい気分になったが、遊矢が自分でも気づかないうちに涙を流していたことの方が印象的だった。

　感情を失っていた時に培つちかわれた様々な想いを、今の遊矢がどう思っているのか──それを訊きくことは、躊躇ためらわれた。いくら自分でも訊いてはいけないことだと、触ふれない方がいい場所なのだと、何となく思ったからだ。

　結局、遊矢が引き起こした事件について説明した相手は、一人だけだ。

　二年生の祓はらい師し、二に条じよういずみにだけは事の真相を全すべて話した。雪子だけでは説明が難むずかしいので大半は遊矢の口から語られたが、いずみは全て信じた。祖先についての伝承も、事実だと認めたらしかった。

　彼女には感謝が尽きない雪子だったが、雪子の右足が秘めた力を知ったいずみが、

「私と一緒に人外共を相手に戦ってみないか？」

　と、相変わらず微び妙みように電波っぽいことを真ま面じ目めに言うので、とても困る羽は目めになった。遊ゆう矢やも熱烈な勧誘を受けて困っていたが、手を握られただけで真まっ赤かになる姿は傍はたから見れば微笑ほほえましい光景でもあった。

　正常な状態に戻ってから約五十日が過ぎた現在、遊矢はようやく日常生活を問題なくこなせるようになっている。

　最初の内はこうして雪ゆき子こと二人きりでいる時ですら緊張していたのだから、今のリラックスして気持ちよさそうに日光と風を受けている様さまを見れば、順調に適応していると言っていいはずだ。

　多くの人達が協力してくれたおかげで遊矢と普遍的な日常を送れていることを感謝して、雪子は視線を下に落とした。少なくとも遊矢が履はいている、自分がプレゼントしたウォーキングシューズを見ている間は感謝することを忘れないと思う。

　──と、その時不意に思い出すことがあった。

「……ね、遊矢。確かセーレウスが、遊矢は本当の願いを隠している、みたいなことを言ってた気がするんだけど」

「…………あー」

　気まずそうに、寒風を受けてようやく元通りになった頰ほおをまた仄ほのかに赤く染め、遊矢は誤ご魔ま化かすように空を仰あおぐ。

　だが、そんな仕し種ぐさを見ておきながらスルー出来る雪子ではない。

「ほら、言っちゃいなさいよ。というか、言わないと酷ひどいわよ？」

　口元に笑みを浮かべて、フェンスに寄りかかる遊矢の逃げ道を両腕うでで塞ふさぐ。他人に見られたらカツアゲの現場と思われそうな体勢だったが、今の遊矢はこうすれば恥ずかしさに耐えきれず白状してしまうだろうと、これまでの経験で知っているのだ。

　案あんの定じよう、さらに頰を赤らめた遊矢はちらりと雪子を見て、それから斜め下に視線を外し──

「小さい頃からね、ずっと願っていたことがあってさ」

「ほほう」

「幼よう稚ち園えんの時、僕は世界を知っているつもりになっててね。他ほかの子供がどうして駆かけ回って遊んで笑えるのか、保母の先生を困らせるのか、世の中にはどんなことがあって、どういうことで溢あふれているのか──知っているつもりだったんだ。本とテレビと想像だけで、それを理解しているつもりになってた」

　なんだか予想とは違う話の内容に、雪子は眉まゆを顰ひそめて言った。

「……嫌いやな子供ねぇ」

「あはは、そうだね。たぶんあの頃、僕は感情を理解していたけど、どういうものなのか体感したことはなかったんだ。だから雪ちゃんに強引に遊びに参加させられた時も、逆らうのも面倒だから付き合ってあげるつもりでいたんだよ」

「…………本格的に嫌いやなガキね、あんた」

「うん──けど、すぐに気がついたんだ。楽しいことに理由はあるけど、理由がなくても楽しいと思えることもあるって。自分以外の誰かと過ごすことで、自分以外の誰かを想うことで、自分一人でいたら決して理解出来ない感情が生まれるってことを。……本当は皆自然に理解することなんだろうけど、僕は馬鹿だったから、凄い遠回りして気づいたんだ」

　自じ嘲ちようするというより、昔を懐なつかしむ優しい声でそう言うと、遊ゆう矢やは顔をあげた。

　真まっ直すぐに、以前の遊矢よりも迷いの無い瞳に、雪ゆき子こは呼吸を忘れてしまう。

　その間かん隙げきを刺すように──

「だから僕はずっと願ってたんだ」

　遊矢は、言った。

「どうかいつまでも雪ちゃんの隣にいられますように、って」

　風の音も、地上の喧けん噪そうも、自分の心臓の鼓こ動どうすら、何もかもが消え去ったような静寂が、雪子の中を通り過ぎる。

　それは一瞬にも満たない時間だったが……雪子が理解するには充分な時間だった。

　今の言葉を聞いた瞬間、これまでの人生で一番の幸福と歓喜を感じたことを。

　遊矢の顔は赤いままだ。

　しかし自分の顔もそれに負けないくらい赤くなっていると、頰ほおの火ほ照てりで分かる。

　感情は形にならないまま湧わき水のように次々と溢あふれ、すぐに胸の中が一杯になってしまう。

　そこに、止とどめが来た。

　はにかんだ遊矢が、カイロを握っていたのかと思うくらい熱くなった右手を、フェンスに置いていた雪子の手の上に被かぶせて──




「だから雪ちゃん──これからもずっと一緒に、ずっと隣にいてくれる？」




　その告白にどう対応するか、雪子の中では既すでに決まっていた。

　言葉で伝えるなんて選択肢しは頭の中に浮かばない。

　自分がどうしたいかという願望に従い、顔を寄せる。

　ゆっくりと……自然な動作で、近付けていく。

　最も愛いとしい人への返事を示す為に。

　最も分かりやすい行動を取る為に。

　答えは勿もち論ろん──















　あとがき







　作中と時期が一致した五巻から三ヶ月。こうして無事に最終巻を出せることになりました、上こう月づき司つかさです。

　とはいえ、実感はまるでありません。何せこれを書いているのはまだ年越し前です。ついこの間五巻が世に出たばかりで、読み直したらあとがきに「次は春か初夏」なんて書いてあって、三月は春としてはセーフだけど初夏には流石さすがに遠いなぁ……などと思っているのが正直なところなので。

　何はともあれ、本を手にとって下さった方がこのあとがきを読んでいるということはちゃんと発売されたということで、最終巻らしく、三月の卒業シーズンを迎えたつもりで書き進めていきます。




　実は上下巻の上巻扱いだった五巻があんな終わり方だったのは半ば計画的だったものの、本編を書き始める前から担当さんと二人で、

「これ……六巻出すのに間があったら、かなり読者に怒られるよね……？」

　と、上巻を書く前から下巻が出る時の心配をしていました。

　なので出来るだけ急いで書き上げようと四し苦く八はつ苦くの悪戦苦闘したものの、ただでさえあんまり書くのが速くない上に前半は雪ゆき子こがああいう状態ということで、なかなか上手うまい具合に進んでくれず。

　そこで上月は、カンヅメとやら実行することにしたのです。

　ウィークリーマンションを借りて。

　秋葉原で。

　…………………………いやあの、地名出すと総突っ込みが入るとは思うのですが、知っている場所でバス・トイレ別の物件があったのは秋葉原だけで、仕方なくて！　仕事しましたし！　あんまり遊んでないですし！（あんまり？）

　時期的にエンタまつりが開催中で盛り上がる秋葉原の中、一人しくしく泣きながらパソコンに向かい。壁が薄いから楽しげな声が漏もれてくるのをヘッドホンで誤ご魔ま化かし。ご飯を食べに外に出れば誘ゆう惑わくだらけで、しかしそれを振り切って。駅前には何故なぜか毎日のようにメイドさんがいたり。深夜に牛ぎゆう丼どんを食べに行こうと外に出たら、どこかの店の前に長ちよう蛇だの列が出来ていてびびってみたり。

　秋葉原は、思っていた以上に深い街でした。原稿は予定通りちゃんと進んだしご飯を食べる場所にも困らなかったので、次も活用しようかと思います。……次のピンチなんて来なくていいんですけど。

　そんな傍はた目めから見れば楽しそうな状況を乗り切り、六巻が完成し、シリーズは無事完結を迎えたわけですが……デビュー作のシリーズということもあり、色々と感慨深いです。

　二巻のことを考えるどころか本になるとは予想だにしていなかった一巻から始まって、徐々に続きと終わりを見み据すえるようになり。一貫して『遊ゆう矢やと雪ゆき子こを軸とした物語』ではあったものの、そこに組み込まれたキャラは話が進むに連れて変化していって。特にいずみは、一巻の段階から色々と考えていた人物で伏線を度々張はっていたのですが、気がつけば電波ちっくな巫女みこさんになっていて。熟成させると味が深まるとよく言いますが、どっち方面に深まってしまうかはお楽しみな謎、ということらしいです。

　変わったといえば、途中で担当さんも替わりました。投稿作がｈｐ短編小説賞の最終選考に残ったという連絡を頂いて以来、担当としてデビュー前からお世話になっていた峯みねさんから、編集さんなのに電撃文庫作品にいくつか登場して、一人謎のメディアミックスを繰り広げている川かわ本もとさんに替わったのは、確か四巻を書いていた時だったと思います。

　四巻のあとがきで触ふれようかと思ったものの、タイミングを逸いつしてしまい今まで書けなかったのですが、峯さんには本当にお世話になりました。いつか恩を返す機会があればなぁ……と思っています。

　そして川本さん、今後ともよろしくお願いします。凄すごい今更ですけど。土産みやげと称して変なモノ送りつけるような作家の担当で、困ることも多いかも知れませんが。

　毎度綺き麗れいかつ格好いいイラストを描いて頂いたＢＵＮＢＵＮさんにも感謝です。大学生活といくつも抱えているお仕事で超多忙な中、本当にお疲れ様でした！

　あと、ファンレターにも励まされました。上こう月づきはいくら本を読んで感激してもファンレターを送ったことがない筆無ぶ精しような人間なので、正直な話、貰もらえるとは思っていなかったのです。だから驚くと共に、ファンレターを出したいと思うくらいこのシリーズを好きになってくれた人が何人もいることを、本当に嬉うれしく思いました。

　なので、そのお礼というか返事というか、送って頂いた方々には年賀状を出すべく現在作業中です。絵が描ける訳ではないので文字とありきたりな背景という、貰もらってもあんまり嬉うれしくないモノに仕上がりそうな予感ですが、大事なのは気持ちということで！

　……大事なのは気持ちなのに手書きじゃない理由は、偏ひとえに字が汚いからで……印字で申し訳ないですが、読めないよりはいい、ということで……！







　最後に今後の予定ですが、現在色々と企たくらみ中です。

　あんまり長い間姿を見せないと忘れられてしまいそうなので、出来るだけ早く次の本を出せるように頑がん張ばっていきたい所存です。

　次の新シリーズも手に取って頂けるよう、精一杯やっていきます！
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上こう月づき 司つかさ

１９８２年生まれの横浜市民。自分が住む戸塚の街にあるＣＤ屋に『戸塚出身のバンドです！』と派手に宣伝されている一角があるのを発見。それ以来、自分もいつか本屋の一角で宣伝してもらいたいなぁ、と夢想する日々。
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イラスト／ＢＵＮＢＵＮ

１９８５年京都生まれ京都育ちの京都人絵描き。今更ですが読み方は「ばんばん」ではなく「ぶんぶん」です。よく間違われます……泣いてなんかいません。
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